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公益社団法人長野県柔道整復師会機関誌

四地区親睦交流会



柔道整復師とは

平成24年 9月 16日 に日本医療福祉新聞社の発行した「営業法の解説」に、厚生省としての正式

な見解を述べている。 (これは昭和23年に厚生省の医務課現在の医事課で作成されたものの現代

語版 )

結論として、「本来は医師が当然行うべき医業の一部を免許により行うものである」こと、そ

の業務は免許範囲内のものに限られる。営業法第一条は、国民医療法第一項に対する例外法、あ

るいは特別法として業務の範囲内において、医業の一部をなし得ることを規定している。

ここにいう免許は、医療禁止の一部解除を内容とする国家の行為であり、免許を受けた者は、

夫々の業務の範囲内で医業の一部を行うことが許されることになる。そこで柔道整復師は、医業

の一部を免許によつて国から許された国家資格者である。

すなわち、柔道整復師は医業の一部を免許によって国から許されている柔道整復術について、

国民が医療選択肢の一つとして理解できるように、自分たち柔道整復師も行政の行動を待つので

はなく自分たちから情報発信するものである。

2014年の医療法の改正によつて、医療法第 6条の 2の 3項に「国民の責務」が盛り込まれた。
「国民は、良質かつ適切な医療の効率的な提供に資するよう、医療提供施設相互間の機能の分

担及び業務の提携の重要性についての理解を深め、医療提供施設の機能に応じ、医療に関する選

択を適切に行い、医療を適切に受けるように務めなければならない。」

よつて、国民が責任を負わされていることから、行政は国民のために、この条文に記載されて

いる責務を果たすための必要かつ正確な情報提供を発信しなければならない。

⌒
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新年のごあいさつ

公益社団法人長野県柔道整復師会
会 長 一局田

新年明けましておめでとうございます。会員

の皆様が健やかに新しい年をお迎えになられま

したことを心よりお喜び申し上げます。私は昨

年 5月 の総会で本会会長に就任させていただき、

本会及び業界の地位確立と発展に微力ながら努

めてまいりました。今日までの皆様方のご支援

とご協力に心より感謝と御ネLを 申し上げます。

さて、本会は平成25年に公益社団法人に認定

され 4年半が経過しました。この度、定款施行

細則に関して県庁法務課より外部の任意団体と

位置付けた各地区と本会の整合性に関して助言

を受けたことを真摯にとらえ、組織運営を見直

すことにしました。今後は、外部に置いた地区

を支部とし本会の中に取 り込みたいと思いま

す。これにより公平な本会運営が適うはずで

す。円滑な移行を目指しますので、どうかご理

解ください。

ところで、養成校カリキュラムの見直しによ

り、平成30年 より施術所や病院などで行う学生

の臨床 (臨地)実習が 4単位に引き上げられま

した。そこで、先生方の施術所で学生を受け入

れていただきたいと思います。それには指定施

術所となるために二日間で16時間の受講が必要

になります。 1回 50名程度のワークグループが

組まれ、今年から全国で実施される予定です

が、長野県での実施は来年以降になる見込みで

す。学校協会と厚労省は、社団会員の施術所で

の受け入れを望んでいます。また、段階的では

ありますが平成30年の新免許取得者から臨床現

場で一定期間の実務経験と研修を積まなければ

施術管理者になることができなくなります。こ

の度の改正で、養成学校の総単位数の引き上

げ、臨床実習の拡大、医療画像の理解、介護予

防、職業倫理の追加など大幅な変更が実現しま

した。また、柔整審査会の権限強化や不適正な

広告への取 り組み等、日整の制度改革に対する

熱意を評価 しています。

昨年10月 の総選挙では当会顧間をご支援いた

だきありがとうございました。自民党のJフ ア

イル278に柔道整復師の活動の支援が以下のよ

うに明記されています。「柔道整復療養費制度

のさらなる制度改革と卒後臨床研修の制度化を

目指します。また、地域包括ケアシステムにお

ける柔道整復師の役割を確立させます。なお、

日本伝統医療としての柔道整復術が未来永劫継

承されるようその保護に努めます。」

業界の制度改革そして、法改正には政治の力

をお借 りしなくてはなりません。今年も政治に

強い関心を持ち参画してまいります。

業界を取 り巻く環境は年々厳 しくなっていき

ます。そこで、会員の皆様には、日々学術技術

の研鑽を積まれ、柔道整復術の振作高揚に努め

ていただくとともに、公益法人として地域社会

への貢献をお願いする次第です。今年も「協調

と進展」を念頭に置き職責を全うしてまいる所

存でございますので、ご支援ご協力をお願いい

たします。

結びに皆様方のご健勝とご活躍をご祈念申し

上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。



巻頭挨拶

新年の挨拶

公益社団法人長野県柔道整復師会
副会長

新年、あけましておめでとうございます。

会員の皆様におかれましては、ご家族お揃い

で清々しい初春をお迎えのこととお慶び申し上

げます。

さて、昨年は、 5月 21日 の当会通常総会にお

いて、高田新体制がスタートし、約半年が経過

いたしました。私も長年携わった保険部から、

総務に変わり不慣れではございますが、高田会

長をはじめ、皆様のご指導を頂きながら会務が

スムーズに実施されるよう努めてまいる所存で

ございますので、本年もよろしくお願いいたし

ます。

当会も、公益法人に移管してから5年 目を迎

えました。この間、県の担当課による運営に関

する調査も問題なくクリアーしましたが、同課

より昨年 7月 26日 付で助言を頂いたことで、理

事会において今後の会のあり方について検討を

進め、その議論の最終決定をするために平成29

年11月 30日 に開催しました。

議論の中心は、現在、本会とは別の任意団体

となっていた各地区の柔道整復師会の位置づけ

でした。つまり、今後、公益社団法人として活

動して行くには、現状のままが良いのか、それ

とも本会の支部 (内部組織)と した方が良いの

かという議論でした。

理事会で時間をかけ、熟慮した結果、将来的

に支部 (内部組織)と した方が良いとの結論に

至りましたので、今後必要な改正の手続きを行

ってまいります。

これにより、会の運営として会計処理が一部

変わることになりますが、会員の皆様の公益活

酒井 正彦

動については、殆ど変ることはないと思います

ので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

長い歴史をもつ我々柔道整復師は、これまで

幾多の苦難を乗り越え現在に至っております。

近年では、昭和63年の個人契約者にも受領委任

払いが認められたこと。厚生省 (当時)の行政

指導により制限されていた柔道整復師養成施設

の開校が撤廃されたこと。この二つの大きな出

来事により過当競争が激化し、様々な問題が生

じる様になりました。その一つが広告問題で

す。

国家資格である我々柔道整復師は、医師同様

広告の制限が課せられているのに、なぜ個人契

約者により違法広告が放置されているのか。そ

れは、広告問題を所管する保健所に、指導権限

はあっても、法的措置がとれる指導権限が与え

られていないことではないかとの結論に至りま

した。つまり、法律はあるのに取り締まる機関

が無いという事になります。したがって、昨年

11月 8日 、立法府である政治機関に、保健所に

違法広告に対し法的措置がとれる権限を与えて

いただきたい旨の要望書を提出いたしました。

この様な、活動を通じ、柔道整復師という素

晴らしい職業を今まで以上に社会から認知して

いただけるよう、役員一丸となり努力してまい

りますので、会員の皆様のご理解とご協力を重

ねてお願い申し上げますと共に、閉塞感が漂う

近年ではありますが、本年は、明るさを忘れず

頑張って参りましょう。

本年もよろしくお願いいたします。



巻頭挨拶

年頭のご挨拶

公益社団法人長野県柔道整復師会
副会長

新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様、御家族お揃いで輝かしい新春を

お迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年 5月 の総会におきまして、会員のご支援

をいただき副会長の重責を再度務めさせて頂く

ことになりました。

日頃より会員皆様におかれましては、会務の

運営にご理解とご支援を賜 り心より深 く感謝申

し上げます。

高田新会長の「協調と進展」のスローガンの

ヽと役員が一九となり、会員皆様の建設的なご

意見ご協力をいただきながら取り組んで参 りた

いと思います。

今、柔道整復師を取 り巻く環境は大きく変化

しています。高齢化社会の進展に伴って医療費

などの社会保障費が増大しており、柔整療養費

に於いても適正化が求められています。保険者

によっては適正化ではなく受療抑制ともいえる

患者への行き過ぎた調査等が行なわれておりま

安藤 恒久

す。

国民医療の一端を担う柔道整復師として、信

用・信頼されるよう邁進していきたいと思いま

す。

本年も事業部の担当を拝命され新部員ととも

に、公益・共益事業において柔道整復師として

活躍できる場を確実に拡大していきます。

日本赤十字社との関係も順調に構築でき、柔

道整復師としての職能をご理解いただき防災活

動等研修をしております。

介護予防事業改訂版 3版が完成致し、会員の

皆様に配布されました。素晴らしい冊子は機能

訓練指導員である柔道整復師として、高齢者の

自立支援のための転倒予防教室、施術所等で活

用していただき、職域の幅を広めていただきた

いと思います。

今年一年が皆様方にとって、ご健勝で飛躍す

る年でありますようご祈念申し上げ、新春のご

挨拶といたします。



巻頭挨拶

新年のご挨拶・雑感

公益社団法人長野県柔道整復師会
副会長

新年あけましておめでとうございます。本年

も皆様にとって良い年でありますように御祈念

申し上げます。

昨年の役員改選に伴い (公社)長野県柔道整

復師会の副会長・保険部長を拝命いたしまし

た。日頃のご厚情に感謝申し上げます。

平成29年度より本会の一部組織改革により介

護事業が事業部より保険部に移行され日整と同

様な組織構成となり県保険部の介護班という位

置づけとなりました。介護班長として南信の伊

藤睦会員に就任していただきました。介護事業

関係では昨年末には冊子「介護予防事業改訂第

3版」を皆様のお手元にお届けしました。非常

に価値ある一冊で充分ご活用頂きたいと思いま

す。 (こ のマニュアル本の作成は旧介護委員会

の皆様のご尽力によって作成されました。)

さて、近年我が国は各地で自然災害に見舞わ

れ不自由な生活を余儀なくされ新年を迎えた方

が大勢おられます。天災列島日本で平穏な新年

を迎えることができたという事は幸運なことで

す。天災に備え政府自由民主党の幹部は国土強

靭政策なるものを押し進めているようですが、

昔から政治政策の基本、治山・治水からすれば

当たり前のことと思われます。国際情勢では昨

年来、隣国北朝鮮のミサイル発射問題で日本は

翻弄されて解決はいつになることやら――………―――こ

のように我々の身の回りでは不測の事態はいつ

でも起きるという事です。

わが業界でも同様、不測の事態への備えはお

ろそかにはできません。

近年、特に業界内の利益至上主義的な勢力が

台頭 し諸問題が惹起されています。 (紙面の都

柏木 久明

合上事細かな多数の事例は割愛させていただき

ます。)

これが不測の事態?む しろ予測の事態の範囲

と考えたほうが正しいかも知れませんが、いず

れにしましても悪影響の一例として、前述のよ

うな勢力が結果的に生み出してしまったような

公的審査会軽視としか思わざるをえない嫌がら

せ行為としか思えないような執拗な調査をする

大迷惑な民間保険 (レ セプ ト)調査会社の台

頭、果して会社という利益目的な組織で公正な

目線で判断ができるのか?どんな人がどんな資

格、スキルで調査、判断をしているのか? 不
可解な事例であります。

(※保険者の不支給等の決定の最終判断は組

織の最高責任者・理事長等です。)

この様な民間保険調査会社の諸問題の対応は

日整レベルでとお願いしております。行政レベ

ルではすでにご案内通り漸くではありますが29

年10月 より公的審査会の権限強化という事で不

適切なるレセプト請求の抑止力を強化しており

ます。

一部の柔道整復師・施術者の行為によって最

終的に受療者 。国民の権利である受領委任の取

り扱い制度に悪影響を及ぼすことは絶対に許さ

れないことであります。大げさな話しとも思わ

れるでしょうが悪貨が良貨を駆逐するという事

態にならぬよう保険部としてサバイバル化して

しまった我が業界で悪影響を及ぼす可能性のあ

る事例は注視、或いは抑止し会員の皆様の健全

なる諸利益確保、国民福祉の向上に尽力いたし

たいと思います。本年も倍旧のご指導、ご協力

をよろしくお願いします。



巻頭挨拶

年頭のごあいさつ

長野県柔道整復師会の皆様にはお健やかに新

年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

日本経済は緩やかな回復基調が続いておりま

すが、長野県をはじめとする地方、全国津々

浦々にまで景気回復の実感が得られるよう、さ

らにしつかりと着実に景気回復の政策を進めて

まいります。

昨年10月 の衆議院総選挙では大変にお世話に

なり、お陰様をもちまして 6期 目の当選を果た

すことができました。皆様方から頂戴いたしま

した絶大なご支援に心から感謝申し上げます。

総選挙は、安倍内閣や自民党に対する厳しい

目の中で行われました。今後、国民の政治への

信頼を回復するため真摯な説明責任や丁寧な議

論に努め、原点に立ち返って襟を正して政治運

営に当たってい く謙虚な姿勢が重要と考えま

す。

6期 目の重責を担うにあたり、責任ある政策

の実現に全力を尽 くしてまいる所存です。昨年

来、自ら人生100年時代特命委員会幹事長とし

て取 り組んできた人づくり革命、政調副会長と

して取り組んできた財政改革 。経済再生戦略、

第 5期科学技術基本計画委員長・イノベーショ

ン活性化小委員長として取 り組んできた生産性

革命、税調インナー幹事として取り組んできた

衆議院議員 移勧藤 彦己,と

税制改革など引き続き全力で取り組んでおりま

す。

特に、社会保障特命委員会事務局長として取

り組んできております社会保障制度改革は喫緊

の課題であり、国民生活に密着 した医療・介

護 。福祉 。年金・雇用 。少子化対策等といった

分野の改革に力を尽 くしてまいります。また、

再任された衆議院厚生労働委員会理事として山

積する厚生労働分野の諸課題の解決を図つてま

いります。

柔道整復師会の先生方には、終始一貫して力

強いご支援をたまわり、自民党を支えていただ

いておりますこと、心より感謝申し上げます。

このご厚恩に応えるためにもさらに緊張感をも

って政権運営にあたつてまいります。

医療・福祉の第一線でご活躍されております

先生方がさらに働きやすい環境整備を進めるた

めに、柔道整復師の先生方や患者様のニーズに

対応した制度問題や環境改善にしっかりと取 り

組ませていただきます。

最後となりましたが、高田会長を中心に本年

も長野県柔道整復師会がますますご活躍され、

会員の先生方にとって今年一年が実り多き年に

なりますようお祈 り申し上げ、年頭にあたつて

のあいさつといたします。



巻頭挨拶

年頭のご挨拶

長野県柔道整復師会の先生方には、素晴らし

い新春をお迎えのこととお慶びを申し上げま

す。日頃より、温かいご指導・ご支援を頂いて

おりますことに対し、心より御ネLを 申し上げま

す。特に、先生方が自民党に対 して、一貫して

力強いご支援を頂いておりますことに対 し、深

く感謝をしております。

昨年は、衆議院予算委員会理事、衆議院財務

金融委員会理事、自民党政務調査会副会長 (経

済産業担当)、 党の「中山間地農業を元気にす

る委員会」の委員長などの立場で充実した活動

をすることが出来ました。また、10月 の総選挙

におきましては、多 くの皆様からご支援を頂

き、お陰様で 5期 目の当選を果たすことが出来

ました。選挙において、与党で安定多数の議席

を頂いたのも、大変ありがたいことでした。私

は「皆様のご期待にお応えできるよう、さらに

頑張ろう」と決意を新たにしているところで

す。

選挙戦を通じて、北朝鮮の核・ミサイル開発

等の安全保障問題への対応や、少子高齢化によ

る人口減少への対応の重要性を訴えましたが、

特に、人口減少を乗 り越えて、増加する年金・

医療・介護 。子育て支援などの社会保障に必要

な財源を確保するためには、ものづくり企業だ

けでなく、農業やサービス産業など、各産業に

おいて新しい技術を取 り入れて生産性を向上さ

せること、地方で学び、働 く人を増やすことに

より、明治維新以来150年 にわたって続いてい

る東京一極集中を是正すること、都市と地方、

地方同士の交流人口増加や海外観光客の受け入

衆 議 院 議 員

宮 下  一
郎

れに積極的に取 り組み、地域経済の底上げを図

ることが必要だと考えます。

年末には、こうした視点も取 り入れ、生産性

革命、ひとづ くり革命、働 き方改革、地方創

生、社会保障改革、国土強靭化などを柱とする

平成30年度の税制改正と予算編成が行われまし

た。なお、診療報酬の改定においては、薬価の

引き下げにより全体ではマイナスとなりました

が、本体部分では前回改定を上回るプラス改定

となりました。

私は、予算や税制改正を通常国会で早期に成

立させるため、予算委員会の理事としてもしっ

かり取 り組んでいく覚悟です。

その上で、企業収益が賃上げや設備投資に向

かうよう、そして取引条件の改善により下請企

業や取引先業に大企業の利益が行き渡るよう、

中小企業の支援を行うとともに、大きな転換期

を迎えている農業の支援にもしっかり取 り組ん

でまい ります。さらに、道路整備や治山・治

水・砂防事業などの社会資本整備を推進するこ

とにも努力してまいります。

同時に、健康長寿の長野県を支えて頂いてい

る長野県柔道整復師会の先生方がさらにご活躍

いただけるような環境整備を進めるため、制度

問題などにも取 り組んでまいります。先生方に

は、一層のご指導をよろしくお願い申し上げま

す。

結びに、先生方の益々のご活躍と長野県柔道

整復師会のご発展をお祈 りするとともに、今年

が素晴らしい一年となることを心から願い、年

頭にあたってのご挨拶とさせて頂きます。



巻頭挨拶

年頭のご挨拶

先の特別国会で総選挙後初めての衆議院憲法

審査会の議論が再開しました。

今回、希望が叶い憲法審査会の委員に復帰す

ると同時に自民党憲法改正推進本部の幹事も拝

命しました。

衆議院議員である以上、憲法改正の行方につ

いてはかねてから大きな関心を有しておりまし

たが、国会や党の場においてこの重要テーマの

議論に参加させていただけることは非常な名誉

であるとともに、責任の重さを感じています。

我が国においてはこれまで国民が直接憲法に

ついて投票を通じて意思表示したことはありま

せんでした。憲法改正は最終的には主権者たる

国民の投票によってその成否が決せられるテー

マですが、制定時を含めこれまで一度も国民の

投票が行われたことはありませんでした。

今回は、初めて国民の意思を初めて問うこと

を目指す議論が始まるのです。

国会は国民の意思を問う提案である発議を行

うことになるのですが、発議した結果、国民投

票で否決されることにならないようにしていか

なくてはなりません。単に国会で多数派が形成

できればいいというのではなく、最終的に国民

の過半の支持を得ることができるような環境を

丁寧に整えていくことが何としても必要です。

国会議員の選挙は、我が国の選挙制度の仕組

みもあり、相対多数で当選者が選ばれるもので

す。それに対 して国民投票は絶対多数が求めら

衆議院議員 彩夢1舎  修影ト

れます。

国会議員の多数と憲法改正に寄せる国民の意

思表明とは制度的にずれが生じうることから、

この点についての理解をしっかりしておかなけ

ればなりません。

11月 30日 に開催された衆議院憲法審査会で

は、欧州諸国を視察した議員団からの報告を受

けた自由質疑が行われました。英国のEU離脱

の是非を問う国民投票、イタリアの上院改革の

是非を問う憲法改正のための国民投票の双方と

も、結果的に時の政権党の思惑と逆の結果に終

わったことについての分析や意見交換がおこな

われました。

欧州調査で得られた教訓は、国民投票は、そ

れが問う内容の如何よりも、時の政権に対する

信任の是非を反映しやすいということでした。

国民投票に問うテーマの問い方も大きな影響が

あるとの認識もあるようです。

言うまでもなく憲法は長く将来にわたり国の

方向性を規定する最高法規です。であるからこ

そ、憲法議論に関しては、できるだけ時の政治

状況や政局の影響を受けない形で国民が冷静に

判断できる環境をつくり、国民の皆様に公平で

公正な情報を提供し、国民の皆様に深く学習を

して頂いた上で判断して頂く努力をしていくこ

とが不可欠であると、改めて痛感した次第で

す。デリバラテイブ 。ポールという概念があり

ますが、一般の有権者の皆様に正確な情報が理

解され、争点の賛否について熟議の結果が共有



されなければならない環境が、今回ほど求めら

れる局面はないかと思われます。

私自身の選挙区においても、衆議院憲法審査

会での議論、自民党憲法改正本部での議論を紹

介しつつ、できるだけ多くの機会を作り有権者

の皆様と憲法討議を行い、有権者の皆様の意識

に接することとし、その上で国会での憲法改正

議論にしっかりと関与していきたいと、肝に銘

じたところです。柔整師会の皆様ともいずれ憲

法論議を交換させていただきたいと考えていま

す。

⌒

⌒
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巻頭挨拶

新春のご挨拶

あけましておめでとうございます。

年頭にあたり、長野県柔道整復師会の皆様方

に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

昨年の国会では、私たちの生活や、我が国の

あり方に関係する重要法案が審議されました。

また、大きなうねりを感じる国政選挙 。地方選

挙もあり、皆様方におかれましても、大変なご

支援を賜 りました。

私も参議院自民党幹事長として、様々な立場の

方々と意見を交わしながら、謙虚で丁寧な政権運

営、そして選挙対策に邁進してまいりました。

さて、昨年末には予算が閣議決定され、今月

からスタートする通常国会に提出され、審議し

ていく運びとなっております。

「人口減少」と「少子高齢化」にどう対応 し

てい くか。また、「経済再生」 と「財政健全

化」をどう両立していくか。毎年とは言え、社

会保障費が高齢化によって過去最大に増えたこ

とも話題になっております。

これらに対応するため、私たちは特に力を入

れる2つの政策パッケージをまとめました。

1つ 目は、教育や保育や介護などの「人づく

り」に重点的に予算を投入し、全世代型の社会

保障制度を構築することです。

そして 2つ 目は、大企業から中小企業、そし

て先端科学などに予算や税制 。規制改革等の施

策を重点的に行うこととし、「生産性向上」を

目標にしました。

「外交・防衛分野」や「地方創生」などの重

要政策も、もちろん継続 。発展させていきます。

こうした施策をしっかりと掲げ、かつ、進捗

や時代の変化などに合わせて追加対策を柔軟に

参議院議員 吉田 博美

打っていくことで、自律的かつ持続的な社会を

創ることができ、それが、人口減少や少子高齢

化を食い止め、経済も再生していける唯一の方

法であると考えます。

重 く構造的な課題にまっすぐに向き合って対

応していく事は、政権与党としての大きな責務

です。

この会報をお読みの方はよくご存 じと思いま

すが、近年は寿命がただ長くなれば良いという

考えではなく、「健康寿命」という言葉が重要

視されております。

まさに、先に書きました政策を、国民の健康

という一番根本的なところを支えて下さるの

が、柔道整復師の先生方なのであると、私は考

えます。

また、スポーッや介護・福祉などでも大きな

役割を担い、またその範囲はますます広がりを

見せ、それに応じて、先生方のスキルも他分野

のものも取 り入れられて、施術をより進化さ

せ、多層的なものになっているように感じます。

加えて、我が国で開催のオリンピック・パラ

リンピックが近づき、国民的なスポーツヘの関

心 。期待も高まる中、先生方のますますのご活

躍が期待されております。

我々も国会議員として、現場の先生や患者さ

ん本位の制度を、ご意見や要望をお聞きしなが

ら整えて参 りたいと考えております。

引き続きのご指導、ご鞭撻を宜しくお願い申

し上げます。

結びに、本年が素晴らしい一年になることを

心よりお祈 り申し上げ、私の新年のご挨拶とさ

せていただきます。

10



巻頭挨拶

ゼロからのツヒ戦 !

新年明けましておめでとうございます。新し

い年を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げ

ます。

昨年の衆議院議員選挙におきましては、長野

県柔道整復師会の皆様から多大なご支援をいた

だきましたことにあらためて御礼申し上げま

す。多くの方々にお力をいただきながら議席を

失う結果となったことを重く受け止め、捲土重

来を期して活動を再開しています。

衆院選から約 1ケ 月後の11月 18日 には北信柔

道整復師会の皆様と「ふるさと対話集会」を開

催させていただきました。当日は自民党厚生労

働部会長の橋本岳衆議院議員を講師にお迎え

し、柔整レセプト点検をはじめさまざまな課題

について会員の皆様と活発な議論をさせていた

だきました。また長野一区からの国政復帰にも

熱いエールをいただき、大変感謝致しておりま

す。

5年前の公募で、小坂憲次先生の後任として

国会に送り出していただきました。国会議員と

して初当選から一貫して所属した厚生労働委員

会をはじめ、医療、福祉、介護、教育、スポー

ツ、障がい者支援、女性の健康といった分野で

は、様々な役割を与えていただき、政策立案に

取 り組んできました。

これからも自分の足で一人でも多くの方とお

会いし、様々なご意見をお聞きしながら、小松

前衆議院議員 /Jゾ公

ゆたかの思いや信念をご理解いただけるよう、

また私を政治家として育てていただいた北信の

皆様のご恩に報いることができるよう、地道に

活動してまいります。

少子高齢化が進み、人口が減少する中で、我

が国の医療を取 り巻 く環境は医療技術の高度

化、医療サービスの多様化など大きく変化して

います。医療に対する安心と安全を確保しなが

ら、質の高い医療サービスを安定的に提供し、

誰もが安心して暮らすことのできる社会を構築

していかなければなりません。

地域包括ケアシステムでは、柔道整復師は地

域医療を担う部分医療従事者だけでなく、介護

予防支援や生活支援サービスや地域支援事業の

担い手として、さらには介護保険サービスにお

ける機能訓練指導員や認知症の初期支援におい

てもその活躍が期待されています。柔道整復師

の皆様の力が、必要なのです。

柔道整復師の技術や知識は、今後ますます社

会から必要とされていくものと思われます。長

野県柔道整復師会の皆様と力を合わせて、柔道

整復師がよリー層活躍できる環境づくりに取 り

組み、一緒に「健康長寿長野」を発信して、長

野の活性化につなげてまいります。

結びに本年が長野県柔道整復師会の皆様にと

って素晴らしい一年となることを祈念し、年頭

のご挨拶とさせていただきます。



巻頭挨拶

新春のご挨拶

明けましておめでとうございます。長野県柔

道整復師会の先生方におかれましては、新春を

お健やかにお迎えのこととお慶び申し上げま

す。

さて、昨年10月 22日 (日 )に投開票となりま

した衆議院議員選挙では、すべての先生方の絶

大なるご支援を賜 りながらも私の力量不足のた

め、議席を維持することが出来ませんでした。

改めて深くお詫び申し上げます。総選挙後の挨

拶回りや事務所の整理等で年末まで慌ただしく

活動して参りましたが、今年からは時間も十分

に出来ますので、先生方をはじめ地域の皆様と

ゆつくり懇談をしながら地域の発展について深

く考え、そして、地道な活動を継続して参 りま

す。引き続きのご指導とご鞭撻をお願い申し上

げます。

ところで、平成30年の干支は、“戊戊 (つ ち

のえいぬ・ぼじゅつ)"です。

昨年の干支は、“丁酉 (ひのととり。ていゆ

う)"で した。発生や成長が頂点 (ピ ーク)を

越えて、次なる局面 (フ ェーズ)へ移行してい

く、あるいは革命への岐路にあたっていまし

た。また、内倶1ではあらゆる機が熟すことが示

唆される年でした。

前衆議院議員 木 内

今年は、そこからの紛糾を示唆し、果断を要

求する“戊成 (つちのえいぬ 。ぼじゅつ)"を迎

えます。

物事の成長で見ると、ちょうど幹・根の部分

の発展が中間を迎えたというのが、“戊"です。

これまでに蓄えてきたエネルギーや機運、あら

ゆるものが茂 りを迎えていくことを示唆してい

ます。

“戊"は、干の “戊"に非常に似ていますが、

中に陽気の「一」が蔵されています。枝葉末節

が茂っていくことを示唆する点は共通していま

すが、思い切って裁成し、この陽気を生かして

いくことが肝要です。成の年であれば、まだ維

新 。一新していくことが可能です。

従って、“戊成"の年は、「果断を以って、陽

気で維新 。一新すべき年」と言うことになりま

す。(*干支に関する部分は、『干支の活学』

[安岡正篤]を参考にしました)

私も再出発を期して参 りますが、長野県柔道

整復師会におかれましては、高田保会長先生を

先頭にしての益々のご隆盛、そして、会員の先

生方の益々のご活躍を祈念いたします。以上、

初春のご挨拶とさせていただきます。
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巻頭挨拶

年頭のご挨拶

明けましておめでとうございます。皆様に

は、新春を健やかにお迎えの事とお慶び申し上

げます。日頃より、先生方には長野県民の健康

な生活を向上させるため大いにご貢献されてい

ることに敬意を表します。また、自由民主党職

域支部の中でも、常に先頭に立って支援をして

頂いています事、心から感謝申し上げます。昨

年の総選挙でも県内 5選挙区で大きなご支援を

頂 きましたが、全国的には与党大勝 という中

で、 2勝 3敗 と負け越してしまいました。責任

の一端を痛感し、お詫び申し上げます。長野県

自民党立て直しのため粉骨砕身取 り組んで参り

ますので、今後ともご指導の程、宜しくお願い

申し上げます。

トランプ大統領のアメリカファース トを掲げ

た通商外交政策が姿を現し、今までの常識を覆

すような事態が各地で発生しています。パリ協

定、TPPか らの離脱、NAFATA見直しが現実
のものとなり、エルサレムヘの大使館移転問題

によって中東地域が不安定化しています。英国

のEU離脱 も2019年 3月 期限に向けて具体的な

交渉が進みます。こうした世界の動きをみてい

ると、人種や宗教によって、幾つかの文明圏に

分かれ園ぎ合う「文明の衝突」へ、その姿が目

の前に現れようとしているように見えます。

我が国を取 り巻く外交防衛環境も厳 しさを増

しています。南シナ海など海洋進出の意欲を隠

さない中国。国際社会の制上を無視 してミサイ

ル開発を続ける北朝鮮。日米同盟を基軸としな

がら、多くの国との協調を維持し対処していか

なくてはなりません。圧力と対話のバランスを

保ちながら徹底した外交努力を行っていかなく

前参議院議員 灌Fイ沐 便蓋ラた

てはならず、政治の決断と覚悟が問われていま

す。

AIや IOTに よる第四次産業革命は、広い産

業分野に影響が及んできており、従来のビジネ

スモデルを根本から変えていこうとしていま

す。メガバンクが大量に人員整理を始め、つい

には トヨタ自動車がEVへ本格的に取 り組む

等、地殻変動ともいうべき変化の波が近づいて

います。自動車産業は日本経済の基幹産業とし

て、部品など裾野の広い産業群を抱え引っ張っ

てきただけに、産業構造そのものを変える大き

な変革が予想されます。内外とも大きな変革の

時代を迎える今だからこそ、変わるべきものと

変えてはならぬものを見極める事が大事です。

不易流行を改めて自らに言い聞かせたいと思い

ます。

柔道整復師会でも、急増する柔道整復師、経

験不足で開業するため発生するトラブルや未入

会の施術所問題、業界としての質の維持など、

取 り巻く課題が山積 しています。世界の歴史が

変わり、日本も柔道整復師会も様々な課題を抱

える中で、政治の果たす役割は重要です。

残念ながら、この大事な時に議席を失ってお

り、お役に立てない事が悔しくてなりません。

七転八起。柔道整復師会の先生方には、現在の

厳 しい時も変わらぬご支援を頂いている事に涙

が出るほど嬉しく思い、頂いたご恩に報いてい

くべく頑張つて参 ります。

平素の恩情に心から御礼申し上げ、皆様の今

年一年のご活躍、健やかな年となりますように

ご祈念申し上げて、新春のご挨拶とさせて頂き

ます。
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第32回 四地区親睦交流

平成29年 8月 27日 (日 )、 東信地区事業部は

大勢がゆったりと収容できることを第一のコン

セプトとして、上田城のふもと上田高砂殿にて

第32回 四地区親睦交流会が開催されました。

当日は好天に恵まれ、北信地区36名、中信地

区33名、南信地区36名の会員と事務局員 4名 に

お越し頂き、またお迎えする東信地区からは48

名が参加しました。今回は温泉等の設備がご用

意できなかった為、競技も泥まみれ、汗まみれ

にならないコースを検討いたしました。開会式

時点では、南信地区のバスが遅れ到着されてい

ませんでしたが、無事競技開始時刻には間に合

い、以下の通り4コ ースに分かれて競技を楽し

んで頂きました。

*Aコ ース

*Bコ ース

*Cコ ース

別所線で行 く信州の鎌倉コース

上田城址公園コース

サントミューゼ美術館と北國街

道 柳町コース

ボーリングコース*Dコ ース

競技終了後、

行いました。

高砂殿 瑞松の間にて親睦会を

高田本会会長の挨拶、石坂東信地区長の歓迎

挨拶、内山前本会会長の乾杯のご発声にてスタ

ートした親睦会はかなり盛りだくさんだったと

思います。ジャズバンド演奏あり、ビンゴ大会

東信地区事業部長  Jヽ林   毅

あり。

特にビンゴ大会の景品は有名ブランドを選り

すぐり、一度に持ち帰れずに再度軽井沢に行っ

たくらいです。皆様には、気に入って頂けたで

しょうか ?

最終順位を発表した際には、 4競技終了時点

では、 1位中信、 2位は何と北信、東信、南信

が同点で並んでいましたが、ビンゴ大会の当選

先着 4名様の所属地区に得点を割 り振った結

果、 1位南信、 2位中信、 3位北信、 4位東信

となり、見事南信地区が 2年振 りにトップの座

に返り咲きました。

最後は次期開催地区の保尊中信地区長の挨

拶、万歳三唱、最後に持参した自前の拍子木を

使い皆様のお手を拝借し、三本締めをさせて頂

き盛会のうちに閉会しました。

実はジャズバンド演奏の際、「音が大きくて話

が聞こえない」といったご意見を頂いていまし

た。ゆつくりとご歓談頂く時間を取れなかったの

は反省すべき点であり、次回への教訓としたいと

ころですが、これも偏に東信地区一同のおもてな

しの表れ、とご理解頂ければ幸いと存じます。

ご参加下さった先生方には改めて感謝申し上

げます。有難うございました。また来年の四地

区親睦交流会を楽しみに待ちたいと思います。

Aコース電車内 Aコース生島足島神社
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Cコースサントミューゼ

Bコース上田城 .1 Bコース上田城.2

Cコース柳町

Dコースボーリング1 Dコースボーリング2
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ビンゴ大会 東信地区長挨拶

1位南信地区 各地区挨拶

開催地区挨拶 親睦会会場
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定年退職のご挨拶

平成29年 3月 末に信州大学を定年退職いたし

ました。平成 6年 5月 に金沢大学から信州大学
へ赴任いたしましたので、信州大学には約22年

間奉職いたしました。第二解剖学教室の前任の

志水教授が長野県柔道整復師会から依頼を受け

て、信州大学医学部で解剖学講習会を毎年開催

しておりましたので、私は翌年からそのまま引

き継いで、今日に至っております。その間、医

学部の耐震改修工事がありました年には一度中

止せざるをえませんでしたが、定年後の平成29

年も講習会は開催いたしましたので、21年間に

なるかと思います。

柔道整復師の皆さんには整形外科が何と言っ

ても密接に関係 した医学の分野ですので、特別

講演の多くは、整形外科の先生方にお願いいた

しました。名誉教授の寺山先生を初めとして、

現在の整形外科の教授であります加藤先生、准

教授をされていた内山先生、最近准教授になら

れた高橋先生や講師になられた天正先生にも、

また当時整形外科学教室に在籍していました磯

部先生や伊坪先生など多くの整形外科の先生方

に、それぞれのご専門分野での特別講演をして

いただきました。大学以外では、依田窪病院長

の三澤先生にも、また忘れられないのは肩関節

疾患でご高名な信原病院長の信原先生に信州に

お越 しいただき、いつもの医学部講義室でご講

演していただいたのは、とても懐かしく思い出

されます。信大の整形外科の若い先生方も多数

拝聴しておりましたので、講義室は人で溢れ立

ち見が出るほどの盛況だつたことを思い出しま

す。信原先生にご薫陶を受け、長野県の肩関節

疾患の第一人者であります安曇総合病院長の畑

先生には、幾度もご講演をお願いしました。そ

の他、脳神経外科教授の本郷先生、歯科口腔外

信州大学医学部 名誉教授・特任教授 森 泉  哲 次

科教授の倉科先生、救急救命科准教授の奥寺先

生など、整形タト科以外の信州大学の教授・准教

授の先生方にも特別講演をお願いしました。講

演を聞かれた柔道整復師の皆さんが、患者さん

についての相談や紹介依頼などを講師の先生方

にしているのを耳にしますと、講習会が一つの

橋渡しとして機能していることが実感できまし

て、私としては大きな喜びでした。

解剖実習に関しましては、全身の筋・腱・靭

帯・関節など運動器を中心に、多数の人体標本

を準備し、本物から直接学べるように掛川先生

と準備しました。その他、全身の皮神経を剖出

した人体標本を作成したり、近年進歩の著しい

画像診断に対応させる目的で横断解剖の人体標

本を作成したり、腹部内臓の複雑な発生過程を

理解するために腹膜模型と人体腹膜標本も作成

しました。また、骨 。中枢神経・髄膜の関係を

理解するために、脳と脊髄の剖出を実際に実習

の中で経験 してもらいました。実習のはじめと

終わりに、参加者全員で黙祷をささげ、貴重な

人体標本をご提供 くださったご献体者への感謝

の気持を常に忘れずに実習に参加していた皆さ

んの真摯な態度があったからこそ、今日まで続

いてきたのかと思っております。

先月の解剖学講習会は、“信大での神経研究

22年"並びに “信大での解剖学教育22年"と 題

した私の退職記念講演と “記憶と脳"の教育講

演をさせて頂き、信大での教育研究活動を締め

くくることができまして、思い出に残る 1日 に

なりました。

長野県柔道整復師会機関誌の “広報 ほねつ

ぎ"を見ますと、柔道整復師の皆さんが、信州

の各地で地域社会に密着して、様々な意義ある

活動をされていることがよくわかります。どう
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特 集

か一人一人が地域社会で尊敬される医療人にな

るとの自覚を持ちながら、日々の診療に励んで

頂きたいと思っております。最後に、長野県柔

道整復師会のご発展を祈念しまして、私の退職

の挨拶とさせていただきます。ありがとうござ

いました。

講義用スライ ド 公演風景

:|lil::1顆

掛川晃公演

18

公演者紹介



特 集

次教授に感謝と敬意をこめて

信州大学医学部解剖学実習・講義は、昭和57

年10月 に村山内科医院・村山繁光院長から当時

の信州大学医学部第二解剖学教室の志水義房教

授をご紹介 していただき、私的研究会「村山

会」が発足 したことから始まっています。

(公社)長野県柔道整復師会に残る資料によ

ると、平成元年から各地区の参加者を受け入れ

ていただくようになり、平成 3年 3月 17日 より

長野県全体で参加を認められ、第一回解剖学講

習会として開催され現在に至っています。

志水義房教授が平成 7年 5月 にお亡くなりに

なられ、前年の平成 6年 5月 1日 より赴任され

ていた森泉哲次教授に引き継いでいただき、平

成 7年 10月 23日 の第 6回解剖学講習会より講義

をお願いしているわけであります。森泉哲次教

授におかれましては昨年、平成29年 3月 31日 を

もって信州大学を定年退職されました。信州大

学における献体制度 。医学教育・医学環境の改

善に大変にご尽力をなされた教授であり、改め

て基礎医学に対する熱い情熱に触れ敬意を表す

ものです。その足跡について、信州大学こまく

さ会報第38号 (平成29年 7月 発行)に、「退職

にあたって」と題して森泉先生の信州大学での

22年間を振 り返った手記が掲載されていました

ので、参考にして振 り返ってみました。

森泉哲次先生は、金沢大学医学部に臨床医を

目指し入学したのですが、基礎医学の研究者ヘ

進むようになった契機は、肉眼解剖学の山田到

知先生との出会いだったそうです。当時金沢大

学医学部の解剖実習は、丁寧で時間をかけてし

っかりと細やかな神経・血管を剖出して、何枚

もスケッチさせるという質の高い実習を実施し

ていることで全国的に知られていました。そん

な中で山田先生は、献体に関する法律『医学及

学術音限 西條 賢治

び歯学の教育のための献体に関する法律 (いわ

ゆる献体法 )』 の提起者で、医学系出身の当時

の国会議員に働きかけて精神立法といわれる献

体法の法制化に尽 くされた方で、当時授業は全

てラテン語だったそうです。その習慣により未

だに解剖学名はラテン語名が先に出て日本語名

に翻訳し直すことが少なくないとのことです。

そして、先生に授業の中で「クロード・ベルナ

ールの実験医学序説」を強く薦められ、それを

読んでみると基礎医学研究者への方向が、次第

に強くなり研究者の道を歩むこととなったそう

です。信州大学に赴任する前の金沢大学では、

解剖学教室が三つあり、先生は第三解剖学教室

で解剖学の中では、脳実習だけを担当していた

そうですが信州大学に赴任して、全身に及ぶ肉

眼解剖学をしっかり教えなくてはならず大変に

忙しく、自分の研究を後回しにして半年間は解

剖学教育だけに専念していたのが今では大変懐

かしい思い出であり、そのため夏休みも含め殆

どの時間を解剖実習室で過ごしていたそうで

す。

そして、そんな忙 しい中、信州大学に赴任し

て一年目にして献体業務の改革を行うとともに

その後、解剖学実習室で問題になっていた「ホ

ルムアルデヒド濃度を低減化させる取り組み」

についても改革をしておられ、信州大学医学部

の教育環境の改善のために多大な貢献をしてお

られます。

まず献体業務についてですが、赴任当時の信

州大学は国立大学の中で最も一つの解剖学教室

に献体業務の負担が掛かつていた大学かと思わ

れ、故志水義房名誉教授を入院中の病室に訪ね

た時、長時間にわたり色々な事柄についてご教

授 くださったのですが、信州大学の事情が全 く
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分からない森泉先生に一つだけ依頼されたのが

解剖体収集業務に関して「献体業務で教室員が

疲れきっているから、なんとかして欲しい」と

いうことであったそうです。ご遺体の引き取 り

には休日を含めて教室員 (当時の技官と教官)

が同行し、解剖実習の最中でも教室員が引き取

りに行っておりました。さらに、ご遺骨の返還

も教室員が数か月程かけて、県内外のご遺族に

大学の車でお届けしており、そこで教授会でそ

の旨の発言をして、献体業務の大幅な改革を目

的とした遺体収集検討委員会が発足 し、献体業

務が大きく変わり教室員の負担が減り、本来の

解剖学教育に専念できるようになったのです。

もう一つのホルムアルデヒドの問題は、日本

の大学医学部の解剖学実習を担当している全教

員を悩まし続けたのですが、平成20年 2月 、文

部科学省高等教育局医学教育課より「労働安全

衛生施行令の一部を改正する政令の施行につい

て」との内容で、医学部・歯学部の国立大学事

務局長宛てに、各大学における対応状況の調査

があり、森泉先生が信州大学の現状を回答した

そうです。そして大橋医学部長に相談し、学長

に説明、早急な対策をお願いし、平成20年 4月

3日付け、小宮山信州大学学長宛てに手紙を送

ったそうです。

その訴えは、「本学の解剖実習中のホルムア

ルデヒド濃度は、昨年度0。6ppmで、過去 3年

間は、0.2～ 0.7ppmで、新基準 (0。lppm以下 )

を大きく上回っております。本学の解剖実習室

は全体換気で行っており、この全体換気方法で

は、0。2ppm以下を達成することは不可能であ

ります。労働安全衛生法の一部改正する政令施

行に伴い、局所排気装置またはプッシュプル型

排気装置の設置が義務付けられており、新しい

排気システムを導入する必要があります。他大

学の調査 。視察を行いました。その結果、現在

既に新基準を達成している大学は、産業医科大

学と山口大学の二大学で、何れも局所排気装置

を導入しております。実習中のホルムアルデヒ

ド濃度が、0。 lppm以下の新基準を達成 してい

る実績に加えて、費用が最も安く、さらにラン

ニングコス トが不要であるという大きな利点が

あります。ホルムアルデヒド暴露低減対応局所

排気型解剖台の導入とそれに伴う排気システム

エ事が必要な処置となります。ホルムアルデヒ

ドによる学生の健康被害を防止する観点から本

学でも早急な対策をお願い申し上げます。」ぎ

りぎりの 3月 末の年度内にホルムアルデヒド濃

度低減化対応解剖実習台が30台導入され、配管

工事も終了、平成21年 4月 からの人体解剖学実

習を開始することができ、 5月 8日新実習台の

もとで開始された室内ホルムアルデヒド濃度が

計測不能 (0.lppm以 下)と いう結果がえられ、

3年間の努力が実ったのです。そのおかげで、

毎年の我々の解剖学実習も以前のようなホルム

アルデヒドのにおいから解放され、その恩恵を

受けているのです。

解剖学を教える立場から、森泉先生が大切に

していること「大学の教育について」垣間見る

ことができましたので紹介いたします。それ

は、先生が信州大学に赴任して学生からの初め

ての質問で「先生、教科書は何を買ったらいい

のですか ?」 と聞かれた。それに対 して先生

は、「大学では本来教科書というものは必要の

ないものだ。系統解剖学に関して強いて教科書

を挙げろと言われれば、諸君らの目の前にある

ご遺体が教科書である。」と答えたそうです。

この質問は毎年繰 り返されると思うが、その都

度先生は、丁寧に答えていきたいという。解剖

学をどのように学ぶかという基本的な姿勢を問

うているからだそうです。

大学での教科書は必要無いといったのは、本

から解剖の仕方を適切に知る事はできるが解剖

学を学ぶ事はできないからであり、この点につ

いて言ったのだそうです。大学の教官が自分の

考えを講義実習の中で述べる事が大学の教育

(真の教科書)だ と先生は思っているとの事で

す。つまり解剖学の中味は解剖の教官によって

皆異なるもので、また本来異なるべきものだと

考えておられるのです。つまり先生も学生も教
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科書からではなしに全て解剖体から学ぶ事を実   社)長野県柔道整復師会の会員の皆様にも信州
践していて、同時に解剖を解剖学へと高める努   大学医学部へ献体にご理解いただける方を、こ
力をしているとのことです            まくさ会へ紹介いただければ幸いに存 じます。」

森泉先生におかれましては、昨年 4月 より特   とのことです。
任教授として信州大学医学部に残っておられ、

今後も (公社)長野県柔道整復師会の解剖学実    参考資料
習および特別講演を続けていただけるとのこと    信州大学こまくさ会報 第38号 平成29年 7
です。改めて先生に感謝申し上げるとともに敬    月発行
意を表し筆をおきます。              (公 社)長野県柔道整復師会学術部資料
最後に、先生から「カリキュラムの変更や医

学部学生定員の増加に伴い、必要な実習体数も    以下に平成元年から平成29年 までの解剖実習
増加して仮登録から正式入会までの期間が短縮    テーマ 。特別講演内容を記す。

へ    して仮登録者がかなり減少してきており、 (公

解剖学講習会及び学術講演会

Hl.10.28 中 信 「上肢」 68名参加
Hl.11.19 南 信 「全体」 59名参加
H2.7.1 東北信 「全体」 83名参加
H2.10.21 中南信 「下肢」 116名参加
H3.3.17 第 1回解剖学講習会 「全体 。内臓」 163名参加
H3.11.3 第 2回 「肩関節」 132名参加

H4.11.25 第 3回 「下 肢」 116名参加

H5.10.24 第 4回

H6.10.23 第 5回

H7.10.23 第 6回解剖学講習会

「膝」 信州大学医学部解剖学 森泉哲次教授 。内藤輝助教授 。西沢寿晃技官
H8.12.15 第 7回解剖学講習会

H9.11.9 第8回解剖学講習会

H10.11.15 第 9回解剖学講習会

Hll.11.7 第10回解剖学講習会

H12.11.12

特別講演

講義

解剖実習

「災害救急」 信州大学付属病院理学療法部 畑 幸彦様
ク    救急医療部 奥寺敬様

「気道確保の重要性と心臓マッサーシ
゛
」 り‖岸久太郎様

[気道と食道を分ける喉頭蓋]     ″      森泉哲次様

H13.11.11

特別講演

講義

解剖実習

「アメリカでのバイオメカニクスの研究について」飯田市病院整形外科 百瀬敏充様
「脊髄・脊髄神経について」  森泉哲次様
[骨髄]                 ク

H14.11.17

特別講演

講義

解剖実習

「噛むことの大切さ」信州大学医学部歯科口腔外科学教授 倉科憲治様
「前腕 。手の解剖」森泉哲次様

[前腕 。手]森泉哲次様 。川岸久太郎様
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H15.11.9

特別講演

講義

解剖実習

「肩こり。腰痛・膝のハ
゛
イオメカニクス」信州大学名誉教授 寺山和雄様

「下腿・足の解剖学」森泉哲次様

下腿       森泉哲次様 。川岸久太郎様

H16.11.7

特別講演

講義

解剖実習

「脳卒中治療最前線」信州大学医学部脳神経外科学教授 本郷一博様
「手の解剖学」森泉哲次様

[手の解剖]  ″

H17.10.30

特別講演

講義

解剖実習

肩の疾患「ハ
゛
イオメカニクスの応用による新しい病態の発見」

柔道整復師にとつて重要な肩疾患「肩脱臼・腱板損傷 。肩関節周囲炎」

[肩関節周囲の解剖]森 泉哲次様

H18111.12

特別講演

講義

解剖実習

「患者さんの説明は難しい、合意と納得の違い」 信州大学名誉教授 寺山和雄様
「皮神経について」 森泉哲次様
[全身の皮神経]   ク   ・掛川晃様

H19.11.11

特別講演

講義

解剖実習

「最新の脊椎外科手術」

「固有背筋」 森泉哲次様

依田窪病院院長 三澤弘道様

森泉哲次様・掛川晃様

H20.11.9

特別講演

講義

解剖実習

「関節疾患・関節内視鏡手術最先端医療の紹介」

信州大学医学部運動機能学教授 加藤博之様
「関節の解剖学」 森泉哲次様

[関節の解剖]森泉哲次様・掛川晃様

H21.11.8

特別講演

講義

解剖実習

「肩関節治療の要点と盲点」信州大学医学部整形外科学准教授 畑 幸彦様
「脳の画像診断」 森泉哲次様
[脳 。脊髄の解剖]  ク  ・掛川晃様

H22.11.7

特別講演

講義

解剖実習

「悪性骨軟部腫瘍の診断と最新の手術治療」

信州大学医学部整形外科学助教 磯部研一様
「自律神経の解剖」 森泉哲次様

[自律神経系]   ク   。掛川晃様

H23.11.13

特別講演

講義

解剖実習

「膝関節疾患に対する最新の手術治療」

信州大学医学部整形外科学助教 天正恵治様
「下肢の解剖」 森泉哲次様
[下肢の筋・関節] ク  ・掛川晃様

H24.11.13

特別講演

講義

解剖実習

「膝関節疾患に対する最新の手術治療」

信州大学医学部整形外科学助教 天正恵治様
「下肢の関節・靭帯・骨格 。関節等の基礎解剖」 森泉哲次様

[下肢の屈筋群 。伸筋群 。関節・断面 。靭帯 。膝関節標本]森 泉哲次様

H25.11。 17

特別講演

講義

解剖実習

「肩関節治療の最新事情」安曇総合病院院長 畑 幸彦様
「顔面筋 。咀疇筋・顎関節」 森泉哲次様

[顔面解剖]        ク  ・掛川晃様

H26.11.16

特別講演

講義

解剖実習

「骨粗愁症の診断と治療」信州大学医学部運動機能学准教授 内山茂晴様
「画像」 森泉哲次様
[横断解剖] ク  ・掛川晃様

H27.11.15

特別講演

講義

解剖実習

「脊椎疾患の診断と治療」信州大学医学部運動機能学 高橋淳様
「臓器と膜について」 森泉哲次様
[全身内蔵]      ク  ・掛川晃様
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H28.11.13

特別講演

講義

解剖実習

「上肢のスポーツ外傷 。障害」

相澤病院スホ
°―ツ障害予防治療センター長伊坪敏郎様

「嗅覚の不思議」。「上肢」 森泉哲次様
[上肢の解剖]       ク  ・掛川晃様

H29.11.12

特別講演

講義

解剖実習

「信大での神経研究22年」「信大での解剖学教育22年」森泉哲次様

「記億と脳 意欲と脳」「下肢の関節構造」森泉哲次様
[下肢・脳]  森泉哲次様・掛川晃様

|||||¨ :
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森泉暫次先生を目んで
～村山会・森泉会含同退富祝賀会～

信州大学医学部で解剖学の教鞭をとっておられ

た森泉哲次教授は、平成29年 3月 をもって定年

退官となられました。

65歳定年での退官ですが、その後も特任教授

として大学では解剖学実習に携わっておられ、

医学生たちを教えておられました。

長年のご苦労への慰労と退官のお祝いを、松

本で平成29年 10月 28日 に村山会と森泉会合同で

開催いたしましたので、少し歴史を辿らせてい

ただきながら、ご報告させていただきます。

今では長野県柔道整復師会の事業として恒例

となっている解剖学講習会ですが、信州大学医

学部解剖学教室との結びつきは、志水義房教授

からのご縁となります。勝す山会10周年記念祝

賀会』の冊子によれば、村山会の発足は昭和57

年10月 となってお り、次の様に書かれていま

す。

『常々村山内科医院院長村山繁光先生より

「柔道整復師はもっと勉強しろ ll」 と、信州

大学医学部第二解剖学教室の志水義房教授をご

紹介頂き、教室に通わせていただくこととなり

ました。志水先生も得体の知れぬ我々柔整師を

村山先生の紹介とはいえ快 く。・・お引き受け

下さり、以下の10名でスター ト致しました。』

とあります。村山会の名称は志水教授と懇意で

あった村山先生からのものです。

その後、系統解剖学、体表解剖学、機能解剖

学といったテーマでの研修を続け、「解剖体に

おける膝関節変形に関する調査研究」として論

文にまとめ、医学雑誌への投稿掲載という、柔

整師にとって大きな業績を残すことになりまし

た。投稿までの苦労は語 り草ともなっているほ

ど、志水教授からの書き直しの連続であり、ご

苦労されたとのことです。

森泉会 朝野 豊和

平成元年からは地区毎の解剖実習のインス ト

ラクターを務めていただき、平成 3年からは解

剖実習として全県を対象としたものへとなって

いきます。

志水教授の後任に森泉哲次教授が平成 7年か

ら赴任されましたが、村山会の先生方のご尽力

により、私ども森泉会が森泉哲次教授のもとで

勉強させていただくことになり、いわば村山会

からの意志を継 ぐ形で活動が始まったわけで

す。

当時、私は県の学術部員として森泉先生にご

相談することが多々ありましたが、先生は我々

のために、解剖実習だけではなく、医学系の教

官や研究者からの専門的な知識を得る機会を考

えて下さり、現在の講演を含めた形式にしてい

ただきました。名称も「解剖学講習会」とさせ

ていただいて現在に至っている次第でありま

す。

森泉会の活動は平成 8年 10月 2日 からですか

ら21年前になりますが、初めての懇親会で教授

になられた理由をお聞きしたところ、離島での

診療を当初は考えておられたとのことでした。

次第にこうした医療に携わる医師を育てること

へと、思いが変わっていつたと、淡々と語って

いただいたのを印象深 く覚えています。

解剖実習においては、「糸田かな名称を覚える

のではなく、そこに何があるのかを見て欲 し

い」との先生の言葉で始まり、会を重ねて丁度

200回 目の平成17年 11月 16日 に、 9年 に亘 りお

世話になったご遺体に感謝し、納棺をいたしま

した。

その後は手指関節軟骨についての調査を行

い、論文にまとめる作業へと進んだわけです

が、関連論文の翻訳やデータ処理等での苦労の
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末、平成23年に原著論文「手指関節軟骨の退行

性変化」として日本柔道整復接骨医学会誌に掲

載される運びとなりました。

度重なる査読者からの返戻に対して、森泉先

生は丁寧に説明しましょうと言つて、粘り強く

ご指導いただき、一時は投げ出したい気持ちに

なりながらも、先生の励ましで掲載となった次

第であり、育てていただいたと言うほかありま

せん。

既に長い年月が経過しており、当時を思い返

すと様々な思い出が蘇えってきます。実習日に

は教授室へ行って、実習の打合せをして皆に伝

えるのが私の務めでもあったのですが、赴任当

初の教授室は、資料がソファーの上にまで並べ

られ、デスクの前の壁面にはおびただしい数の

メモが貼られ、実験動物のゲージが置かれた狭

い空間でカップラーメンを啜る先生の姿があ

り、申し訳なさそうにニコニコした森泉先生の

笑顔があったのを思い出します。

また、先生は時間をとても大切にされてお

り、厳 しく注意を受けたこともありました。忙

しい中で時間をやり繰 りしては研究のための時

間を作っているようで、大変ご迷惑をお掛けし

ました。

森泉先生が、我々に解剖実習の必要性につい

て、改めて語 られることはありませんでした

が、こまくさ会の集まりにおいて、医学生や献

体登録者を前にして、「ヒトから学ぶもの対 し

て、ヒト以外からはでは無理である」と断じ、

「医学生は実習から、医者になる以外ないな、

という覚悟を得るのです」と語られたことがあ

りました。

村山会の先輩方も、森泉会の我々も、解剖実

習という絆で結ばれており、その中心に志水先

生があり、森泉先生があったのだと、あらため

て幸せを感じています。

祝賀会の企画を担当してくれた村山会の宮澤

直哉氏の進行のもと、同会の今村和久氏より花

束が贈られ、森泉先生から近況の挨拶をいただ

いて宴となりました。

一人ずつ近況を報告し、昔の苦労話に花が咲

く中で、今後も本会での解剖学講習会をお願い

できることも含め、変わらぬお付き合いをお願

いして、二次会へと席を移しました。

何時になく饒舌でリラックスし、今まで自ら

進んで歌うことなどなかった先生のマイクを持

つ姿に、今までの苦労から解放されたように思

えたのは、私だけではなかったと思います。

森泉先生との信大での年月は、解剖という医

学の分野だけではなく、学問以外の人として大

切なものをいただいたと感じています。

少し体調に不安があると瓢々としてお話しさ

れますが、養生されてこれからもご活躍いただ

きたいと思います。

一つの節目を終えた晴れがましさの中、朝か

らの雨も止み、散会となった次第です。森泉先

生、ご苦労さまでした。有難うございました。
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平成29年 10月 28日 (土)午後 7時より 松本市『居酒屋まこちゃん別館』
写真は花東贈呈と森泉先生を囲んでの村山会・森泉会の面々。

―

・・・・・・・・・・・・・一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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平成29年度解剖学講習会

11月 12日 (日 曜日)松本市信州大学内の信州

大学医学部医学科第 1講義室、解剖学実習室に

おいて平成29年度解剖学講習会が午後 1時より

開催され、長野県中より公益社団法人長野県柔

道整復師会会員、141名 の先生方が紅葉美 しき

秋晴れのなか参加されました。

特別公演として信州大学医学部人体構造学特

任教授 。名誉教授の森泉哲次先生に『信大での

神経研究22年』・『信大での解剖学教育22年』と

題して特別公演をして頂きました。長年、解剖

学講習会でお世話になっている森泉先生におか

れましては、平成29年 3月 31日 に信州大学を定

年退官されました。今回は退官記念特別講演と

いうことで、前半は森泉先生の研究者としての

研究への取り組み方や教育者としての考え方な

どもお聞きすることができました。

嗅覚神経系のシステムや特徴について、一つ

の研究動機から失敗例を踏まえて独自の疑間を

持つことが、次への実験につながることをラッ

トの実験を元にご講演され、嗅覚の機能の維持

に必要な細胞はそんなにいらないのでは、とい

うことから最低限どれくらいの細胞があれば機

能維持できるのかということを、障害をつくつ

たラットの実験を元に検証していく過程を詳し

く説明され、哺乳に関する研究では定説に対し

て疑間を持ちトライアルしていくことにより、

知りたいことやわからないことが明らかになっ

ていく過程を、様々な障害ラットを使った実験

を通して詳しく解説して頂き、我々、柔道整復

師に足 りないデーターを取って検証していくこ

との大切さと研究論文にすることの大変さを感

じました。

後半の『記憶と脳』のお話では海馬と大脳皮

質の役割、記憶の保持についてお話しして頂き

中信地区 学術部 折□ 裕史

ました。アルコール中毒では乳頭体で出血病変

を起こし新しい記憶を形成できない、強いス ト

レスによリコルチゾールが増えると海馬が萎縮

する、PTSDに より海馬が小さくなる、運動で

海馬の萎縮は予防できる、ということでした。

精神的には強いス トレスを受けないようにし、

日頃から運動することが脳の記憶の機能を維持

することに大切だということがわかりました。

森泉先生のご講演に続き、帝京平成大学ヒユ

ーマンケア学部准教授の掛川晃先生に教育講演

として、『下肢の関節構造』 という演題で膝関

節と足関節について講義をして頂きました。

掛川先生にも毎年解剖実習でお世話になって

いるので柔整師の聞きたいポイントをご教授 し

て頂けました。膝関節においては前十字靭帯、

後十字靭帯、半月板。足関節においては前距ルト

靭帯、踵ルト靭帯、後距ルト靭帯について、形態学

的、バイオメカニクス的な側面から解説して頂

き、普段教科書からは、学びにくいことを解か

りやすく講義していただき大変勉強になりまし

た。

解剖実習に先立って座学で説明して頂いたこ

とにより、より実習時にポイントを絞って学ぶ

ことができました。解剖実習では実際、見て触

れた各会員の質問にも丁寧に答えていただき、

書籍では学べないとても貴重な時間でした。

森泉先生の「本来教科書というものは必要な

いものだ。教官が自分の考えを講義実習の中で

述べることが真の教育だ。」と語られていたこ

とをこの実習中に実感することができました。

一つ一つ再確認 し確実に積み重ねてい くこ

と。身体の基礎ともいえる解剖学は、生体や人
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特 集

体の形態や構造を研究する学問なので、それら

の構造の持つ機能を学び、我々生命体が物質か

ら構成されている限り、構造の持つ重要性は変

わらない。なぜ構造や形がそうなっているのか

考えていくと、これからの道筋がみえてくると

私は思っております。

解剖学講習会を開催するにあたり、御尽力い

ただいた森泉先生、掛り|1先生、信州大学医学部

関係者の皆様に心より御礼申し上げます。

私たちが毎年このような貴重な体験をさせて

頂 くにはご献体をしていただいた方の遺志とそ

の遺志を尊重 してくださったご家族がいてこそ

です。今一度、心より感謝申し上げます。あり

がとうございました。
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第2回長野県柔道連盟理事会

行事名

開催日

開催場所

出席者

長野県柔道国体予選 。第 2回長野県

柔道連盟理事会

平成29年 7月 2日 (日 )11時00分

国体予選終了後開催

小諸市武道館

高田 保  保尊伸昭 (柔整理事 )

スポーツ支援部部長 保尊  1申昭

も引き続きお願いしたい旨の要望

(公社)長野県柔道整復師会定時総会におい

て、会長が新たに高田保氏に任命されました。

よって柔道連盟氏名理事が内山富之氏より高田

保氏に変更になります。

※会員の皆様ヘ

柔道というと柔道競技が先立って、身構えて

距離を置いてしまう感もありますが、柔道整復

師という身分名称がら、こちらの情報にも関心

を持ってみましょう。長野県柔道連盟はホーム

ページを設けています。アクセスしてみてくだ

さい。

⌒

ヘ

(公社)長野県柔道整復師会から

6月 17日  日整柔道大会北信越ブロック大会
において審判派遣を依頼、成功裏に幕を下ろせ

たことのおネL

6月 25日  日整全国少年柔道大会長野県予選
会においてご協力を賜ったことのおネL及び来年
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レポート

第4回 lJゴルフコンペ (医師会と柔整師会)

長野県医師会常務理事様をお招きしてのゴル

フコンペが平成29年 7月 9日 (日 )豊科カント

リークラブにおいて開催された。日頃より長野

県医師会様にはご厚情を賜 り、ゴルフコンペを

はじめましてこれで 4年 目になります。医師会

より5名、当会顧問相談役 5名 を含む総勢20名

のゴルフコンペでした。当日は梅雨の明けきら

ぬなか、猛暑日が臆される炎天下のもとでのゴ

ルフでした。水分補給を十分にとったリアイス

パックで首を冷やしたりと熱中症に十分配慮し

理 事 保尊 伸昭

ながら、暑さとの戦いでもありました。ゴルフ

カートに座ったときに すつと通る自然の風の

やさしさに救われながらも熱い戦いを繰り広げ

られました。結果優勝は西條賢治理事、準優勝

は西條春雄顧間となりました。ゴルフを一緒に

プレイすることで普段とはちよっと違った先生

方の素顔を垣間見ることができました。

ご来賓の関健先生、竹重王仁先生、若林透先

生、飯塚康彦先生、野邑敏夫先生、ありがとう

ございました。
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レポート

「衆議院議員小松ゆたかを目む会」の報告

平成29年 7月 7日 (金)午後 6時からホテル

国際21に おいて、「衆議院議員小松ゆたかを囲

む会」に出席してきました。午後 6時より第一

部の講演会が行われ講師には、現在小松ゆたか

議員の直属の上司である、自由民主党国会対策

委員長の竹下亘先生が講演をされました。冒

頭、甥御さんでタレントのDAIGOさ んからの

電話で、「稲田さんの話はあんまり分からない

けど。あの「ハゲー l」 はないよね…。」と強烈

に言われたエピソードから始まりました。自民

党は東京都議選挙で大敗し、緊急役員会で決定

した内容は、現状を真摯に反省して、有効な政

策を確実に実行 し結果を出す。GDPはイ申びて

いるが、地方はまだまだ恩恵がない。金融政策

はゼロ金利政策。地方を元気にしなければなら

ない。それには特区政策で、地方独自の提案を

出してもらい実施する。現在物議の表にある、

加計学園問題はこの特区政策に起因する。人に

投資をする。たとえば介護分野だつたり、給付

型奨学金だったりする。

実際に行った政策での問題点もお話 し頂い

た。タクシー業界の規制緩和で、だれでも業界

群爾響警写

北信地区 丼出 和光

に参加できるし車の台数も増やした結果、タク

シーの台数は増えたが、タクシー運転手の手取

りは激減してしまった。今度は車の台数制限を

することになつた。

小松ゆたか議員は好人物だが、選挙に弱い。

どうか選挙区での当選をお願いしたい。 3回、

4回 と当選すれば、重要な役も回つてくるだろ

う…。との事でした。

その後、小松ゆたか議員本人からの国政報告

と今後の展望について、地元を回つていると

「最近の自民党は少しおごっているのではない

か ?」「昔はもっといろいろ自由な意見が党内

にあつたのではないか ?」 など自民党の支持者

の中から声がかかる。自分も自身の考えに向き

合いぶれることなくがんばりたい。特に障害者

や女性に対する政策を行いたい。

その後、第二部の懇親会が行われ300名程の

立食形式でした。

次の選挙には、是非選挙区にて小松ゆたか議

員が当選するように、我々も頑張って応援をし

て行きたい。

ご夫妻
後援会長 関隆教先生
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レポー ト

自民党第三選挙区支部大会
ふれあい祭開催

木内均衆議院議員

平成29年 7月 17日 (月 )海の日に自民党長野
県第 3選挙区支部大会「ふれあい祭 り」が東御

市サンテラスホールで開催されました。

第 3選挙区支部長の衆議院議員木内均議員よ

り今回「ふれあい祭 り」というイベントを開催

するが「東信柔道整復師会で何かやってくれな

いか」という連絡がありました。

第 3選挙区でのイベントは初めての試みで、

まったくの手さぐり状態でした。柔整師は何を

すれば良いのか、主催者側もさしたる指示もあ

りませんでした。

決まっているものは、食べ物広場 。子供の広

場 。買い物広場 。おしごと広場などで柔整師は

どこで活動するのかわかりません。それに通知

を頂いたのが lヶ 月前だったため、会員はほと

んど都合がつきません。

それでは、私と息子で行 き当たりばったり

で、何とかするかと思っておりましたら、柏木

副会長と西村公紀会員が話を聞きつけ急遠参加

していただきました。

西村会員は上田西高野球部の トレーナーを受

東信地区長  石 坂  秀 司

け持っていて当日、試合があるにもかかわら

ず、合間を縫って参加をしていただき、また、

柏木副会長は大好きなゴルフコンペをキャンセ

ルしてまで駆け付けていただきました。

東信柔道整復師会総勢 4名、持ち寄ったのは

ベッド3台のみ。こうなればやる事はただ一
つ、西村会員得意の「ス トレッチ・テービン

グ」、私の「石坂流手技療法」、柏木副会長の得

意技「口車 。見掛倒し」これで行 く事と合いな

りました。

どうせ暇で、出された弁当でも食って帰るか

と思いきや、さにあらず、さくらとして、木内

均議員をマッサージなどしながら、国会の加計

学園問題・森友学園問題やら東京都議選やら話

していましたら、我も我もと患者 ?違うな、被

験者 ?が訪れ、行列になりさあ大変。 3人でマ

ッサージやらス トレッチやら施行し、柏木副会

長から「只働きなんだから一人 5分で上げろ」
とごもっともな指示。

3人で施術 している間、柏木副会長は得意の

口車で「この先生方はそこいらの療術師と違う

んですよ。国家資格をもった先生達ですよ。皆

さんの近くにもある、接骨院・整骨院の先生で

す。俗に言うほねつぎの先生です。それも『公

益社団法人 長野県柔道整復師会』の会員で
す。皆さんもほねつぎにかかる時はこの『公益

社団法人 長野県柔道整復師会』のカンバンの
あるほねつぎに行ってくださいね」

グッドトーク。私達 3人は3時間休む暇無く

働きました。

来年は若い先生方たのむよ～。

スケジュールは次の通りでした。

霊辮攘譲
=鷺
響1饉 :

-
轟
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レポート

9:00 ふれあい祭 り会場準備
11:00 ふれあい祭 り開会式
11:15 ブース販売・展示開始
13 :00  牛手号J言己くヽ言彗滋封

講師 :櫻田義孝衆議院議員

13:45 党支部大会
15:00 ふれあい祭 り閉会式

滋養F‐議‐雄‐難‐灘‐篠‐籐‐会

大行列のイベン ト会場
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レポート

日本赤十宇社長野県支部と
(公社)長野県柔道整復師会との懇談会

日 時   平成28年 6月 11日 (土 )
午後 3時30分～ 6時

場 所   メトロポリタンホテル長野
出席者

。日本赤十字社長野県支部 (2名 )

事業音Б長 安藤 恒久

るのか (前腕骨骨折・肘関節脱臼・股関節脱臼

等の整復・固定の様子)ま た、過去の歴史につ

いて我々が災害現場において何ができるのかと

いうアピールをしていただき、懇談がスタート

しました。

日本赤十字社長野県支部では、熊本県地震の

様子を報告していただき、被害の様子・被害状

況 。医療派遣状況・救援物資の搬送状況・義援

金の受付等詳細を報告していただきました。

内山会長より「私たちは、柔道整復師会とし

て我々にできることを (骨折 。脱臼 。捻挫
。打

撲 。挫傷)協力させていただきたい。」という

意見を伝えましたが現在の状況ではなかなか参

入が難しいのではないか、今後、柔道整復師会

は、どんな協力ができるのか等、次回の懇談会

の議題として検討することを確認いたしまし

た。

事業推進課長

救護係長

須藤 晴彦
徳武 信也

。(公社)長野県柔道整復師 (10名 )

内山 富之・高田 保・酒井 正彦
安藤 恒久・宮下 厚・倉科 正・小林 毅
井出 和光 。北沢 玄 。伊藤 睦
上記日程に於きまして、日本赤十字社長野県

支部と長野県柔道整復師会の初めての懇談会を

開催いたしました。

まず、各自 自己紹介を頂きその後、北信地
区事業部長 井出和光先生より柔道整復師の歴
史と業務 我々が普段どのような施療をしてい
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平成29年度 北信越プロック親睦ゴルフ大会
副会長 酒丼 正彦

⌒ 昨年 7月 29。 30日 、北信越ブロック会員のゴ

ルフ愛好者45名が一堂に集い、澄み切った高原

の空気、野鳥がさえずる新潟県上越市松ケ峯温

泉にある妙高サンシャインゴルフクラブで北信

越ブロック親睦ゴルフ大会が開催された。

この親睦ゴルフ大会は、諸般の事情によリー

時中断されていたが、この度、北信越ブロック

会長に就任された富山県の林豊輝会長の「この

ような時期だからこそ親睦が大事」との呼びか

けで再開されることとなった。

7月 29日 の夕食会には、大勢のプレーヤーに

加え、日整の工藤鉄男会長、三橋裕之総務部

長、東京都の伊藤述史会長にもご参加いただき

華を添えていただきました。

翌30日 のゴルフ大会は、晴天のもと思うよう

にいかないプレーに「目的は親睦」と言い訳 ?

をしながら和気調々と楽しい一時を過ごしまし

た。

大会終了後の懇親会、兼表彰式では、工藤会

長と三橋総務部長より柔道整復師会の現状につ

いてのお話を頂き、都柔整の伊藤会長からの謝

辞で閉会となりました。

因みに、優勝者は、誰も予想していなかった

林豊輝北信越ブロック会長でしたが、スコアは

書けません。 (110以上ですから・・・)
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高田保会長就任記念式典

平成29年 5月 20日 (日 )公 益社団法人長野
県柔道整復師会総会において高田保会長が就任

致しました。

そこで、 8月 5日 (土)に ホテル翔峰芙蓉の

間において高田保氏会長就任祝賀会を開催いた

しました。司会を中信地区総務降旗秀徳会員と

事務局中澤美智子さんの協力により盛大に開催

できたことに感謝を申し上げます。

中信地区副地区長  倉 科   正

また、当日ご参加いただきました大勢の会員

の皆様、いろいろお手伝いを頂いた事務局の皆

様、中信地区の皆様には大変お世話になりまし

た。

無事、公益社団法人長野県柔道整復師会会長

就任祝賀会を開催出来ましたことをご報告申し

上げます。

実行委員長 柳沢恵―会員 中信柔道整復師会 保尊伸昭会長

祝辞 衆議院議員務台俊介様
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祝辞 県議会議員 本郷―彦様 中信総務部長 降旗秀徳会員
祝電披露   三澤道子会員

公益社団法人長野県柔道整復師会高田保会長 と 奥様高田牧子さん
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高田会長と磯部顧問 磯部顧問より高田会長へ激励の挨拶

西條春雄顧間と内山富之顧問より挨拶 実行委員と高田会長ご夫妻

サウシングオーケストラの演奏
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会場の様子 小野先生と西條先生 会場の様子 高田先生と北原先生
後藤茂之様と高田会長の奥様

最後はみんなで万歳三唱
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『長野びんする』臨時救護活動の報告

去る平成29年 8月 5日 (土)日本赤十字社長

野県支部と (公社)長野県柔道整復師会日本赤
十字奉仕団が合同で、『長野びんずる』臨時救

護活動を行いました。今年で 2回 目の救護活動

となりましたが、その派遣の経緯は高田保県会

長、安藤恒久県事業部長のご尽力により、日本

赤十字社長野県支部との良好な関係構築を図る

ことができたために依頼を受け派遣が実現しま

した。当会に活躍の場を与えて頂いたことに感

謝したいと思います。

『長野びんずる』は昭和46年から「市民総和

楽」のテーマのもと、長野青年会議所を中心に

企画され、今年で47回 を迎えました。今年の

『長野びんずる』のスローガンは「絆」～かさ

北信地区事業部 桧 山   治

なる想いが未来を光らす～です。参加連数は

247連、参加人数およそ 1万 1千人が中心市街

地に集まり長野の街を盛り上げました。審査の

結果、最優秀子供びんずる連にレオパーズ連、

一般の部の最優秀連はドリームモーターズ連で

した。『びんずる』とは長野市のシンボルであ

る善光寺に祀られている「おびんずるさん」に

ちなんだ名称です。長野では「おびんずるさ

ん」に触ることで病気などが良くなる言い伝え

があります。

救護活動は日本赤十字社長野支部に15:30に

集合し打ち合わせを行い、各救護所まで移動し

16:30か ら22:30ま で (夜の部担当)行いまし
た。割り振りは以下の通りです。

救護所番号 救 護 所 名 等 柔道整復師会

本部(上千歳公園広場)救護所

○米村 久雄
赤塩 利和
平賀 望美

桧山  治
久井  真

セントラルスクウェア駐車場救護所 滝沢由起子

○伊藤 浩一
手塚 和枝
久保さつき

東急駐車場救護所
○福島 昭彦
岩井 計夫

井出 和光
塚田  剛

けんしん前救護所
○長澤 亮一
小林真一郎

南千歳セフ
゛
″レブン救護所 小嶋美智代

○堀  千草
荻原 みわ
百瀬 清子

小橋 義彦
松田 和也

しんきん権堂支店救護所
○自田映三郎

江田  博
日赤長野県支部   須藤 晴彦  徳武 信也  佐藤 秀行
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救護活動内容

救護所番号 人数 症 状 手当内容

① l 虫刺され ムヒ、虫よけスプレー

2 火傷 (本人来ず仲間が来る) 冷却剤持つて行 く

3 靴擦れ 絆創膏貼付

4 階段で転倒 腰椎骨折疑い 固定 救急車で搬送

5 左 4指ささくれ カット、絆創膏貼付

6 吐き気、熱中症 冷去口、水分補給

7 泥酔、道路に倒れている、嘔吐 救急搬送

② 靴擦れ 絆創膏貼付

2 靴擦れ 絆創膏貼付

０
０ 靴擦れ 絆創膏貼付

③ 擦 り傷 冷えピタ、テープ固定

2 熱中症 冷却、水分補給

つ
Ｊ 泥酔 冷去口、水分補給

④ 1 飲酒によるめまい 0吐き気 0頭痛 冷却

2 飲酒による吐き気、気分不快 水分補給

3 全身打撲 冷却

4 飲酒により気分不快 冷却

⑤ 指切り傷 絆創膏貼付

2 指の爪損傷 絆創膏貼付

3 靴擦れ 絆創膏貼付

⑥ 1 左第 3指脱臼骨折 冷却、緊急医へ受診

2 めまい、気分不快 安静で軽快

3 熱中症 安静で軽快

今年も日赤の看護師・救護隊の皆様と協力し

て充実した救護活動が行われたと思います。

重症者は腰椎骨折疑いのため救急車で搬送 l

名と指の脱臼骨折で緊急医受診が 1名ありまし

た。「骨折の応急処置に柔整師の先生がいてく

れて良かった」と言つて頂き嬉 しかったです。

救護所の利用者は6救護所計23名で昨年とほぼ

同数の利用でした。参加された会員の皆様この

日の最高気温34.6度 と暑い中大変お疲れ様でし

た。
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長野県立こども病院へ寄付金 (ドクターカー)

中信冨lllt区長 倉 科   正

平成29年 8月 30日 (水)14時～15時 長野県
立こども病院に (公社)長野県柔道整復師会高

田保会長と中信柔道整復師会保尊伸昭会長 倉
科で寄付要請があったドクターカーをご購入い

ただく資金として本会より5万円、中信地区よ

り3万円の寄付をいたしました。

ドクターカーは、 トヨタのコースターといっ
車を改造 し 1台約5,000万 円の価格になり、全

国からの寄付金だけでほぼ予算が集まり、購入

できるということでした。

納車は来年 2月 で、寄付もそれまで受け付け

ているということです。

高田会長・保尊地区長より県立こども病院原

田順和病院長に寄付金が手渡され、その後原田

病院長より感謝状をいただきました。

原田病院長は、安曇野市医師会理事もされて

おり、安曇野ハーフマラソン協力と地区防災活

動連携を約束いたしました。

大変有意義な時間を過ごすことができまし

た。
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安曇野市との防災協定締結と
総含防災訓I練

平成28年の晩夏に、安曇野市危機管理課の知

り合いより、「柔道整復師会との防災協定を前

向きに検討しませんか ?」 との思いもよらない

提案が、私のところに転がり込んできました。

何度か話を伺わせて頂いたところ、彼の本気度

がありがたいほど伝わってきました。これはと

思い、中信地区会長に話を引き継ぎました。そ

の後、 (公社)長野県柔道整復師会との防災協
定の締結に至りました。

協定を結んだからには、安曇野市から長野県

柔道整復師会に要請があれば、相互協力関係が

必至となり、協力できる体制を整えることが必

要となります。

そのことから、準備の一環として、安曇野市

医師会館にて、防災訓練に向けたトリアージの

練習や震災の教訓をビデオから学び、防災訓練

スタッフ (医師 。歯科医師・薬剤師・看護師 。

日赤病院の先生・市の職員 。そして柔道整復

師)と の顔合わせから始まり、 2時間ほどの勉

強会に参カロしました。

総合防災訓練当日は、災害本部を柱として、

市内の 5か所に災害救護所を立ち上げ、市民に

模擬患者として25名 ほど協力をいただきまし

た。訓練が始まり、模擬患者を担当者が 1次 ト

リアージにて、赤・黄 。緑・黒 (軽症～死者 )

に分け、状況に応じて、防災無線にて本部に救

急車要請や、亡くなられた方の歯形の保存 (デ

ンタル 。チャー ト)、 2次 トリアージによる防

災タグの変更の扱い方などが行われました。

我々柔道整復師は、緑色のタグをつけた被災

者の応急処置 。けがの管理の説明等を行いまし

中信地区 丼出 克行

た (業務範囲は厳守です )。  約20名 の模擬患
者を2人で手分けして処置にあたりましたが、

皆さん名役者で、わがままな人を演じてくださ

つたり、長々と痛みや不安を訴えて、なかなか

帰ろうとしなかったり、救護所から出ても行 く

あてがないなど。・・。

心のケアの必要性も教えられ、それに応えよ

うとすると時間がかかりすぎるというジレンマ

に陥り、本当の災害の時には大丈夫だろうかと

不安になりました。それでも、訓練も今年で 2

回目となり、昨年より行動にゆとりがあったよ

うに感じました。また、スムーズに医師や薬剤

師の方への連絡などできたと思いました。

スタッフが一九となり、お互い顔の見える中

での被災者の救護活動という時間を共有できた

ためか、我々の働きや業務について理解して頂

いたり、日常の仕事の話にまで発展したり、終

わりの反省会の時などはありがたいほど緊密に

接 していただき、実り多き一日となりました。

防災訓練とは、毎年繰 り返し参加をして、お

互いの顔を覚えることで、業種や役職など名札

が無くても円滑に救護活動が遂行されるように

なることが地域防災にとって理想だそうです。

また、自分の住んでいる地域の震災は、自分

自身が被災 している可能性が大きいと思いま

す。たまたま今回は、縁があって安曇野市から

スター トとなりましたが、近隣の市町村に広が

って、県内どこの災害でも各自治体から柔道整

復師会が要請を受けて、我々が活動できるよう

になることが、公益性の拡大につながるのでは

と考えます。
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実轡時におけるグ益性団法人晨脅燎

―

協力に関する場走古

賽綺 市 〈以下「?」 という。)と償益細 法人長野療穣迪姜薇
"会
(以下『ιl

という。)の間において、マι間の相二湯力機関して、次のとおり協定を締結する。

(目 的)

第1爺 このじたは、書晏彎ヤ内 (以下 rャ内Jと 、、ぅ。)に次に獨げら史害が脊生
したときスは発生するおそれがあるときに、マが行う災書鳥恙対策ホ番に「/4す るこ

の協力に30し て、ぬ姜な事項をためることをa崎とする。

(1)地震、台氏等の自然史害 (以下 r白蒸ぇ害Jと ぃぅ。)

(2)武力攻準事健等における国民の保崚のための結二に関する法律 (千嵐16年

法律第112号 )に戴たする式力次年による式力次与え書

(機力の内ぶ)                    ‐

第2薇 ιlよ、市内において前後に規定するえ客1贅生したとき人は驀生するおそれ
lrあ るときに、マからの書贅にふづ主甲の構たする場所で、華道整縦岬濃 (落わ45

年法律ね 9サ)に規定する素幕の■日において、人に綺:デるぶ器の機力を行うも

のとする。

(1)骨新・脱●・打接・織撮・筋織傷の集籍オ:=対する應亀手当 (骨新・屁御の

農雄手当に↓ま曇岬の同走が羹姜。)

(2)1嬌オに対する良恙千多に典暮な術JJら FI・の提供

(3)薦 2サに獨lfる もののllか、負僣オに対する点轟手当に必姜な労番の提供

(協力姜崎の手織)

禁3薇 Tは、市内におヽヽて第1祭に規定する箕字が籍嵐したときスは発生すみおそ

れがある場合において、この働力が共姜と餞められるときlt、 もに対して、構余に

規定する縫調で協力の輔 をするものとする。

2 7は 、こに対して傷力を依頼するとき3t、 會機によう機力を篠萩するものとする。
ただし、マ峰 恙と鍵あるときは、口頭で協力を像韻 じゝ 後口、体藪會をもってた

理するものとする。

(構葬●・今〉

第4薇 ιは、第2薇第3子に規定するκ亀や書lt、 饉師の綺拳の下に4Tう ものとす
る。

(費用食極)

第5奈 マは、もの協力に儀る衛翻 キの提供を失け、スtt僕貞 したときは、その
実費を負担するものとする。

(釧彙夕か)

第6争 とは、甲みヽら姜機があったときは、マが実海する防史調難に多かするものと
する。

(猥等鳶償)

第7条 甲は、この協定に基づくま瀞|=掟事したオ (以下 r当鎮従事オ撃という。)
が、その力の■に帰することができない理ウによりえ七その化の事よが生じた場合

において、次の各テに波書するとき3t、 多敏各号にためるとこあtこ より当裁従事を

に機書を鰺信する。

(1)自 然魚害のとき 史奪対栞轟ふ法 (昭わ36キ法律第223サ)第84各第1項
の鍵たに鼻づき、姜晏難ヤ消防畿晨やグわえ等機償金例 (千嵐17キ奏轟野市奈

例第219サ)の例による。

(2)式力攻手のとき ヘカ磐 事蟻等における国えの保嗅のための構二に関する
法律施講今 (千嵐16年秋今第275サ)第43余及び第44争の規定による。

(3)・Jl誅参加のとき 姜曇身ヤ防え防災創妹典書補償や表済割よネ扱姜網 (千嵐
17年 10月 1日 告ホ第170子 )の例による。

(機定の本勤期綴)

第8条 この機たの有効嘉r4は 、働たを鋳誌した日から1年間とする。
2 溝理に規たする有効裏Ll満了1農 前までに、マ、といずれからもや出が争いとき
:よ、期鋼満Tの 日の三日から1キ鍵長されるものとし、その機も爾様とする。

(機鋤

第9各 この■定の6.条項の解釈について疑晨が生した事項、この協たにためのない

事項スはこの場たを実施するために羹姜な事項については、マι協裁してためるt

のとする。

この機たの締織を雄するため、と鍮濾え奪書2義作嵐し、撃L鍋奢露落押中のうえ、

各由その1義書懸有する。

子嵐 29年  1月  20日

マ 姜晏呼ヤ菫料6000事地

長野瀑姜曇野挙

薇彎市大学会茂ユ学伊争官2167心地9

グ益銀 法人 長野颯穣主節 会

ヤ薇

協定書

マ
悦
１

７
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■
一一一口
一騰
一二
一〓

安曇野市三郷救護所 黒シー ト

松本広域田救急・災害医療協議会

一次 トリアージ (1回 目):チ ェックシート参照

1):□ 黒0■   □赤 I■   □費Ⅱ   □緑lll菫

要援護者 :□ こども □妊婦 □高齢者 □障害者 □病人 □ (  )

二次トリアージ (2回 目)(カテゴリー変更 :□ 有 □無)
2),□ 黒0■   □赤 l■   □貴‖   □緑 1]爾

(処置内容等)

救急隊
1収
容医療機関名        ~薦 鷹

トリアージタグ表 トリアージタグ
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平成29年度 松本市医療救護訓l練

平成29年 9月 3日 (日 )午前 8時30分から災

害発生時における医療救護活動の手順を確認、

検証するための「松本市医療救護訓練」が行わ

れた。本年度は10地区の合同訓練を四賀地区に

おいて臨時医療救護所を設置し、その他13地区

に医療救護所を設置して、松本市医師会、松本

市歯科医師会、松本薬剤師会、災害対応病院、

県看護協会、県放射線技師会、県柔道整復師

会、医薬品等事業者、在宅酸素事業者、長野

県、松本保健福祉事務所、松本広域消防局 等
の機関及び団体の参加により行われました。

5月 16日 に開催された「第 1回松本市医療救

護訓練実行委員会」では、臨時医療救護所、医

療救護所それぞれでの実施内容が以下のように

示されました。

臨時医療救護所では、

①  急性期におけるトリアージ (住民参加 )
②  亜急性期における「災害関連死を防ぐ」
ための対応

③  傷病者搬送
④  避難所運営訓練との連携
⑤  要援護者支援訓練との連携
医療救護所においては、

①  本部医務班との情報伝達
②  体制強化 (ア クシヨンカードの活用)
③  応急処置 (長野県柔道整復師会)
上記実施内容を基に本年度は応急処置として

私達「(公社)長野県柔道整復師会」が担当す

ることとなった為に、訓練参加者による「事前

打ち合わせ会」を平成29年 7月 27日 (木)芳川

公民館に於いて行いました。訓練の趣旨
。目的

から当日の流れ、具体的な応急処置方法、その

他準備品、服装、留意事項等について協議し訓

練に備えました。

中信地区 権藤 俊和

本年度、柔道整復師会からは6か所の医療救

護所へ会員を派遣し、当日の訓練では以下のよ

うに行われました。

①  出欠確認、自己紹介、カギの保管場所、
開け方の確認

②  施設管理班。医療活動班・薬剤管理班・

情報調整班・記録班の 5班それぞれの

役割分担を確認

③  薬剤師会による救護ボックスの備品確
認

④  簡易ベッド作成
⑤  応急処置実技 [今年度は、県柔道整復
師会で八つ折三角巾の作成方法の説明

の後、前腕の負傷 (骨折)者を想定し

副子 (シーネ、新聞紙等)、 八つ折三角

巾等を用いて固定方法の説明を行い各

機関 。団体の参加者に実施していただ

きました。]

また、私の参加した明善小学校の反省会で

は 、

①  車いすでの避難経路について確認
②  災害倉庫に入れるチェックリス トの作
成及び見直し

③  災害時にどのような災害になるのかシ
ュミレーシヨン出来ないか ?等の要望

が有りました

私自身、今回初めて災害時医療訓練に参加さ

せていただき最初は少し気が重ったのですが、

三師会の先生方も大変好意的で協力的に行われ

ました。

いざという災害時には一人でも多くのマンパ

ヮーが必要です。私たちが日々の診療の中で行

っている知識・技術をいかに生かせるかが大切

です。その為には、災害訓練に参加し、常日頃
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より災害・防災活動への意識を持つことだと思

いました。来年度は更に多くの会場への派遣が

できるよう協力体制を構築していきたいと思い

ます。

ハ

医療救護所 (明善小学校)

48



レポー ト

第44回日整親善ゴルフ大会

平成29年 9月 10日 (日 )埼玉県柔道整復師会

主管の第44回 日整親善ゴルフ埼玉大会が栃木県

栃木市のプレステージカントリクラブで全国か

ら180名 あまりが参加し開催された。

本大会の主管県は埼玉県で、他県での開催で

したが、会場となったプレステージカントリー

クラブは、アメリカンスタイルの堂々たるチャ

ンピオンコースで、フェアウエー、グリーン共

アンジュレーションが強く近県では見られない

コースでありこの会場を選んでいただいた埼玉

県柔道整復師会に感謝したいと思います。

副会長 酒丼 正彦

当日は、晴天に恵まれ気温は高めでしたが、

参加者は他県の会員と情報交換をしながら和気

調々のプレーを楽しんでおりました。

当県からは、磯部栄二顧間、内山富之顧間を

はじめ 8名が参加した中で、井出啓男先生 (監

事)が見事優勝を果たしました。

今年の、第45回大会は、静岡県に決定してお

りますので、大勢の皆さんに参加していただき

他県の方とも交流 していただきたいと思いま

す。
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第44回日整親善ゴルフ大会
丼出啓男監事全国制覇

東信地区 石坂 秀司

栃木市プレステージカントリークラブ

平成29年 9月 10日 (日 )栃

木市プレステージカントリー

クラブで「第44回 日整親善ゴ

ルフ大会」が「公益社団法人

埼玉県柔道整復師会」の主管

により開催されました。天候

に恵まれ絶好のゴルフ日和、

北信地区から、酒井副会長・

野本先生、中信地区からは、

磯部栄二顧間、東信地区は内

山富之顧問 。井出啓男監事・

柏木副会長・柳原博史プロそ

して石坂という万全の内容で

団体優勝目指し臨みました。

全国から会員・グス ト・賛助会員ら合わせて181人のゴルフ愛好家が参加し腕を競い合いました。

東信地区の 5名は、前日の 9日 (土)よ り栃木県に乗 り込み「鹿沼72C C」 で前哨戦にのぞみウォ

参加者の面々
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会長賞獲得の酒井副会長と柳原博史プロ

―ミングアップのかいあってか、なんと

井 出 啓 男 監 事 がOUT42 1N39

GROSS81 HDCP12.O NET69.0 でみ
ごと全国制覇しました。

酒井副会長が19位、柳原博史プロが43

位で日整会長賞を獲得、以下90位に磯部

栄二顧問その他はそれなりの順位でし

た。

団体優勝は栃木県、準優勝 埼玉県
3位群馬県。惜 しくも長野県は健闘空し

く栃木の深い空に散りました。

来年もがんばりましょう。

みごと全国制覇した井出啓男監事 賞品新型ルンバをゲットし優勝のご挨拶
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平成29年度スポーツ医科学サポート会議
主催 :公益財団法人 長野県体育協会

スポーツ支援部 北信地区 高原  義勝

平成29年 9月 21日 (木)長野県スポーツ会館
2階大会議室において、平成29年度スポーツ医

科学サポート会議が開催された。

本年度の会議のテーマは「第72回国民体育大

会 愛顔 (え がお)つ なぐえひめ国体に向け
て |」 今回は、歯科医の金児晴夫先生に「スポ

ーツと歯について」の演題でご講演をいただい

た。

金児先生は、かねこ歯科医院の院長であり、

長野県歯科医師会の学術部部員で、日体協公認

のスポーツデンティス トをされている。

講演を聞く前の私の勝手なイメージとして

は、いわゆる歯の噛み合わせについてのお話か

な ?と 思っていたが、実際にはまったく違う内

容でした。

スポーツデンティストである金児先生として

のアスリートに対する指導のメインは、「いか

に噛みしめないようにするか |」 簡単に要約

すると、噛みしめることによって、体に余計な

力が入り (い わゆる「リキミ」)選手が持って

いる本来のパフォーマンスを十分に発揮できな

い状態に陥ってしまう。この状態が長期間続く

ことにより、結果的には様々な故障の根源にも

なりうるのである。噛みじめることによる歯ヘ

の負担を減らし、食事の際によく噛んで食べる

ことが出来る歯を育てることで、若いアスリー

トの基本的な体作りにも大きく貢献することに

繋がるのである。
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松本市市制110周年記念事業
第 1回松本マラソン
救護活動報告

近年のマラソン競技人口の増加に伴い、松本

市は2017年 10月 1日 (日 )に市制施行110周年

記念事業として第 1回松本マラソンを開催 し

た。健康寿命延伸都市をスローガンに掲げる松

本市としては初となる日本陸上競技連盟公認の

フルマラソン大会で、全国から集まった約 1万

人のランナーが松本のまちを駆け抜けた。今

回、長野県柔道整復師会中信地区は7名の会員

が救護のボランティアとして大会運営に参加し

た。その活動について報告する。

【救護活動概要】

当日の松本地方の天候は晴れ、平均気温16.4

度 (最低7.2度・最高24。4度 )、 湿度64%、 風速 :

南南東の風3.lm/s、 気圧952。4hPaの 良好なコ

ンディションのもと開催された。

第 1回松本マラソンの救護活動には長野県柔

道整復師会の 7名のほか、長野県鍼灸師会から

13名、松筑鍼灸マッサージ師会から50名 の会員

が参加した。

信州スカイパーク陸上競技場サブトラック入

口付近に配置された 4張 りのテントに3団体が

ブースを設営 して、ランナーのケアを行なっ

た。 (救護ブース配置図参照)

【救護活動内容】

中信地区会員は午前 8時30分に会場内のブー

スに集合し、長机 2台を使い受付を設け、テン

ト内にポータブルベッド4台 と椅子を設置して

ケアの準備にあたつた。

直前のミーテイングでは、今回のために作成

した受付表及びトリー トメントシー トの記入法

や 1人 5分を目安にケアを行なう事を申し送

り、意思統一をはかった。

中信地区 学術部 高 木  肇 男

また一般的なケアを必要とする場合にはマッ

サージ・ス トレッチ・アイシング・テービング

による対応を行ない、熱中症や脱水症状による

意識障害や多量の出血等、緊急性の高い場合に

は救護本部に連絡し、場合によつては救急車の

出動を要請する事項も確認した。

今回のコースはスタート地点とゴール地点が

別々の競技場であったため、スター ト前のラン

ナーのケアはなかったものの、午前11時頃から

はサブスリー (フ ルマラソンで 3時 間をきる

事)で完走したランナーや時間制限のため途中

棄権によリバスで移動して来たランナーがケア

を希望しブースの方へ来場された。その後、時

間経過に伴いゴールしたランナーが集中して訪

れたため途中対応しきれず、マッサージを希望

するランナーには他のブースを案内させていた

だく事もあった。

午後 3時イベント終了・徹収開始というスケ

ジュールの関係で午後 2時に受付を打ち切 り、

2時30分でランナーのケアを終え、会場の後片

付けをして救護活動を終了した。

【救護活動データ】

今回のマラソン大会の救護活動において、ケ

ア・処置を行なったランナーの総数は87人、そ

のうち男性75人・女性12人で全員がフルマラソ

ン参加者であつた。

ケア・処置を行なった総部位数は286部位で

その内訳は 1部位 8人、 2部位24人、 3部位16

ノ、、 4書Б位21ノ、、 5音Б4瞳:11ノ、、 6音Бだ26ノ、、 7

部位 1人であった。

部位別ではほとんどが大腿・下腿部に症状を

訴え、その他には腰臀部・膝関節
。足関節・足

53



レポート

底部が多かった。上肢は左右の上腕のケアを受

けた 1人のみであった。

主な部位数は下腿部107、 大腿部105、 腰臀部

34、 膝関節 15、 背部 8、 足関節 7、 足底部 7、

上腕 2、 趾関節 1であった。

(円グラフ参照 )

【まとめ】

今回のマラソン大会は松本市では初開催とな

る記念すべきフルマラソン大会であった。

私自身も球技の救護活動には参加した事があ

るものの、マラソン大会の救護活動は初参加で

あったため、過去に長野マラソン等の大会で救

護活動を経験されている会員の経験談を事前に

聞かせて戴き、救護活動にあたった。

当日は天候にも恵まれ、気温の急激な上昇も

なく良好なコンデイションのもと競技が行なわ

れたためか、下肢の痙攣をおこして救護ブース

を訪れたランナーはいたものの、熱中症や脱水

症状で救急搬送が必要な重症者はいなかった。

今回の救護活動を通じて自分自身の危機管理

のためにも、緊急時に対応できる知識や技術の

スキルアップの必要性を再考する良い機会であ

った。

来年度以降も、松本マラソンは継続して開催

されて行 くものと思われる。県内外から多数の

ランナーがエントリーする大会なので、長野県

柔道整復師会としては今後も行政と協力し、継

続して救護のボランティア活動に携わって行 く

事が大切であると考える。

次回大会にも、大勢の会員の皆様の参加ご協

力をよろしくお願いします。

救護活動風景 救護活動に参加した会員
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マラソンスター ト

9日寺00ζか 信州スカイパーク陸上競技場

ファミリーラン (2km)ス ター ト

9日寺50ζか ファミリーラン表彰式

lo日寺40`か マ ラソン先頭 ランナー

フィニ ッシュ

11時 30分 マラソン表彰式

午後 2時 00分 マラソン最終 ランナー
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地域 エン トリー数

北海道・東北 75人

関東 1,470ノ、

東京都 1,183ノ、

Jヒ陛曇 272ノ、

東海 1,143ノ、

近畿 698人

中国・四国 119人

九州 89人

海外 (8か国) 94ノ、

県内 (市外) 3,325人

松本市内 1,562人

計 10,030ノ尺

ランナーの内訳

トリー トメン トシー トと受付表
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第26回日整全国少年柔道大会

10月 8日 (日 )、 東京講道館で開催されまし

た l 内山貴之会員監督、私神農がコーチとし
て乗 り込んでいきました。長野県の少年チーム

はいつも組み合わせが悪 く |?今年も優勝候補

福岡と広島の勝者との初戦となっていました。

福岡対広島、虐、詰まる熱戦を制して勝ち上が

ってきたのは、 2年連続小学生日本一の選手を

率いる広島選抜が上がってきました。体格では

全 く引けを取 らない長野県チーム !先鋒、次

鋒、中堅とかなり押し気味に試合を進めました

が、引き分け。相手チーム副将は日本一強い小

学生 1長野県チームの選手も健闘しましたが、

地力の差は大きく1本負け。大将の選手も気迫

中信地区 神農 来栄

ある試合で 1本を取りに行きましたが、相手も

必死に守り引き分け。残念ながら初戦敗退とな

ってしまいました。

近年、長野県も選抜チームを組むようになり

ましたが、毎年早い段階で強豪県との対戦が多

く、初戦、 2回戦敗退となってしまいます。し

かし、その差は本当に微差です。ここ数年県内

レベルも上がってきているので、全国の表彰台

の上に立つ日もそう遠 くないと思っています。

日本柔道の「要」である少年柔道の一指導者と

して、子供達を心身共に強い子に育てつつ、全

国の表彰台を目指して頑張っていきたいと思っ

ています l熱い応援よろしくお願いします !

5人整列 日整 5人
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厚生労働大臣旗争奪第41回日整全国柔道大会
10月 8日

平成29年 10月 8日 東京春日の講道館にて、厚

生労働大臣旗争奪第41回 日整全国柔道大会が開

催されました。本大会は全国15ブロックの代表

選手が出場し、私自身も北信越東部代表として

出場させていただきました。

私は今大会が初出場でしたが、テーム編成が

年齢別であることやルールも現在の審判判定と

は違ったものが採用されており、非常に面白味

のある大会でした。

また、出場選手も学生時代に全国大会などで

入賞経験のある選手が多数参加しており、退会

のレベルも高く、見る側としても見応えのある

大会であったと思います。

北信越東部からは私以外に、岩下富夫監督の

元、東信の岩下貴士選手、中信の斉藤公志郎選

手、村山洸介選手、新潟の牛木幹人選手が出場

しました。

結果と致しましては 1回戦、中国に3-0で

東信地区 土屋  樹

勝ち。 2回戦、南関東Bに 1-2で敗れ、南関
東Bがそのまま準決勝、決勝と接戦を制し栄光

を手にしました。

南関東は昨年の優勝チームであった為、何と

か 2連覇を阻止したいという思いで試合に臨み

ましたが、苦汁を飲む結果となりました。

この大会は柔道の大会ではありますが、参加

した選手、審判、役員、関係者のほとんどが柔

道整復師の先生ばかりで、会場では試合のみな

らず、仕事の情報交換、先生同士の新たな出会

いや繋がりが生まれたりと、業界にとっては非

常に意味のある大会であるように感じました。

また私自身も、そういった大会に参加できまし

たことをとてもうれしく思います。

最後になりますが、応援下さいました皆様、

大会開催にあたりご尽力いただきました関係

者、役員、会員の皆様に厚 く御礼を申し上げま

す。
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日整全国柔道大会報告会 (懇親会)及び含同練習

スポーツ支援部 南信柔道委員 伊 藤   篤

平成29年 12月 9日 (土)午後 3時30分 より、
本会会館柔道場において会員及び選手 9名で柔

道合同練習が行われました。

高田会長・安藤副会長・保尊スポーッ支援部

長の挨拶で始まり、選手の活躍をそれぞれ賞賛

されておりました。

挨拶の後には準備体操を行い、打ち込みで身

体をほぐしてから乱取 りが始まりました。「怪

我をしないように約束舌L取 りで」ということで

したが、だんだんと熱が入っていく会員もおら

れました。しかし、とても楽しそうに行ってい

る姿から、柔道が好きなのだなと感じました。

1時間弱の練習ではありましたが、若い世代の

育成にもなったと思います。そして、とても良

い汗をかき終わりとなりました。

この後は会場をホテル国際21へ移 し、午後 7

時より北信越ブロック柔道大会及び北信越学会

慰労会が併せて開催されました。有志が一堂に

会することで親睦を深めると共に、様々な情報

交換も行われ有意義な時間となりました。

最後は役員を壇上に上げて、万歳三唱で締め

くくられました。
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平成29年度 中信柔道整復接骨学会

平成29年 12月 10日 、松本市駅前会館 (歯科医

師会館)に て、中信柔道整復接骨学会が開催さ

れ、58名の会員が参加されました。本年度の会

員研究発表は松本北ブロック・松本南ブロッ

ク・安曇南ブロックの 3ブロックとなり、その

うちの 2題は活動報告という内容でした。

第 1席は松本南ブロック畔上英樹会員による

『小学生における足底アーチサポートの有用性』

の発表がありました。近年の子供たちは歩行不

足であることに視点を置き、足底のアーチの機

能低下をどのように改善するか ?と 言った試み

は素晴らしかったと思います。今回の発表内で

は、足底へのアーチサポートテービングを貼付

した状態と貼付 していない状態での50m走 タイ

ムの比較でしたが、もっと他のこと (長距離

走・幅跳び・高跳びなど)での比較を行ってデ

ータ化しても面白いのでは ?と 感じました。

第 2席は松本北ブロック折口裕史会員による

『松本市市制施行110周年記念事業
。第 1回松本

マラソン救護活動報告』の発表がありました。

松本市で初めて行われた日本陸連公認大会とな

り、全国各地より参加者が来たそうです。そん

な中で、我々中信地区の会員 7名が救護活動の

ボランテイアとして参加し、出場したランナー

たちのケアを行ったとのことです。今回の松本

マラソンは42.195 k mの フルマラソンと2km

のフアミリーランの 2種 目が行われ、フルマラ

ソンに関しては高低差90mの厳しいコースレイ

アウトだったという事lも あり、沢山のランナー

がケアに訪れ、そのランナーを限られた時間内

でケアを行わなければならず、他団体 (長野県

鍼灸師会 。松筑鍼灸マッサージ師会など)と 連

携しながらケアをしたそうです。報告自体は細

かく救護活動データが記されていて、来年の救

中信地区 吉澤 貴史

護時にも役に立つと思います。 (松本マラソン

は来年も行われるとのことです)

第 3席は安曇南ブロック中村吉孝会員 。井出

克行会員による『安曇野市との災害時協定締結

と訓練活動報告』の合同報告がありました。平

成29年 1月 20日 に安曇野市と (公社)長野県柔

道整復師会との間で災害発生時の相互協力に関

しての協定が結ばれました。この協定は行政や

三師会と共に相互協力を行うというもので、安

曇野市からの要請や大規模震災 (震度 6弱以

上)が発生した際に指定された場所にて業務協

力をするそうです。協定を結ぶために沢山の苦

労があったと聞きます。しかし、一番肝心なの

は協定締結後の今、我々はきちんと災害時に救

護活動が出来るかどうかという事です。訓練に

参加されている様子や内容の話を聞きました

が、 トリアージの行い方や応急処置の留意点な
ど他団体の先生方と一緒に行ったそうです。12

月に入つて長野県北信・中信で震度 4の地震が

深夜に発生しました。今回は震度 4であつたの

で大きな被害は報告されていませんでしたが、

もしこの地震が震度 6や 7であつた時、自分は

本当に救護を行うことが出来るのであろうかと

考えさせられた活動報告でした。

3題の会員研究発表後は中信松本病院整形外

科の儀部研一先生と小林博一先生に総評を頂き

ました。毎年お忙しい中、我々柔道整復師会の

ためにご尽力を頂けたことに感謝 してお りま

す。

今年度は、特別講演と市民公開講座を行いま

した。

特別講演は (株)エス・エス・ビーより富田

孝次様をお迎えし『接骨院経営に役立つ超音波

観察装置』についてご講演頂きました。近年、
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我々の業界でも超音波観察装置による損傷部位

の確認を行う先生方が増えてきました。整形外

科の先生と話をした時も、15年ほど前から整形

外科でも超音波観察装置を積極的に取 り入れ、

逆に『超音波観察装置を取 り扱えない整形外科

医は整形外科医ではないよ』と笑いながら言っ

ておりました。冗談もあったとは思いますが、

それくらい普及しているという現実を知ること

になりました。しかし、超音波観察装置の最新

型はとても鮮明に画像が映し出されるようにな

ったとは言え、やはりしっかりと解剖学を学び

直し、更に画像を判断出来るようになる訓練を

沢山積まなければなりません。そして、超音波

観察装置は最後に確認するためのもので、最初

に使うものではない。まずは間診や視診や徒手

検査などをしっかり行い、更に確認するために

使うものだと富田様はおっしゃってお りまし

た。我々柔道整復師に求められるスキルアップ

ツールの一つなのではないかと感じた講演でし

た。

最後に市民公開講座として長野県立木曽病院

整形タト科より中曽根潤先生をお招きして『骨関

節再建治療と初期治療との関わり』をご講演頂

きました。中曽根先生は下肢の夕ヽ科を専門とさ

れ、特に創外固定を用いた骨延長や変形矯正を

積極的に取 り組んでいるとお聞きしました。骨

延長や変形矯正は不要な部分を取 り除いたり切

れ込みを入れたりして、その後に新しく骨が出

来るスペースを作 り出し、創外固定を施し調整

していきます。骨が再生し癒合するまでは骨と

骨の間には空洞があるという訳です。それを創

外固定によって保持し調整するそうです。例え

ば粉砕骨折し骨癒合せず偽関節になり始めてい

た肛骨を、創外固定を用いた骨延長術で、正常

歩行だけではなくダンスが踊れるまで回復させ

た映像を見た時はびっくり致しました。初検時

は、粉砕骨折が骨癒合せずに2ヶ 月ほど固定さ

れ、さらに化膿までしていた状態から、そこま

で回復出来たのは本当に素晴らしい技術だと痛

感致しました。今回は創外固定の話だけではな

く、先生が普段から携わる色々な疾患について

お話を頂 くことが出来ました。限られた時間の

中だったので、もっともっとお聞きしたいとこ

ろでしたが、本当に勉強になったお話でした。

以上をもって、全スケジュールが終了し、表

彰 。撮影と続 き無事プログラムを終了しまし

た。来年への大きな課題も残る学会でしたが、

その分得られたものも大きかったのではないか

と思いました。

中曽根潤先生 富田 孝次様
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発表者
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第26回日本柔道整復接骨医学会を終えて

第26回 日本柔道整復接骨医学会が11月 3、 4

日 (金、土)に大阪府大阪市府立国際会議場グ

ランキューブにて開催されました。長野県から

は北信地区 3名、東信地区12名、中信地区 1

名、南信地区13名の計29名 が参加致しました。

今大会のテーマは、「地域のゲー トキーパーと

しての柔道整復師」一安心・安全な柔道整復の

提供のために一。

東信地区からは國友康晴会員の「小胸筋ス ト

レッチヘの呼吸介入による筋柔軟性の変化」、

竹田悠毅会員の「慢性足関節不安定症における

ATFLの長さ変化と足趾力」、推卜川晃会員の「前

距IjF靱帯と踵ルト靭帯の排骨付着部と交通線維の

構造」、廣川喜博会員の「急性足関節外側靭帯

損傷における手技後の荷重能力調査」、私は

「足関節テービングが足指把持力に及ぼす影響」

の題で発表させていただきました。

発表が 3日 の私は、発表までガチガチに緊張

してしまい、いくつか聞きたい発表があったに

も関わらず気がそぞろになり聴き逃してしまっ

たり、スライドデータの提出の時間まで発表用

のスライドを何度も眺めては直したりしていま

した。発表の時間が迫り私の前の演者が発表し

東信地区 中本寸 一冗

ていましたが、内容はほぼ頭に入ること無 く、

前の演者が座長にデータの取 り方について色々

質問され、しどろもどろになっていたのを見

て、余計に不安をつのらせながら壇上に向かい

ました。緊張でなにを話したか覚えてないので

すが、様々な先生方に見に来ていただき、拙い

ながらも終えることが出来ました。

3日 の夜は登録有形文化財にも指定されてい

る鯛よし百番にて東信支部の先生方とご一緒に

懇親会に参加させていただきました。大正時代

に築かれたものをそのままに、現在も料亭とし

て使われており、当時の建築美術の豪華絢爛な

装飾の名残が味わえる建物として知られていま

す。龍や獅子、眠り猫や金の屏風など様々な内

装を見物しながら会は始まり、たつぷりの海鮮

や野菜の鍋料理をいただきながら、終始笑顔に

包まれた会の雰囲気に、発表で緊張しきつてい

た私もやっと肩の力を抜 くことができました。

今回の研究に際し、様々な文献に触れ、大会

では多様な技術 と知識を学ぶことが出来まし

た。これからも自分の成長とより良い施術の提

供ができるよう一層に精進したいと思います。
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第22回醍醐敏郎杯全国少年柔道錬成大会

去る平成29年 11月 26日 、松本総合体育館メイ

ンアリーナに於いて第22回醍醐敏郎杯全国少年

柔道錬成大会が行われ、全国各地から日頃厳し

い練習に明け暮れる選手達が松本に集結しまし

た。これぞ全国大会 !早朝から会場内は物凄い

緊張感に包まれておりました。私は今年も中学

生の部において審判をさせて頂きましたが、や

はり、技の勢い、試合運びに とても迫力があ

り驚かされた試合がたくさんありました。

中信スポーツ支援部 高 原  祐 樹

体格はガヽさいながらも、大きな選手に向かっ

ていく姿はとても輝いておりました。

今年の大会においては大きな1蚤我もなくスム

ーズな試合進行となり、毎年レベルの向上を感

じるものであります。

最後になりましたが、連日の運営に携わった

会員方、審判や補助員の皆様に心より感謝を申

し上げます。

65



レポート

南信地区学術大会・学術講演＾〓
(市民公開講座)

平成29年 11月 26日 (日 )駒 ヶ根市「アイパ

ル」にて南信地区学術大会 。学術講演会 (市民

公開講座)が開催された。

先行して午前 9時開会した学術大会の会員発

表「自由テーマ」に対し3名の会員が発表を行

った。

第 1題 「シンスプリントに対するテー ピング

の一考察」では高木観志座長進行により飯伊ブ

ロックの原翔一郎会員がキネシオテービングを

用いたシンスプリントに対する治療法を報告。

本テーピング法の特筆したところは異なる材

質のテービングを組み合わせた方法だという

事。テービングの効能を判 り易 く評価するため

に理学療法 。手技療法・ス トレッチなどを行わ

ず、テーピング貼付前後でアンケー トを取 り評

価していく手法を用い有効度を客観的に評価し

た発表であった。発表後にテービング法の実演

が行われた。

第 2題 「筋・筋膜性腰痛症の患者に対する股
関節伸展ス トレッチの効果」では秋山友彦座長

進行により諏訪ブロック赤羽翔会員が筋・筋膜

性腰痛症例に対する股関節伸展ス トレッチ方法

を報告。

腰部のケアだけでなく股関節伸展ス トレッチ

を行うことで治癒期間を短縮できるケア方法の

報告だけでなく急性期腰部椎間板ヘルニアに対

しては効果が認められなかったという成功以外

の注意症例報告もあった。発表後にス トレッチ

の実演が行われた。

第 3題 「肩関節可動域に対する遠位筋膜アプ
ローチ」では、佐藤光洋座長進行により上伊那

ブロック吉原賢一会員が肩部へ直接触らず大腿

南信地区 学術部 佐 藤  光 洋

部へ筋・筋膜リリースを行うことで肩関節可動

域の改善を図り良好な治療成績を上げた症例を

報告。

肩関節可動域改善方法に大腿筋膜へのアプロ

ーチする方法で、部位ごとに狙う大腿筋を判り

易 く分類 した工夫があり頸部～肩関節のケア方

法の幅を広げる内容で、どの会員にも直ぐに試

せる内容を禁忌事項も説明した内容であった。

発表後に遠位筋膜アプローチの実演が行われ

た。

時間の遅延なく学会は終了し10時 50分 よリー

般聴講者も参加した学術講演会が開かれ、昨年

の県解剖学実習で基調講演をされた相澤病院ス

ポーツ疾患センターでセンター長としてご活躍

の伊坪敏郎先生による「スポーツタト傷 。障害の

基礎」と題した講演を行っていただいた。

講演では一般の方20名、他地区会員 4名、南

信地区会員62名計86名が参加し、重症度の高い

頭 。頸部外傷から心肺蘇生法の必要性をまず説

明して頂き、各論として腰部、下肢の疾患、上

肢の疾患を、一般の方にも判り易 くご解説いた

だいた。90分と長い講演の中、途中休憩として

会場にクイズを投げかけるなど、聴講者を飽き

させない工夫があり、加えて腰痛に関しての後

屈時痛は要注意とか寛骨の剥離骨折に注意等、

我々会員だけでなく指導者やご家族向けの注意

喚起をして頂いた伊坪先生の講演に感銘を受け

た。伊坪先生の専門である肩関節・肘関節の各

論では手術の術式の説明を写真とともにご解説

いただき、一般だけでなく我々医療者向けのお

話もあり大変勉強になった。講演会終了後、来

賓として高田保 (公社)長野県柔道整復師会会

長と共に講師伊坪敏郎先生にもご参加いただき
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ヘ

懇親会が盛大に開かれた。

懇親会の席では伊坪敏郎先生に「患者さんを

紹介しあう先生方と顔が見える関係を構築する

ことは大変重要だと思っています。」とのお言

葉を賜 り、基幹病院との良好な関係構築に繋が

る素晴らしい交流会となった。

伊坪先生と高田会長を囲んでの宴席は終始和

やかに進み参加者は親交を深め合った。

今回、講演会の実行委員責任者として初めて

講演会の立ち上げに関わったのですが、講師と

の打ち合わせ、会場手配 。準備、講演会ポスタ

ー・学会誌作成等、こんなにもやらなければな

らない事が多く大変だという事を知り、今まで

様々な講演会・学会を作ってこられた先生方に

尊敬の念と深い感謝を申し上げます。

今回実行委員でご協力賜 りました各会員 。学

会にご参加 。ご協賛下さった南信地区会員、講

師の伊坪敏郎先生にお声かけ頂いた井坪克人学

会顧間、交流会の主催でご尽力いただく傍らで

様々な問題を解決して頂いた北原弘靖上伊那ブ

ロック事業部長、学会誌 。ポスター作製責任者

で司会進行を引き受けて頂いた清水仁美会員、

学会開催までの手順をご教示頂いた澁谷善宏上

伊那ブロック総務部長、無理難題を快 く引き受

けて頂いた秋山友彦諏訪ブロック学術部長、高

木観志飯伊ブロック学術部長、会場手配 。会場

準備に御尽力頂き学会の統括をしてくださいま

した宮下厚南信地区会長、各役員の手配や学会

開催までの手順をご教示頂き最後まで助けて頂

いた原隆南信地区学術部長にこの場をお借 りし

心より感謝の思いをお伝えし報告とします。

原先生実技

赤羽先生実技

吉原先生実技
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発表者表彰 宮下会長挨拶

講師写真 安藤副会長挨拶
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平成29年度新入金員研修会

平成29年 9月 10日 (日 )事業部主催の、平成

29年度新入会員研修会が、長野県柔道整復師会

館で開催されました。

新入会員研修対象者 東信地区12名 ゴヒ信地区

35名 中信地区23名 南信地区11名

受講出席者 63名 欠席 18名 (5年間に3回の

受講が必修 )

南信事業部長  上 原   哲

倉科正 副事業部長の司会進行で始まり、高

田保 会長から、受講後は情報の取得に努め

日々の業務に生かし又、本会・地区の事業に積

極的に参加する事で、柔道整復師として資質向

上をして欲しいと挨拶がありました。

続いて、今回初めて参加された新入会員22名

の自己紹介がありました。

(1)高 田保 会長講義

柔道整復師の歴史と現在、これからについ

て。接骨医のはじまり (江戸時代の文献紹

介)骨を接ぐときの心得として「患者の気持

ちを察して施術する」と記載がありました。

そして、先人達が苦労して柔道整復師として

の地位を築いてきたのです。

現在、社団会員は公益事業に貢献 してお

り、柔道整復師の社会的責任と今後の役割が

大切です。そして、社団入会にメリットがあ

るようにしていきます。

(2)西條賢治 学術部長講義

学術に対しての考え方 (理想と現実)新入

会員の学術は医療人としての基礎を築く時で

す。積極的に論文の発表をして下さい。そし

て、接骨医学会に入会し、 5年間勉強して認

定柔道整復師になるようにしてください。

(3)宮下厚 IT広報部長講義

信州整骨内報はこれからペーパーレス化し

ていく予定です。内報を見るようにして下さ

い。広報ほねつぎ (年 2回発行)は長野県柔

道整復師会の公益 。公共事業を周知して頂 く

ために、全国健康保険協会長野支部、県内27

の健康保険組合、県内 6の共済組合、公的審

査員へ送付します。是非、投稿して下さい。

(4)田 中健一 スポーツ支援副部長講義

長野県体育協会・中学校体育連盟・スポー
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ツドクター協議会 。長野県柔道連盟等、意思

疎通を図り、国体 。中体連へ会員を派遣し、

救護活動をして柔整師の知名度を上げる活動

をしています。 (安曇野ハーフマラソン、全

中陸上大会 トレーナー活動の写真を交えて説

明)又、柔道長野県代表チームを決め、日整

の全国大会へ出場。北信越ブロック柔道大会

では、選考会・壮行会をして出場を支援して

います。

約 2時間の研修会は、新入会員にとって充実

した時間であったと思います。

本会の事業に積極的に参加して頂き、自己研

鑽を積まれ活躍されることを期待致します。

■■■・雪■■|||11111
111轟法1      1忙魏麟ニ
新入金|1員 1研1修|1会

平1肇 1藩 1摯 1華 |■1織1義 |■ 1機
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介護予防事業報告

東垣外竜 1/27 豊丘村地域ミニデイ教室 10 豊丘村

伊藤睦 3/6 25

伊藤睦 5/10 18

東垣外竜 5/31 12 //

竹内・高木 。東垣外 6/3 北部デイ (通所型A) 14 飯田市

高木観志 6/10 15

東垣外竜 6/17 15

竹内敏弘 6/24 13

木下甲太郎 5/16 JAあぐり (通所型A) 13 飯田市

木下芳郎 5/23

小嶋静人 5/30 15

奥村幸志 5/31 12

木村浩士 1/5 諏訪市「健康柔ら体操教室」 3 諏訪市

原  隆 1/23 // 15

阿部光典 2/6 // 13

秋山友彦 2/15 22

木村浩士 3/2 20 諏訪市

漬ひろみ 。木村浩士 5/9 31

阿部光典・野口邦治 5/23 5

秋山友彦・漬ひろみ 5/30 16

木村浩士・野口邦治 6/9 15

阿部光典・秋山友彦 6/13 27

漬ひろみ 。阿部光典 6/20 9

秋山友彦・漬ひろみ 6/27 0

漬ひろみ 1/13 飯島ふれあいサロン 10 諏訪市

2/3 8

3/3 10

// 4/7 // 10

5/12

6/2 21

漬ひろみ 4/22 清水4区いきいき健康教室 8 諏訪市

5/20

6/10 6

●東信地区の活動はありませんでした。担当者 金児 充
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介護予防事業報告

松村秀樹 6/24 13 ク

村松文次 2/4 いいだデイ (通所型A) 12 飯田市

馬場修平 2/11 10

小島誠 2/18 15

木下甲太郎 2/25 13

小島誠 3/4 14

小嶋静人 3/11 13

原翔一郎 3/18 ９

“

村松文次 3/25

馬場修平 4/1 13

木下芳郎 4/8 //

小島誠 4/15

木下甲太郎 4/22 // 13

小嶋静人 5/6 ９

“

原翔一郎 5/13 10

村松文次 5/20 9

馬場修平 5/27 12

木下芳郎 6/3 13

木下甲太郎 6/10 9

小島誠 6/17 8

小嶋静人 6/24 // 10

北林武文 1/11 松川町 ひまわり荘 6 松り|1町

北林・尾曽・小澤 1/18 // 6

尾曽元広 1/25 // 6

小澤雄司 2/1 4

北林武文 2/8 4

北林・尾曽 。小澤 2/15 // 4

北林・尾曽 。小澤 2/22 松川町 ひまわり荘 4 松り|1町

北林 。尾曽 。後藤 4/5 5

尾曽元広 4/12 5

後藤安成 4/19 5

北林武文 4/26 5

尾曽元広 5/10 5

北林・尾曽・後藤 5/17 5

後藤安成 5/24 5

北林武文 5/31 5

尾曽元広 6/7 5

後藤安成 6/14 5

北林・尾曽・後藤 6/21 5

北林 。尾曽 。後藤 6/28 5

北林・尾曽・小澤 。後藤 1/26 コスモス松り||デイ 6 松川町

北林・尾曽・小澤 。後藤 1/30 6

北林・尾曽・小澤 。後藤 3/13 // 9

北林 。尾曽・小澤 。後藤 3/23 9

北林・尾曽 。後藤 5/18 5

北林・尾曽 。後藤 5/22 5
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介護予防事業報告

6/14 // 5

6/20 4

6/28 5 //

●南信地区 担当者 田中兼次
氏  名 月 日 会 場 人数 地区 (市町村 )

田中兼次・古賀修平 1/5 いきいきランド 午前班 。午後班 26 下條村

1/12 30

1/19 30

1/26 30

2/2 37
// 2/9 ク //

2/16 // 30

2/23 // 27

3/2 31 //

// 3/9 39

3/16 32 //

3/23 // 34

田中兼次・古賀修平 5/11 いきいきランド 午前班 。午後班 40 下條村
// 5/18 // 36
// 5/25 ク 34 //

6/1 // 35 //

6/8 37
// 6/15 36

6/22 33

6/29 31

松村秀樹 1/7 竜東デイ (通所型C) 10 飯田市
木下陽子 1/14 9

木下陽子 1/21 9

松村秀樹 1/28 9 //

松村秀樹 2/25 竜東デイ (通所型A) 8

丸山申介 3/4 8

竹下祥一 3/11 8

木下陽子 3/18 // 8

石原尚幸 3/25 8

松村秀樹 4/1

木下陽子 4/8

木下陽子 4/15 竜東デイ (通所型A) 飯田市

丸山申介 4/22 9 //

石原尚幸 5/6

丸山申介 5/20 8

松村秀樹 5/27 13

木下陽子 6/3 14

木下陽子 6/10

石原尚幸 6/17 13 //
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介護予防事業報告

ヘ

降旗秀徳 3/27 20

下里泰伸 1/16 生坂高齢者センター 9 東筑摩郡生坂村

// 1/23 // 9

2/6 // 10

3/6 // 10

降旗秀徳 1/4 豊科老人福祉センター 18 安曇野市豊科

降族秀徳・森本健雅 1/11 24

// 1/18 // 15

1/25 20

2/1 22 //

2/8 20

// 2/15 23

森本健雅 2/22 21

降簑秀徳 。森本健雅 3/1 // 21

5/10 安曇野市社協穂高支所 10 安曇野市穂高

降旗秀徳 5/17 9

森本健雅 5/24 10 //

降簑秀徳 6/7 9

森本健雅 6/14 // 10

降族秀徳 6/21 // 9

高田保 1/26 上松町いきいき広場こまくさ 18 木曽郡上松町

2/27 16

3/29 16

4/27 // 18

5/25 ク 20

// 6/29 17

// 1/10 高田整骨院 4

1/17 8

1/24 6

// 1/31 // 6

//・ 2/7 5

2/15 6

ク 2/21 5

2/28 5

// 3/8 // 4

// 3/15 // 5

// 3/21 // 5

4/4 4

4/11 4

4/18 6

4/25 5 //

// 5/9 3

5/16 // 5

5/23 // 5

5/30 5

// 6/6 5

⌒
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北信越ブロック報告

《A》

石川県⇒施術所に直接電話がきた事例は確認

されていない。

石川県にコアジャパンは入っていな

いが、他県の協会けんぽから月 2件

程度の返戻がある。

長野県⇒国保、後期高齢への参入及び電話で

の問い合わせは確認出来ていない。

また、電話での問い合わせについて

は、回答しない様指導している。

福井県⇒国保、後期高齢への参入及び電話で

の問い合わせは今のところない。

富山県⇒国保、後期高齢への参入及び電話で

の問い合わせは今のところない。

《Q.長野県》
公益社団法人運営に際し、長野県では地区

(実際の支部)を外部の任意団体として取 り

扱ってきましたが、任意団体が故にその地区

に入らなくとも良いでは無いかとの考えもで

き、実際に地区に加入しない等の事案も発生

しております。

つきましては、各県でも支部等の下部組織

があると思いますが、その位置付け等ご教示

の程よろしくお願いいたします。

《A》

新潟県⇒支部は本会 と一体化されているた

め、支部会費の徴収は行っていな

石川県⇒支部でも公益法人の冠を付けている

ので、当然会計は一本化である。

福井県⇒ 5支部あるが、いずれも任意団体

(外部団体)と してあるため支部ご

とに会費を徴収している。本会の会

員は全て支部に所属している。

富山県⇒外部団体としてあるが、委任状をも

らい支部の会費を本会で徴収してい

る。

《Q.福井県》

来年10月 に行われる福井しあわせ元気国体

に救護班として参加すべく準備を進めている

が、本大会のような全国レベルの競技大会に

おける日当・手当、支給の方法、一日の金額

等をご教示願いたい。

《A》

石川県⇒全国レベルの大会は無いが、各種ス

ポーツ大会等のボランティア活動ヘ

の支給は半日千円、一日2千円、交

通費 2千円、各活動に対し弁当代と

して千円の支給を行っている。

長野県⇒国体に関しては、何日活動しても、

競技団体より手当がある場合は 5千

円。競技団体より手当の無い場合は

1万円と規約で定めてある。

新潟県⇒10年ほど前の新潟国体で救護・コン

ディショニングのボランティア活動

を行った際は、準備段階で一回だけ

旅費日当の支給を行ったのみであっ

たが、後日、体協会長と当会の会長

名で感謝状を贈ることで会としての

誠意を表した。

富山県⇒平日は 1万 5千円+交通費、休日は

8千円+交通費。

(交通費はバスの代金往復、因みに

千円から3千円)

【北信越ブロック会会則改正 (案)について】

福井県より、事前に配布された改正案には

表彰規程等、会長会申し合わせ事項が盛 り込

まれていないため、もう一度精査 した上で改

正してはとの意見が出され承認された。

【日整 (業界)改革の概要】

日整より、豊島良一政策部長、三橋裕之総

務部長においでいただき、柔道整復師界の改

革について下記事項の説明をしていただい

た。

1.教育改革
・柔道整復師学校養成施設カリキユラム等
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北個鶴プロック報告

改善検討委員会                ・制度改革ヘ

・養成校カリキュラム変更に伴う外部での     ・審査会の権限強化
臨地実習について               ・施術管理者の要件見直し

・臨地実習施術所の要件

・養成校の外部臨地実習について        3.電 子請求に係わるモデル事業の実施

・臨地実習指導者講習会プログラム案       ・電子請求フローチャート

2.協定書の見直し制度改革はこうなる      4。 亜急性の議論  等

ハ

ハ

84



ズ表

救護・ トレーナー派遣状況報告

平成29年 7月 から12月 までにおける当会の重

要公益事業である中体連や国体、各種スポーツ

大会への救護・トレーナー派遣の状況を地区ご

と報告いたします。この活動は我々の職能を活

がし、スポーッ現場で起こる骨折、捻挫の応急

処置をはじめ、捻挫、肉離れ等の急性外傷の処

置、様々なスポーツ傷害への対応を行っており

ます。地域社会への貢献を目的とし (公社)長

野県柔道整復師会そして社団会員と社団外の柔

整師との区別を明確にする一面も持ち合わせる

ものであり、地域社会が社団会員柔整師 (整骨

院・接骨院)へのさらなる信用と理解が深まる

スポーツ支援部長 保尊 {申昭

ことを期待いたします。現場での活動は多岐に

わたり外傷の処置 (ア イシング、整復、固定)、

テービング、ス トレッチ、手技、スポーツマッ

サージ、選手のケガや トレーニング指導等今後

も施術所内外のノウハウを活かした救護・トレ

ーナー活動を通し地域社会に貢献いたします。

県下各地で多種目にわたる活動に携わってい

ただいた会員の方々のご協力に感謝申し上げま

すとともに、これからも継続してゆきますので

益々のご協力をお願いいたします。

以下 派遣者一覧

東信地区 救護・トレーナー派遣状況報告 平成29年 7月 ～12月  (担当部員 横関 康寿 )
氏 名 活動日 競技名 会 場

秋山  弘 8月 20日 立科町少年スポーツ大会 立科中学校

8月 27日 立科町分館対抗バレーボール大会 権現山運動公園

10月 22日 中体連新人東信サッカー 浅科中学校

浅川 健一 10月 1日 中体連新人佐久サッカー 浅科中学校

10月 22日 中体連新人東信サッカー 中込中学校

飯田 秀男 10月 1日 アサマ2000スカイレース 高峰高原

石坂 秀司 10月 7 日 中体連新人上小柔道 上田城跡公園体育館

市川  敦 10月 1日 県四地区対抗柔道大会 小諸市武道館

井出 陽人 10月 21日 中体連新人佐久女子バスケットボール 佐久穂中学校

11月 3日 中体連新入佐久女子バレーボール 佐久穂中学校

内山 貴之 7月 2日 国体予選選考会 小諸市武道館

10月 1日 アサマ2000スカイレース 高峰高原

10月 8 日 上田古戦場ハーフマラソン 上田古戦場公園

10月 14日 高体連東信総合体育大会柔道 小諸市武道館

荻原  誠 7月 15～ 16日 中体連県総合体育大会剣道 青木村総合体育館

8月 19～20日 北信越国民体育大会剣道 福井県立武道館

10月 7日 中体連新人上小剣道 上田第一中学校

10月 21日 中体連新人東信剣道 小諸東中学校

柏木 亮輔 10月 7 日 中体連新人佐久ソフトテニス 臼田運動公園

10月 21日 中体連新人東信サッカー 中込中学校

11月 3日 中体連新人佐久女子バレーボール 佐久穂しらかば体育館

菊池 和哉 10月 1日 中体連新人佐久サッカー 野沢中学校
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スポーツ支援部の活動報告

10月 7日 中体連新人佐久サッカー 野沢中学校

10月 21～ 22日 中体連新人東信サッカー 浅間中学校

11月 18日 中体連新人東信女子バレーボール 東御ふれあい体育館

國友 康晴 10月 8日 上田古戦場ハーフマラソン 上田古戦場公園

棚澤 秀樹 9月 3日 依田窪柔剣道大会 長門町民体育館

小池 祐貴 10月 14～ 15日 中体連新人上小男子ノシtケットボール 塩田中学校

11月 11～ 12日 中体連新人東信男子バスケットボール 軽井沢中学校

小平 一人 11月 5日 佐久市柔道選手権大会 佐久市武道館

小宮山 潤 10月 1日 アサマ2000スカイレース 高峰高原

桜井 秀信 9月 3日 中体連新人水泳 佐久長聖中学校

10月 7日 中体連新人佐久ソフトテニス 小諸乙女湖テニスコー ト

田口 信宏 10月 7～ 8日 中体連新人上小サッカー 丸子中学校

10月 21～ 22日 中体連新入東信サッカー 立科中学校

竹田 悠毅 10月 8日 上田古戦場ハーフマラソン 上田古戦場公園

10月 21日 中体連新人東信サッカー 浅科中学校

田中 敏浩 11月 3日 中体連新人上小男子バレーボール 東御東部中学校

11月 19日 中体連新人東信男子バレーボール 塩田中学校

田中 侑里 10月 21日 中体連新人東信柔道 小諸市武道館

土屋  進 10月 21～ 22日 中体連新人佐久男子バスケットボール 軽井沢中学校

寺嶋 久程 7月 15～ 16日 中体連県総合体育大会ソフトボール 小諸市総合運動場

8月 5～ 6日 北信越ブロックスポ少交流大会卓球 佐久市総合体育館

10月 7日 中体連新人佐久剣道 小諸東中学校
// 10月 14～ 15日 高体連東信大会剣道 上田市自然運動公園

10月 21～ 22日 中体連新人佐久女子バスケットボール 海瀬・佐久穂体育館

11月 3日 中体連新人佐久男子バレーボール 小諸東中学校

11月 11～ 12日 中体連新人東信女子バスケットボール 佐久市総合体育館

11月 19日 佐久市小学生駅伝大会 駒場公園

内藤 守春 11月 5日 佐久市柔道選手権大会 佐久市武道館

中村  元 10月 7日 中体連新人佐久サッカー 佐久市陸上競技場

10月 8日 上田古戦場ハーフマラソン 上田古戦場公園

廣川 喜博 10月 7日 中体連新人佐久サッカー 浅科中学校

10月 9日 中体連新人佐久陸上 佐久市陸上競技場

11月 18～ 19日 中体連新人東信女子バレーボール 東御東部中学校

福田 晋也 10月 7日 中体連新人上小ソフトテニス 東御中央公園

10月 22日 中体連新人上小女子ノシtケットボール 青木村総合体育館

11月 3日 中体連新人上小女子バレーボール 北御牧中学校

堀内 将之 10月 21日 中体連新人上小女子ノシtケットボール 青木村総合体育館

松澤  真 10月 1日 アサマ2000スカイレース 高峰高原

10月 7～ 8日 中体連新人上小サッカー 塩田中学校

11月 3日 中体連新人上小女子バレーボール 東御ふれあい体育館

柳原  靖 8月 20日 立科町少年スポーツ大会 権現山体育館

8月 27日 立科町分館対抗バレーボール大会 権現山体育館
10月 1日 中体連新人佐久サッカー 立科中学校

横関 康寿 8月 18～20日 北信越国民体育大会ソフトテニス 福井県越前市
10月 28日 中体連新人東信ソフトテニス 東御中央公園

依田 篤志 10月 21日 中体連新人佐久男子ノシtケットボール 御代田中学校
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北信地区 救護・トレーナー派遣状況報告 平成29年 7月 ～12月  (担当部員 高原 義勝 )
氏 名 活動日 競技名 会  場

原  和正 7月 1日 ～ 2日 長野県体操競技選手権 ホワイトリング・サブアリーナ

7月 21日 ～23日 北信越国民体育大会 ボウリング 福井県

9月 29日 -10月 5日 国民体育大会 ボウリング 愛媛県松山市

石田 拓未 7月 16日 (日 ) 中体連 県大会 ソフトテニス 南長野運動公園庭球場

10月 15日 (日 ) 北信中学軟式野球 長野県営球場

大口 友久 7月 16日 (日 ) 中体連 県大会 バドミントン 中野市民体育館

// 10月 22日 (日 ) 中野・下高井中学バスケツトボール 飯山市民体育館

11月 3日 (金・祝 ) 中野・下高井中学バレーボール女子 中野平中学校

久井  真 7月 16日 (日 ) 中体連 県大会 バスケツトボール 高山村立高山中学校

9月 17日 (日 ) 長野上水内中学サッカー 豊野中学校

10月 8日 (日 ) Jヒ信中学ソフトボール 若穂中央公園多目的広場

10月 15日  (日 ) 更埴中学バスケットボール 千曲市戸倉体育館

// 10月 22日 (日 ) 更埴中学ハンドボール 埴生中学校体育館

小島 弘光 7月 16日 (日 ) 中体連 県大会 水泳 ァクアウイング

9月 3日 (日 ) 北信中学水  泳 須高広域総合プール

山内  明 7月 16日 (日 ) 中体連 県大会 柔道 長野運動公園柔剣道場

10月 15日 (日 ) 長野上水内中学剣道 松代中学校

10月 29日 (日 ) 長野上水内中学柔道 長野運動公園柔剣道場

11月 19日 (日 ) 北信中学柔道 長野運動公園柔剣道場

塚田  剛 7月 16日 (日 ) 中体連 県大会 ハンドボール 千曲市戸倉体育館

松田 和也 9月 17日 (日 ) 長野上水内中学サッカー 東北中学校

古岩井裕之 9月 17日 (日 ) 長野上水内中学サッカー 犀陵中学校

淵田 高章 10月 8日  (日 ) 長野上水内中学ソフトテニス 長野運動公園庭球場

堀内健太郎 9月 18日 (月 祝 ) 北信中学陸上競技 長野市営陸上競技場

小林 尚生 9月 17日 (日 ) 更埴中学サッカー 千曲市サッカー場

樋口 知宏 9月 17日 (日 ) 上高井中学サッカー 福島グランド

吉澤 賢治 10月 15日 (日 ) 上高井中学バスケツトボール 須坂市立相森中学校

// 11月 12日  (日 ) 北信中学バドミントン 長野運動公園総合体育館

寺内  亨 10月 15日  (日 ) 中野・下高井中学柔道 中野市武道館

小林 秀樹 10月 22日  (日 ) 長野上水内中学バスケツトボール女子 豊野中学校

11月 3日 (金・祝 ) 長野上水内中学バレーボール女子 更北中学校

11月 12日  (日 ) 北信中学バスケツトボール女子 豊野中学校

柳澤 卓三 10月 22日  (日 ) 北信中学サツカー
rJz\-7v>1.xff-')/i-f/

柳澤 英翔 10月 22日  (日 ) 北信中学サッカー
rJz\-7V/1.xfi-yrt'--f>

関  賀文 10月 22日 (日 ) 長野上水内中学バスケツトボール男子 飯綱中学校

高原 義勝 10月 22日  (日 ) 長野上水内中学バドミントン 長野運動公園体育館

篠崎 裕一 11月 3日 (金・祝 ) 長野上水内中学バレーボール男子 篠ノ井東中学校

西澤  亘 11月 3日 (金 。祝 ) 長野上水内中学バレーボール男子 篠ノ井西中学校

11月 19日  (日 ) Jヒ信中学バレーボール男子 篠ノ井西中学校

長野上水内中学バレーボール女子

北信中学卓球

更埴中学バレーボール

上高井中学バレーボール男子

東部中学校
田中 翔太 11月 3日 (金 。祝 )

11月 19日  (日 )
長野運動公園総合体育館

脇本  裕 11月 3日 (金 。祝 )
坂城中学校

肥後 和樹 11月 3日 (金・祝 )
須坂市立墨坂中学校

鶴田 大輝 11月 3日 (金・祝 ) 上高井中学バレーボール女子
須坂市立東中学校
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西條美由紀 11月 12日 (日 ) 北信中学バスケットボール男子 市営豊野体育館

伊豫田幹幸 11月 12日 (日 ) 北信中学体操 ホワイトリング

小林 克徳 11月 19日 (日 ) 北信中学バレーボール女子 裾花中学校

野竹富士雄 11月 10日 ～13日 東日本女子駅伝競走大会 福島市信夫ヶ丘競技場
野竹 康之 11月 10日 ～13日 東日本女子駅伝競走大会 福島市信夫ヶ丘競技場
窪田  勝 11月 10日 ～13日 東日本女子駅伝競走大会 福島市信夫ヶ丘競技場
大口 友久 9月 24日 北信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
松田 和也 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
小橋 義彦 9月 24日 Jヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
宮本 義豊 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
篠崎 裕一 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
熊井 貴一 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
久井  真 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
小橋 茂之 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西倶1
小橋 香穂 9月 24日 ゴヒ信州ハーフマラソン 飯山市保健センター西側
山崎  裕 10月 7日 マルチサポート クロスカントリースキー

中信地区 救護 。トレーナー派遣状況報告 平成29年 7月 ～12月  (担当部員 高原 祐樹 )
氏  名 活動日 競技名 会 場
磯部 栄二 7月 16日 (日 ) 県大会卓球 松本平広域公園
今村 勇治 7月 9日 (日 ) 県大会相撲 木曽町民相撲場
荻上 敦志 10月 22日  (日 ) 松本市中大会バスケットボール 南部体育館
小澤 成幸 7月 2日 (日 ) 県陸上競技競技 松本平広域公園

7月 16日 (日 ) 県大会軟式野球 筑北村やすらぎ球場
11月 3日 (祝 ) 松本市中大会バレーボール 清水中学校
10月 8日 (日 ) 松本市中大会軟式野球 寿運動広場
10月 22日  (日 ) 中信大会軟式野球 坂北野球場
11月 12日 (日 ) 中信大会バトミントン 信州スカイハ

°―ク
12月 10日  (日 ) 松本武道祭 松本総合体育館

忍田 行憲 11月 19日 (日 ) 中信大会バレーボール 三郷文化公園体育館
川窪 武志 10月 29日 (日 ) 塩筑大会ノ法 ケットボール男女 塩尻中学校体育
北澤 誠也 9月 10日 (日 ) ぶどうの郷ロードレース 塩尻市
曽根 直紀 10月 8日 (日 ) 安曇野市中大会サッカー 豊科南中学校
征矢野勝利 10月 8日 (日 )

県大会サッカー

ぶどうの郷ロードレース

塩筑大会サッカー

中信大会サッカー

中信大会バスケットボール

スカイパーク多目的広場
10月 22日 (日 ) 梓川体育館

嶋崎 健一 9月 10日 (日 ) 塩尻市
11月 12日 (日 ) 塩尻市立体育館
10月 23日 (日 ) 梓川体育館

竹下 真悟 7月 16日 (日 ) アルウィン芝生
9月 10日 (日 ) 塩尻市
10月 8日 (日 ) 中央スポーッ公園
10月 22日  (日 ) 丘中学校

竹内 泰二 11月 13日 (日 ) 塩尻中学校
7月 13日 ～ 7月 15日 北信越国体硬式テニス成人男女 福井県福井市
9月 30日 -10月 3日 本国体硬式テニス成人男女 愛媛県松山市
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高原 祐樹 10月 8日 (日 ) 安曇野市中大会ソフトテニス 豊科南部公園テニスコー ト

10月 15日 (日 ) 安曇野市中柔道 豊科武道館

10月 22日 (日 ) 松本市民祭柔道 松本柔剣道場

11月 26日 (日 ) 醍醐杯 松本総合体育館

中條  昌信 11月 3日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 梓川中学校

11月 3日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 鉢盛中学校

11月 6日 (日 ) 松本市中大会バレーボール 松島中学校

// 11月 19日 (日 ) 中信大会バレーボール 鉢盛中学校

降旗 秀徳 10月 29日 (日 ) 安曇野市中大会バスケットボール 穂高西中学校

10月 22日 (日 ) 中信大会サッカー 豊科南中学校

11月 12日 (日 ) 中信大会バスケットボール 穂高西中学校

保尊 伸昭 7月 16日 (日 ) 県大会バレーボール 安曇野市穂高総合体育館

松村 直行 11月 5日 (日 ) 県大会柔道 三郷文化公園体育館

松尾 雄太 7月 16日 (日 ) アルウイン芝生 県大会サッカー

// 9月 10日 (日 ) ぶどうの姐

`ロ

ードレース 塩尻市

丸山 主税 10月 8日 (日 ) 安曇野市中大会軟式野球 堀金グラウンド

南信地区 救護 。トレーナー派遣状況報告 平成29年 7月 ～12月  (担当部員 伊藤 浩兼)

氏 名 活動日 競技名 会 場

諏訪ブロック

伊藤  篤 9月 3日 中体連水泳 すわっこランド屋外プール

赤羽  翔 10月 8日 中体連サッカー 長峰中学校グランド

漬 ひろみ 10月 8日 中体連野球 茅野市営野球場

野口 邦治 10月 8日 中体連野球 茅野市運動公園野球場

伊藤  篤 10月 22日 中体連バレーボール男子 岡谷南部中学校体育館

増澤 孝信 10月 22日 中体連バレーボール女子 岡谷北部中学校体育館

宮坂 卓治 10月 22日 中体連バスケットボール男子 茅野市運動公園総合体育館

原 隆 10月 22日 中体連バスケットボール女子 富士見中学校体育館

藤田 良輔 11月 12日 中体連バレーボール男子 茅野市運動公園総合体育館

大森 省吾 11月 12日 中体連バレーボール女子 岡谷南部中学校体育館

大森 省吾 11月 19日 中体連ハンドボール 岡谷北部中学校体育館

上伊那ブロック

平沢 俊秀 10月 8日 中体連サッカー 宮田中学校校庭

福沢 茂典 10月 8日 中体連サッカー 赤穂中学校校庭

北原 弘靖 10月 8日 中体連軟式野球 大芝球場

片桐 宣洋 10月 8日 中体連軟式野球 伊那市営球場

酒井  肇 10月 8日 中体連卓球 伊那市民体育館サブアリーナ

J断寸  豊 10月 22日 中体連バレーボール男子 中川村社会体育館

吉原 賢一 10月 22日 中体連バレーボール女子 飯島中学校体育館

佐藤 光洋 10月 22日 中体連バスケットボール男女 伊那中学校体育館

清水 仁美 10月 22日 中体連バスケットボール男女 伊那中学校体育館

飯伊ブロック

西 森 ハ ニ 10月 7日 中体連柔道 飯田市武道館

関島 康道 10月 7日

伊藤 浩兼 8 日10月 中体連サッカー 喬木中学校グランド
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伊藤  睦 10月 8日 // //

石原 尚幸 10月 8日 //

矢澤 克浩 10月 8日 // 高森中学校グランド

田中 兼次 10月 8日 中体連軟式野球 桐林グランド

土屋 隆恒 10月 8日 県営飯田球場

北林 武文 10月 8日 喬木村民グランド

高木 観志 10月 8 日 高森町民グランド

竹内 敏弘 10月 22日 中体連ノ法ケットボール男子 豊丘中学校体育館

木下 陽子 10月 22日
原 翔一郎 10月 22日 中体連バスケットボール女子 豊丘村民体育館

原  友仁 10月 22日

木下甲太郎 10月 22日 中体連バレーボール男子 阿智中学校体育館

星野 良和 10月 22日 //

奥村 幸志 10月 22日 中体連バレーボール女子 緑ヶ丘中学校体育館

馬場 修平 10月 22日
後藤 安成 10月 22日 中体連卓球 高森町民体育館
古賀 修平 11メヨ11日 中体連柔道 飯田市武道館
関島 康道 11メヨ11日

松村 秀樹 11月 12日 中体連卓球 高森町民体育館
井坪 克人 11月 19日 中体連バスケットボール男子 緑ヶ丘中学校体育館
小池 輝宗 11月 19日

木下甲太郎 11月 19日 中体連バスケットボール女子 豊丘中学校体育館
東垣外 竜 11月 19日

′
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介1護予防事業報告‐

介護予防事業報告 (平成29年 1月～6月 )

介護班長 伊藤  睦

●北信地区 担当者 松本 毅

氏 名 月 日 会 場 人数 地区 (市町村 )

小橋 。樋口他 8名 1/11 ひざ腰らくらく教室 (西部公民館 ) 15 中野市

布施谷 。高橋 (和)他 1名 1/18 15

大塚 。布施谷他 1名 1/25 15

松本 。松田他 1名 2/1 15

高橋 (文 )。 鶴田他 1名 2/8 15

樋口 。高橋 (文)他 8名 2/15 // 15

鶴田 。松本他 1名 2/22 15 ク

松田・丸山他 1名 3/1 15 ク

小林 。大塚他 1名 3/8 15

高橋 (和)小橋他 1名 3/15 15

丸山 。中島他 8名 3/22 15

中島・小林他 1名 3/29 15

大塚・月ヽ橋他 6/30 ひざ腰らくらく教室 (中野保健センター) 12 中野市

松本毅 1/14 すこやか倶楽部1班 (飯山老健センター湯の入) 14 飯山市

藤巻雄太 1/28 14

2/18 10 //

肥後和樹 3/4 13

松本毅 3/18 14

肥後和樹 4/4

山崎裕 4/14 // 10

藤巻雄太 4/26

沼田鉄平 5/12

松本毅 5/24 12

廣り||さ つき 6/6 14

山崎裕 6/16 12 //

藤巻雄太 6/28 13 //

肥後和樹 1/7 すこやか倶楽部2班 (飯山老健センター湯盛 15 飯山市

藤巻雄太 1/21 15

肥後和樹 2/4 16

松本毅 2/25 17

3/11 16

中島琢磨 3/25 16

松本毅 4/5
//

//

//

ク

13

肥後和樹 4/18 14

山崎裕 4/28 14

肥後和樹 5/16 15

沼田鉄平 5/26
14
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松本毅 6/7 // 14

廣り||さ つき 6/20 14 //

山崎裕 6/30 14

1/5 すこやか倶楽部3班 (飯山老健センター湯の入) 14 飯山市

沼田鉄平 1/19 // 14

2/2 14

山崎裕 2/16 14

藤巻雄太 3/2 14

山時裕 3/16 // 14 //

沼田鉄平 4/7

松本毅 4/19 //

肥後和樹 5/2 // 10

藤巻雄太 5/17 10

肥後和樹 5/30 //

沼田鉄平 6/9 12

藤巻雄太 6/21 10

1ノ
/11 すこやか倶楽部4班 (飯山老健センター湯の入) 13 飯山市

肥後和樹 1/25 // 14

藤巻雄太 2/8 15

沼田鉄平 2/22 15

3/8 15

3/22 15

廣川 。松本 4/11
ク

沼田鉄平 4/21 //

廣り||さ つき 5/9 8
山崎裕 5/19 6
藤巻雄太 5/31 6
肥後和樹 6/13 1                   // 7
沼田鉄平 6/23 8

か倶楽部5班 (飯山老健センター湯の入ア 15 飯山市
山峙裕 1/26 1                    // 15
山崎裕 2/9 16
肥後和樹 2/23 //

15 //

3/9 //

//

//

//

//

//

15
山崎裕 3/23 15 ク

藤巻雄太 4/12
//

廣り||さ つき 4/25

松本毅 5/10 10
廣川さつき 5/23 10 //

山峙裕 6/2 12 ク

松本毅 6/14
//

肥後和樹 6/27

松本毅 1/4 望 倶ヽ楽部6班 (飯山老健センター湯の入) 16 飯山市
藤巻雄太 1/18 ク

　
一　
ク
　
一一　
ク

16
肥後和樹 2/1

15
松本毅 2/15

16
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介護予防事業報告

ヘ

ヘ

沼田鉄平 3/1 16

藤巻雄太 3/15 16

松本毅 3/29 // 16 //

松本毅 1/12 はつらつ健康教室 (飯山保健センター) 9 飯山市

1/19 9 //

1/26 // 9

1/2 // 9

2/9 // 10

2/16 10

2/23 10

3/2 10

3/9 10

3/16 10 //

松本・肥後 3/23 // 10

松本毅 3/30 10 //

松本毅 4/17 はつらつ健康教室 (月曜日コース) 7 飯山市

4/24 // 7

// 5/8 7

// 5/15 9

5/22 9

5/29 9 //

6/19 8 ク

6/26 9
// 4/6 はつらつ健康教室 (木曜日コース) 10 飯山市
// 4/13

4/20 10

// 4/27 8

5/11 10

// 5/18 12

5/25 10

6/1 13

6/8

6/15 13

6/22 13

6/29 13

松本毅 1/24 転倒予防教室I(飯山老健センター湯の入) 4 飯山市
// 2/14 14

// 2/28 14 //

// 3/14 // 14 //

// 3/28 14

// 4/1 14 //

4/15 14

5/6 13

5/20 12

6/3 13

// 6/17 9 //
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介護予防事業報告

山崎裕 1/17 筋カアップ教室 (木島平保健センター) 15 木島平村

1/24 15 //

1/31 // 15 //

2/7 15 //

2/14 // 15 //

2/21 14 //

2/28 14 //

3/7 // 14

4/25 14

5/2 14

5/16 14

// 5/23 14

5/30 14

6/6 14

6/13 14

6/20 // 14 //

6/27 // 14

●中信地区 担当者 森本健雅
氏 名 月 日 会 場 人数 地区 (市町村 )

降旗秀徳 。中村吉孝 1/6 三郷JA改善センター 30 安曇野市三郷

1/13 26

// 1/20 30

1/27 // 28 //

2/3 // 29 //

2/10 25

// 2/17 23

// 2/24 23 //

3/3 25 //

降旗秀徳 1/24 18

2/21 16

3/21 17

降旗秀徳・森本健雅 1/10 安曇野市社協堀金支所 14 安曇野市堀金

森本健雅 1/17 // 12

降旗秀徳 1/24 14

森本健雅 2/7 13

降旗秀徳 2/14 13

森本健雅 2/21 15

降旗秀徳 3/7 15

3/14 14

森本健雅 3/21 12

降旗秀徳 1/23 堀金田多井区公民館 20 安曇野市堀金

森本健雅 2/13 19 //

降簑秀徳 2/27 20 //

森本健雅 3/13 20 //
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第35回NJSゴルフコンペ開催 (中信地区)

中信地区 倉科 正

快晴の中 第35回 NJSゴルフコンペが 9月 23日 (祝)に木曽高原宇山カントリークラブで開催をい
たしました。

【団体戦】

優勝

準優勝

3位

4位

【個人戦】

優勝

準優勝

3位

BB賞
BM賞

各地区上位 4名のネットの合計

南信 (合計289.8、 井坪克人70。2矢澤克浩70.8吉原賢-73.6宮下厚75。 2)

東信 (合計303.2、 柏木久明74.2内山富之75。2柳原博史75。4石坂秀司78.4)

北信 (合計306.8、 野本真-72.2中澤袈裟春73.8竹内正79。4西條義郎81.4)

中信 (合計308.8、 佐々木克明71.6中島今朝光76.2降旗秀徳79.8柳沢恵-81.2)

新ペリア方式

井坪克人  (南信地区)40・ 41 グロス81 HDCP10.8

矢澤克浩  (南信地区)46・ 44 グロス90 HDCP19.2

佐々木克明 (中信地区)51・ 47 グロス98 HDCP26。 4

峯村冨子  (北信地区)55・ 56 グロス11l HDCP28.8

倉科 正  (中信地区)65・ 60 グロス125 HDCP40.0

卜70.2

卜70.8

卜71.6

卜82.2

卜85.0
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1鋏 圃

【個人戦】
優勝
準優勝

3位

グロス

柳原博史 (東信地区)40・ 39 グロス79

井坪克人 (南信地区)40・ 41 グロス81

上原 哲  (南信地区)44・ 43 グロス87

【参加選手】

南信地区 宮下厚、井坪克人、吉原賢一、渡ひろみ、小野啓吉、木下芳郎、片桐宜洋
上原哲、伊藤睦、矢澤克浩、小嶋静人

東信地区 柏木久明、内山富之、柳原博史、石坂秀司
北信地区 野本真一、中澤袈裟春、竹内正、西條義郎、峯村冨子
中信地区 佐々木克明、中島今朝光、降旗秀徳、柳沢恵一、磯部栄二、竹内泰二

保尊伸昭、倉科正

トーク  徳武修一

【景品スポンサー】

船 トーク、いエス・エス・ビー 北信営業所、テイコクファルマケアい、的TOSCOM、
l■l増田薬品、高田保会長

「

^ヽ

ヽF

優勝 井坪克人会員

以上 敬称略

以上 敬称略

一」

一・一

優勝チーム 南信地区

一怒
蜀屏

珀

飩
矢澤克浩会員
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3連覇 おめでとうございます

BB賞 峯村冨子会員

BM賞 倉科正会員 ベスグロ 柳原博史会員

第 7位 磯部栄二顧問



鰈|

平成29年度 日本赤十宇社長野県支部含同
災害救護訓練参力1報告

平成29年 10月 14日 (土)午前 8時30分 より下

伊那赤十字病院をメイン会場に合同災害訓練が

行われ長野県柔道整復師会赤十字奉仕団として

南信地区から18名 (石田国博 。伊藤浩兼・伊藤

睦 。上原 哲・尾曽共春・北原弘靖 。木下甲
太郎 。木村浩士・竹内敏弘・土屋隆恒・福沢茂

典・藤田良輔 。松村秀樹・丸山 剛・宮下
厚・矢澤克浩・渡邊 尋 。小野真理恵)の参加
がありました。

訓練は、南信地域を震源 とするM7程 度、
最大震度 6強の地震で長野県南部に死者負傷者

およそ1300人、全壊およそ1500棟、半壊4500

棟、ライフラインの寸断等、甚大な被害を受け

下伊那赤十字病院が半壊したとの想定のもと国

内型緊急対応ユニット (dERU)を屋外設置し、

仮設の診療スペースを確保した上で救護活動を

展開する「移動式仮設診療所設置及び運営訓

練」を新たに加えあらゆる災害形態及び規模に

対応した救護活動の実施ができる事を目的に進

められました。

南信地区事業部 矢 澤  克 浩

この訓練の中で柔道整復師は、長野県赤十字

救護隊と合同で炊き出し用テント、負傷者搬送

用テントの設営、dERU展開 。資機材準備、簡

易ベッド、担架等の立ち上げ支援をした後 9班

(柔道整復師 2名救護隊 2名 =4名編成)に分
かれ班ごと担架搬送時の声掛け、担架からベッ

ドヘの載せ替えの方法、その他打ち合わせなど

して実働訓練開始に備えました。

午前10時40分、実働訓練が開始され名子原体

育館 (災害現場)か ら倒壊のおそれがある中、

傷病者を 1から5班が トリアージポイントまで

の傷病者搬送、 トリアージ後に各色分けされた
ブースヘの搬送を担当、 6か ら9班が トリアー

ジ後、軽傷者の応急処置を担当し、約 1時間15

分の実働訓練を終え各班ごと検証 (反省会)し

各班長がまとめた反省点などを発表した後、炊

き出し訓練のおにぎり&豚汁を頂きました。

昼食後、午後 1時より全体の検証報告 。講評

などが発表され閉会式を終え片付けをした後解

散となりました。

訓練参加者 テン トの設営
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dERU展開 エアーテン ト設置

傷病者状況確認 傷病者搬送

トリアージポイント 軽傷者への処置

今回の訓練に参加して長野県柔道整復師会赤

十字奉仕団としての役割、災害現場での統一し

た認識、知識、以前県内各地で行われた訓練で

の反省点など伝達事項を生かせるように事前準

備、勉強したうえで訓練に参加した方が災害現

場に大切な『連携』がスムーズに行われると感

じました。
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平成29年度生涯学習請演会

平成29年 10月 15日 (日 )長野市のホテルメト
ロポリタン長野 3階浅間 に於いて生涯学習講

演会が開催されました。本年度は、自転車で世

界一周を成し遂げられたサイクリス トの小口良

平先生を講師にお招きし「夢をあきらめないで

～世界一周自転車旅をして感じた故郷の美しさ

～」の演題で、87名 (東信10名・北信34名・

中信 8名・南信 7名 。一般28名 )の参加を頂

き、各国でのエピソードも交えて故郷の美しさ

を再認識された事、また、旅で得た経験から

「夢を追いかけることの大切さ」、「夢を持つ力

について」ご講演戴きました。

講演では、旅をはじめた目的、きっかけとし

て 3つ、
。「人生一時成せば足る」自分だけの轍をつ

くり、自己嫌悪ばかりの自分に自信をつけた

い。

。自転車ならではのスピー ドで世界中の

「人・自然 。文化・風景」との出逢いを楽しみ

たい。

・世界一周の夢を実現する過程で、次の自分

の夢、新たな夢を探したい。

そして、その実現の為には「時間・お金・覚

悟」の 3つが必要との事でした。2007年 3月 か

ら本格的に始めた自転車での世界一周のチャレ

ンジ中には様々なトラブルやアクシデントもあ

事業音Б 権藤 俊和

ったようですが、世界各国の人々の暖かさや、

優しさに支えられて、世界157ケ 国、走行距離

155,502km(1日 平均150km)を 8年半の歳月

を掛けて走破し世界一周を成し遂げられた。

旅を振り返ってみて実感された事は、

。世界を旅するには、「こんにちは」、「あり

がとう」、「おいしい」の3つの言葉が大事。
。「旅」を一言で表すと、「シンプルな幸せに

気付かせてくれた。」

・「百聞は一見に如かず。百見は一験に如か

ず。」。「知ることから始めよう。」

また今回の講演で一番伝えたいことは、

・チャレンジャーで有り続けること。ツヒ戦し

続けること。

。まずは、自分の生まれた地を離れてみよ

う。自分のルーツを知る。

・夢を発信すること。の3つ との事でした。

今後は南極にそしていつかは月に行きたいと

の大きな夢があり、また地元で様々な自転車や

アウトドアのイベント開催やカフェ&ゲストハ

ウスを開きたいとも考えているそうです。

小口良平先生には、大変お忙しい中、ご講演

いただき感謝申し上げます。また、聴講者には

早朝より長時間の講演会にご参加いただきあり

がとうございました。

ハ
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平成29年度 生活習慣病予防健診

ヘ

ヘ

(一財)全 日本労働福祉協会の協力で平成29

年度「 (公社)長野県柔道整復師会 生活習慣
病予防健診」が10月 22日 (日 )に「林友渚カナ

デアンホール (松本会場 )」 に於いて31名、ま

た10月 29日 (日 )に は「長野県柔道整復師会々

館 (長野会場 )」 に於いて39名 の方々の申し込

みによりそれぞれの会場で健診が行われまし

た。

この健診は、会員の健康とそれを支える家

族、従業員の健康管理の為に、毎年 (公社)長

野県柔道整復師会が福利厚生の一環として行っ

ています。

今年度、松本会場で健診された若い会員では

Bコ ース (基本コース)を希望された会員が多

く、また40歳代以上の会員ではAコ ース (ド ッ

中信地区 権藤 俊和

ク健診)の腫瘍マーカー検査と超音波検査が追

加されたより幅広い検査を希望された会員が多

くいました。

また、オプション検査では、前立腺腫瘍マー

カー検査 (PSA)と ア ミノイ ンデ ックス

(AICS)と いう新しいがん検診を希望された会

員も多くいました。

健康の為には、病気の早期発見、早期治療に

心掛けることが何よりも大切であり、超高齢化

社会を迎え、ここ数年言われている健康寿命を

延ばし平均寿命との差を縮め、健康で元気に仕

事をしていく為には、年に 1回の定期健診をお

勧めします。

来年度は是非多くの会員の参加を期待してお

ります。

фいお|ご1

健診車 健診車内
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平成29年度
ホストコンピューター定停1打含会

平成29年 11月 17日 (金)に事務局ホス トコン

ピューター定例打合会が開催されました。

出席者は本会事務局員 5名、宮下厚 IT広報

部長、導入初期から係わっているコンピュータ

ー委員 2名、ソフト開発会社 2名、保守管理会

社 5名であった。

この打合会は保険業務、本会会員管理等を行

うホス トコンピューターシステムの一年間の稼

働状況、改善点などを利用者、開発会社、管理

会社各々の立場から意見を聞き検討するために

年 1回開催されている。

このシステムは本会業務に合わせてカスタマ

1丁広幸晨音剛 部長 宮 沢  康 信

イズされており、突発的な処理案件や新たに発

生した処理、不具合などに対しプログラムの追

加、改善を積み重ね仕上がってきています。

今年度はシステムの不具合は 1件のみで、そ

の他は改善点、要望、質問で全体の検討案件も

少なく、システムとして完成度が高まったと思

える内容であった。

会議終了後、開発会社より低予算で可能なグ

ループウェア (シ ステム自体は無料)の提案を

受け、 ITの進歩の早さに驚き、今後会務の省
力化、効率化に役立つ話を聞くことも出来有意

義な会議であつた。
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(公社)長野県柔道整復師会
平成29年度保険講習会開催

平成29年 11月 26日 (日 )午前10時～12時の日

程で「佐久市市民創錬センター」に於いて、公

益社団法人長野県柔道整復師会主催 平成29年
度保険講習会が開催されました。

講師として関東信越厚生局長野事務所より、

医療事務専門官の清水浩一様と指導第一係長の

小平健一様にお越 しいただき、「柔道整復師の

受領委任に係る取 り扱いについて」及び「柔道

整復師の施術に係る療養費の算定基準」「協定

書・受領委任の取扱規程」「柔道整復施術担当

者の指導監査 。指導監査要綱」について、それ

ぞれ講義を頂きました。

今回は経費削減のため保険部長柏木久明先生

のご奔走により、佐久市市民創錬センターを抑

東信地区保険部長  西琳寸 Z滞己

えていただき無事に終了することができまし

た。初めての会場ということもあり、ご出席の

先生方には道に迷われた方もおいでのようでし

たが、経費削減のためとご理解いただき、ご容

赦くださいますようお願いいたします。

尚、当日の出席者は以下の通りです。

東信の参加者は73名 (参加義務者76名 )2名
欠席

北信の参加者は136名 (参加義務者143名 )7
名欠席

社団タト参加者17名  」B 15名  日本柔道整
復師会  1名  無記名 。無所属 1名
昨年開催中信 。南信の未受講者それぞれ 3名

中2名が受講しました。

柏木保険部長挨拶 講習会会場
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平成29年度
長野県柔道整復師会・ 健康保険組含連含会

長野連含会懇談会

恒例の (公社)長野県柔道整復師会と健康保

険組合連合会長野連合会との懇談会が、平成29

年12月 14日 (木曜日)午後 4時より長野市内の

ホテルメトロポリタン長野にて開催された。

健康保険組合連合会長野連合会

会   長
曽川 壮平 (長野市 。長野県農業協同組合 )
副 会 長
井出 光昭 (諏訪市・エプソン)
保健医療分科会会長

北野  敬 (長野市 。長野電鉄 )
保健医療分科会副会長

北平富美雄 (松本市 。長野銀行 )

柔整師施術療養費審査委員

遠藤  進 (長野市・元信濃毎日新聞)
柔整師施術療養費審査委員

冨澤 幸正 (長野市・北野建設)
柔整師施術療養費審査委員

小坂 征史 (長野市 。自動車販売店 )
事務局長

中村  章

(公社)長野県柔道整復師会

会   長
高田  保 (上松町・高田整骨院)
副 会 長
酒井 正彦 (長野市・酒井整骨院)
副 会 長
安藤 恒久 (岡谷市・安藤整骨院)
副 会 長
柏木 久明 (佐久市 。かしわぎ整骨院)
東信地区長

石坂 秀司 (上田市・石坂整骨院)

保険部副音限  西 條  賢 治

北信地区長

西條 賢治 (長野市 。古牧整骨院)
中信地区長

保尊 伸昭 (安曇野市 。穂高整骨院)
南信地区長

宮下  厚 (駒ケ根市 。宮下整骨院)
常   務
霜村  巌 (長野県柔道整復師会 )

健康保険組合連合会長野連合会保健医療分科

会会長の北野敬様の開会の辞にて始まり、健康

保険組合連合会長野連合会会長曽川壮平様が

「 (公社)長野県柔道整復師会には大変お世話に

なってお ります。国の保険財政は大変に厳 し

い、高齢者医療の医療費負担が重 く、県内21組

合中6割が赤字となっている。はしご受診等を

なくしたい。適正化をよろしくお願いしたい。」

とご挨拶。続いて (公社)長野県柔道整復師会

会長高田保より、日頃より長野県柔道整復師会

にご理解をいただいていること、また健康保険

組合連合会長野連合会とのこのような懇談を持

っていただくことへの感謝の意が述べられ、各

代表の自己紹介に移る。それぞれからの自己紹

介のあと、健康保険組合連合会長野連合会事務

局の中村章様の司会により協議事項に入る。

先ず始めに、当面の諸問題ということで意見

の交換が行われた。特に健康保険組合連合会長

野連合会より要望と。質問が出され、それにつ

いて (公社)長野県柔道整復師会側から説明を

していく形で進められた。質問等の内容から支

払い側と請求側との対話 。懇談がいかに必要な

ものか毎回感じる。予定の時間も足 りないほど

活発な受け答えが行われた。
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健康保険組合連合会長野連合会からの要望と

して、一部ではあるが療養費の申請について提

示される被保険者証の記号番号をよく確認して

いただきたい。申請書に記載された記号番号が

旧被保険者証の記号番号のまま請求されてい

る。被保険者証の記号番号の変更もありますの

でよろしくお願いします (長野県農業協同組合

健康保険組合 )。 8月 の審査会の開催

て、通常と同じ時期の開催をお願いし

要望があった。

その後、会場をかえ懇親会に移 り、

互いの疑問点や誤解されているところ

れるように説明責任を果たし、有意義

を終了した。

E隋 ||

日につい

たい。等

日頃のお

を理解さ

な懇談会
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北信越プロック理事会報告

平成29年 11月 18日 (土)福井県パレスホテル

において北信越ブロック理事会が開催された。

午後 1時～ 3時まで通常の理事会、午後 3時～

5時まで日整から豊嶋政策部長・三橋総務部長

をお招きしての「日整の政策に関する意見交換

会」が行われた。

【理事会の議題及び回答】

《Q、 石川県》

平成26年 4月 11日付で厚生労働省医政局よ

り各都道府県・保健所を設置する市等に「広

告の指導に関する調査 (依頼 )」 があり、当

会では会員に広告看板の適正化を指導してき

たが、保健所等が行政指導を行った様子もな

く、個人契約者の違法広告が横行している。

他県では、行政指導が行われたか、また、

違法広告看板に対しどのような対応をしてい

るかご教示願いたい

《A》

福井県⇒厚労省からの「広告の指導に関する

調査 (依頼 )」 に基づ く調査及び指

導については把握していないが、当

会から保健所に個人契約者に指導を

依頼し実施されたことがある。

富山県⇒特に把握していない

新潟県⇒厚労省からの調査依頼があったこと

は、承知しているが、実施されたか

否かについては分からない。

長野県⇒長野市保健所で調査は行ったが指導

は行っていない。保健所は広告に関

し指導権限はあるが、法的措置がと

れないため、過日、当県の自民党県

連に、保健所に法的措置がとれる権

限を与えていただきたい旨の要望書

副会長 酒丼 正彦

を提出した。

《Q.富山県》
厚労省は、 9月 4日柔整療養費の不正請求

対策を強化するため、協定書の審査委員会設

置要綱と指導監査要綱を改正した。この運用

に関しては、47都道府県審査会毎個々の判断

にて実施との事である。運用判断に格差が生

じることとなるが、これで良いか各県の見解

を示してください。

《A》

長野県⇒ある程度のすり合わせは必要と思う

が、各県により格差は必ず出ると思

う

福井県⇒審査基準を統一すべきという事にな

ってはいるが、今までのローカルル

ールでメリットがある事も事実であ

る。今後、柔整療養費検討専門委員

会で出されたものについて従って行

くことはやぶさかではない。

石川県⇒運用に関しての詳細はまだ示されて

いないので、今後の推移を見守りた

い

新潟県⇒ 9月 4日 、通達は出たが当県では現

在のところ今まで通りの運用をして

いる。今後、動きが出たらそれに合

わせて対応を考えて行きたい。

《Q.新潟県》
保険者の外部委託会社 (コ アジャパン)か
らの照会状況について

。国保、後期高齢に入っている (関東 。大

阪)

。直接施術所に電話が来る
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東信親睦会

平成29年 10月 28・ 29日 、東信地区 千曲整研

会と上田整研会の第 2回合同親睦交流会を大田

区休養村とうぶにて開催しました。

普段運動する機会が少ない東信地区会員にも

運動をして、汗をたっぷりかいてリフレッシュ

しながら交流を深めて頂こうと、浅川千曲整研

会長と打ち合わせる中で、ビーチバレー、 ドッ

ジボール大会に決定。

当日は雨模様で天気も悪い中、総勢37名 の会

員に参加していただけました。

石坂地区長の開会の挨拶のあと、Aと Bの 2

チームに別れて早速ビーチバレーからスタート

しました。準備運動やス トレッチで悲鳴を上げ

ていた方も、いざ試合が始まると別人のような

動きに。キレのあるサーブや鮮やかなトス回し

からスパイクと大盛 り上がり |

日頃言えないことはボールに託して、皆で思

いを共有できたかと思います。

試合の結果はリーダーの引っ張る力が強い方

に軍配が上がり、石坂地区長のBチームの 2連

勝という結果でした。

上田整研会会長 堀 内  1専之

ビーチバレーで力を使い果たし、とても動け

ないということで、急邊種目を卓球に変更し、

和やかな雰囲気の中で第一部の幕を閉じまし

た。

終了後の懇親会は石坂地区長の陣頭指揮の

元、BBQ大 会を行いました。
乾ききった喉と、空腹のお腹に、山積みのお

肉と大量のビールやお酒も次々と皆さんの胃袋

へ消えていきました。

毎回恒例となった暖かい豚汁、地区長の更な

る団結を深めていく熱い話と、小林事業部長の

一本締めで寒さを吹き飛ばし、盛会の中で無事

に終えることができました。

今回のような交流会を通して日頃、話せない

ことを語り合えることで、様々な問題も皆で乗

り越えていけると強く感じました。

毎週の会務で休みの無い中、準備の段階から

影で支えて下さつた会員、大量の差し入れをし

てくださった会員、そして、会を盛 り上げよう

と参加して下さつた皆様、本当にありがとうご

ざいました |

ビーチバレー 卓球
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地区だより

北信州ハーフマラソン大会

9月 25日 長野県北部、豪雪地帯で知られる飯

山市 。野沢温泉村・木島平村で行われた北信州

ハーフマラソン大会。コースは 3キ ロ、10キ

ロ、ハーフとあ り、 3キ ロは飯山市街地を一

周、10キロは木島平村から、ハーフは野沢温泉

村からスター トしゴールの飯山市街地を目指し

ます。ゴール会場では飯山地方の物産・特産品

の展示、販売等で地元地域の方々の活気を感じ

ました。当日は約2000人のランナーが参加、こ

の北信州を疾走しました。

私たちはゴールのケアボランティア活動に参

カロしました。会場に到着し準備をしていると、

大会役員の方が挨拶に来られ木島平産コシヒカ

リ (有名ブランド米です)の塩むすびと菜っ葉
の漬物をどえらく頂きました。会員皆で美味し

く頂きましたが、あまりに多いため終了後も会

員で分け合いました。ボランティア活動では飯

山市役所の方 1名にお手伝いして頂き、受付を

してもらい大変助かりました。

活動中は 9月末にもかかわらず日差しが強く

暑いくらいでした。最初は3キ ロの選手がゴー

ルし始め10キ ロ、そしてハーフのランナー達が

ゴール。私達のサービステントにも徐々に走 り

終えたランナーが、マッサージの受付に集まり

マッサージの開始。会員達も慣れた様子で次々

マッサージを行い、時にはランニング中のフォ

北信地区 スポーツ支援部 大 □  友 久

―ムの指導、ランニング障害への対応、雑談そ

の他 (柔整師の広報活動)を交えながらケアを

行いました。

ランナー達が次々ゴールしサービステントの

前でマッサージを待つランナーが多 くなり始め

たその時、ゴールエリアからキラリと汗を光ら

せながらこちらに向かって来るランナーが一

人。「お疲れ様です。」と爽やかな笑顔を見せな

がら来られたランナーは宮本義豊先生。そして

走 り終えまだ汗も引かないうちからマッサージ

を開始。私達も負けていられずペースを上げ 2

時間半程のサービスで122人のケアを提供する

ことが出来ました。

今回参加して頂いた小橋義彦先生、篠崎裕一

先生、宮本義豊先生、久井真先生、松田和也先

生、熊井貴一先生、小橋茂之先生、小橋香穂先

生、暑いくらいの秋空の下、参加 して頂き誠に

ありがとうございました。
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地区だより

塩尻市ぶどうの郷ロードレース

平成29年 9月 10日 (日 )に第 9回塩尻市ぶど

うの郷ロードレースが松本歯科大学をメイン会

場として開催されました。

川窪整骨院から嶋崎健一会員と北澤誠也会

員、誠心堂整骨院から松尾雄大会員と私の 4名

でレース前後の選手のケアを担当しました。

塩尻市ぶどうの郷ロードレースも9回 日と言

うことで皆様への認知度も高まり、昨今のラン

ニングブームも相まって北は北海道から南は高

知県まで全国から1401名 のランナーが参加され

ました。

当日の朝は10℃ 近くまで気温が下がつたせい

か 7:30の受付とほぼ同時にテービングやケア

の希望者が集まりました。

私と嶋崎会員はぶどうの郷ロードレースの ト

レーナーも3回 目だつたので、役員の方とも顔

見知りになり特に問題もなく朝一番からのケア

を行うことができました。

選手のスタート直後から気温がぐんぐん上が

っていき残暑とは呼べないくらいの暑さで最高

気温も30℃ 前後まで上がっていました。その為

9月 のロードレースなのに熱中症のランナーも

大勢出てしまいました。

救急車も数台出動し、救急隊員・救護係のド

クターと連携しながら私たちも応急手当のお手

伝いをさせていただきました。

救急隊員の方の迅速な対応や、 ドクターの的

確で素早い検査法は、とても勉強になり普段の

施術時の刺激にもなりました。

私たちの持ち場のケアの話に戻りますと、ロ

ードレースの トレーナーを経験したことのある

中信地区 竹下 真悟

先生たちはよくわかると思いますが、選手がス

タートしてしまうと暇です (笑 )。

ただ、今回はこの間に先ほどの熱中症の選手

の対応もさせてもらえたので今回のトレーナー

は大忙しで、とても充実していました。

選手のゴール後からは、アフターケアや怪我

のケアの方たちでブースの前に長蛇の列ができ

てしまうほどでした。

『選手の状態を素早く判断し、的確なアプロ

ーチで短時間の施術で選手の悩みを解決す

る |』 私がトレーナー活動をやっている時で一

番楽しい瞬間です !

一人当たりに時間を取れないので、ベッドに

案内しながら問診をし、歩く姿勢や一つ一つの

動作を注意深く観察しながら施術を行い、数分

の施術後にベッドから立ち上がる時に「楽にな

った lあ りがとう 1」 と言ってもらえた時の何

とも言えない達成感は普段の施術時とはまた違

いトレーナー活動の最高のご褒美だと私は感じ

ます。

今回は私たち4名で185名 の方のケアをさせ

ていただきました。改めまして皆さんお疲れさ

までした。

私のような若手の柔道整復師は、 トレーナー

活動などの現場に出ることで外傷に強くなるこ

とや地域の信頼を得ることなど、まだまだ厳し

くなるであろう現状に対応できる技術・知識な

どを養うことがとても大切だと思います。

これからも、色々な現場での経験を活かし信

頼される柔道整復師を目指していきたいと思い

ます。
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地区だより

上伊那プロックでの
ボーリング大会と暑気払い

今年度より、上伊那ブロックの事業部長とい

う役を任せられ、ついにこの日が来たかと率直

に思いました。暑気払いは何をやろうかと考え

る中、ふと思ったことが、ボーリング世代の会

員の皆様方は果たして本当に上手いのか ?と 。

私が入会した当時、ボーリング競技で3位入賞

した経験があり、「自分もやるなあ」と当時は

思いました。

そこで十数年ぶ りにボーリングを復活させ、

年配の先生方の腕前 と自分の腕 も錆付いてない

かを確認しようと、7月 8日 (土 )15時 よリミ
ノワボウルにて、22名の猛者達が参加し、上伊

那ブロック杯を開催しました。

まず、競技開始前に始球式を行いましたがま

したが、宮下厚会長 7ピ ン、小野啓吉顧問0ピ

ン、飯塚副会長 0ピ ンと散々たる成績でした。

皆様、久しぶりのボーリングのため、ガター

になったり、ス トライクが取れない度に、「レ

ーンが曲がってる」、「ボールが悪い」など、自

南信ブロック上伊那地区  Jヒ原  弘 靖

分の腕が悪いのを棚に上げ、言い訳ばかりしな

がら各会員の皆様、何とか 2ゲーム投げ切りま

した。それでも投げる度に歓声が上がり、終始

和やかな雰囲気の中での競技となりました。

福沢副会長には優勝しないように気を使って

いただいたかと今でも思っています。決して実

力で20位になったわけではないと思っておりま

すし、`}寸度したわけでもありませんが、ご本人

より、競技後、ボーリングではなく、来年はや

っぱり得意のマレットゴルフに戻すようご指摘

がありました。決して不得意ではないと思って

おりますが・・・。

その後は近くの焼き肉屋「縁結」にて例会を

行った後、慰労会・表彰式に移 り、更に会員同

士の親睦を深めることができました。

年々参加者が少なくなる中、ご出席頂いてお

ります会員の皆様方には感謝申し上げ、今後と

も、事業部への参加・ご協力のほど、宜しくお

願い致します。

参加された上伊那ブロック会員の皆様
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地区だより

第3回南信州まつかわハーフマラソン大会
救護活動報告

南信ブロック飯伊地区 木 下  甲 太 良F

大会実行委員会 (松川町教育委員会事務局)よ り救護員派遣の依頼があった今大会に、当地区会員

5名で参加した活動について報告します。

活 動 日

活動場所

ランナー

種  目
参加会員

活動報告

・処置人数

・処置件数

(内訳 )

平成29年 9月 10日 (日 )7:00～ 13:30
下伊那郡松川町中央公民館えみりあ 1階交流室 ランナーケアコーナー

1,54844

ハーフ /5Km/3Km/3Kmフ アミリー

5名  (北林武文 小澤雄司 矢澤克浩 原翔一郎 木下甲太郎 )

81名 (ス タート前 16名 / ゴール後 65名 )
102件 (利用者が処置を希望された件数)

下腿部30件 /大腿部19件 /足関節15件 /腰部13件 /膝関節 8件 /殿部 4件

全身 3件 /背部 2件 /足底部 2件 /股関節 1件 /踵部 1件 /申告なし1件

多部位に及ぶ筋痙攣 (熱中症の疑い)3件

来所時、全ての利用者に体調の確認、必要に応じてバイタルチェックを行った。

熱中症・脱水症状が疑われた 3名の方については病院への搬送を依頼した。

会場内に当会の「のぼり旗」等を設置させていただき、活動と柔道整復師会の業務内容について啓

蒙・PR活動を行った。

大会本部には下伊那日赤病院を中心とした救護所も設置。救急車 1台が常駐。AED付 き救護車 5

台がコースを巡回。消防署職員 3名、看護師 4名、保健師 5名配置。リタイアや病院搬送を要する

事態への対応がされていた。

重度の筋痙攣、車椅子、過度の多汗の方がみられたが、内科的疾患も疑われるケースでもあったた

め、日赤の救護所、また我々のケアコーナーを訪れる前に症状やバイタルに応じた振 り分けを行う

場所の設置が必要と感じた。 (大会実行委員会へ報告済み)

雄骨腕 /整脅腕では 骨・筋肉 0日饉などに発生した

「骨折・麟虐・ IIFE・ 擦控・ 1製田 など

亀性・亜堂性張 ― の議 行って
tヽます
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磯部会 50周年記念祝賀会

平成29年 10月 21日 (土)ホ テルモンターニ
ュ松本において磯部会50周年祝賀会が開催され

ました。

磯部会とは松本市にある磯部整骨院で研修を

行った会員を中心に結成されたもので、毎年定

期的に勉強会等を行い会員間のスキルアップや

親睦を図っております。現在、会員は40名程に

なります。

今回、磯部栄二会長が先代から引き継ぎ50年

になるのを期に開催されました。

当日は生憎の小雨にも関わらず県内を中心に

21名の会員と関係者の方が出席されました。

初めに開会の辞を竹内泰二会員、中島今朝光

実行委員長の挨拶の後、磯部栄二会長挨拶、顧

間の磯部研一医師の挨拶と続き、祝電が披露さ

れました。

磯部栄二会長の挨拶では、研修生や関係者を

労うと共に、これまでひた向きに施術に当たっ

てきた事や思い出等を語られました。

この後、メモリアルムービーが上映され50年

間の出来事や、研修後開業された会員方を順に

紹介されました。

ここで磯部会長の経歴を紹介させて頂きたい

と思います。

現在77歳。東京で柔道整復師の免許取得後、

研修を積まれ松本市上土にて「磯部整骨院」を

引き継がれました。治療においていち早 くカイ

ロプラクテイックを取 り入れられ、特にガンス

テッドテクニックを勉強され、アメリカに3度

渡り研修を積まれました。また、多くの医師や

同業の方との親交があり知識や技術の研鑽、習

得を図られる一方、今まで得た多くの臨床経験

から独自の治療法や補助具等を考案されました。

そういった知識や技術を会員は元より県内、

中信地区 杉原 直樹

全国各地へ講演に出向かれ惜 しむことなく披

露、ご指導されておられます。

また、長野県柔道整復師会会長、日本柔道整

復師会理事、日本柔道整復接骨医学会理事 。監

事、柔道整復研修試験財団情報編集委員長等を

歴任されており、そういつた功績から長野県知

事表彰、厚生労働大臣表彰、日整帰一賞など受

賞されました。

さて祝賀会に戻 りますと、小林栄寿会員の乾

杯の挨拶の後祝宴があり、それぞれ和やかに談

笑と美味しい料理に舌鼓をうちました。

後半に差し掛かり、磯部会長ご夫妻に50周年

祝いとして、高田保県会長に長野県柔道整復師

会会長就任祝いとして、磯部整骨院永年勤続退

職表彰として、長らく事務を担当された佐藤恵

子さんにそれぞれ記念品が員曽呈されました。

磯部会長はお酒も入り感極まったのか、ひな

壇で贈呈に臨んだ会員を担ぎ上げ、得意技 ?の

肩車を披露される一幕もありました。

その後、記念撮影、万歳三唱を荻上良尚会

員、閉会の辞を宮澤直哉会員と大盛況のうちに

閉幕となりました。

二次会もほとんどの方が時間の許す限り出席

され大いに盛 り上がりました。

私も磯部整骨院には4年間研修でお世話にな

りましたが、一口に50年 といっても半世紀もの

間仕事を続けられてきた事に対し、驚きと敬意

の念を禁じ得ません。まだまだ現役で施術に当

たられると思いますが、これから先、少しでも

磯部会長の様に頑張っていけるよう技術の習

得、研鑽は元より健康に留意していきたいと感

じました。そしてこの先またお祝いが出来るこ

とを切に願うと共に、さらなるご活躍を祈念い

たしております。
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私的研究会の紹介

1鴬騨聯難:簾轡辮管警
づ+=‐締絡

祝賀会会場

駆 口|=Oυ 周 年 轟6悪仇 買 宏

磯部栄二会長挨拶 メモリアルムービー

記念品贈呈

宴  席 会長の得意技 ?

二次会
記念撮影
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私的研究会の紹介

『伊那整骨技術研究会と伴に』

私が整研会にお世話になってもう長い。若い

先生の勉強の会として誘われ、入会して現在

迄、勉強では、関節 。筋を系統別に、症例発表

と研究、各自得意分野の診断、臨床手技や運動

の研究。旅行、大相撲観戦、パターゴルフ、ス

キー、マレットゴルフ等の親睦イベントも大切

な交流と考えている。実は上伊那の団結の基は

ここに有るとも言える。

『スポーツ体験』の中にも臨床に活かせるス

『進歩せざるは退歩なり。』現状維持で
は時代からどんどん遅れて行ってしまう。人体
の構造 (解剖)働 き (生理)は学校で学んだ何
十年前と変わらない。然 し、検査法、検査機

器、医学の先端部分での進歩は素晴らしい。

我々は医療人として、専門外でも、何でも相

談される。又そんな存在でありたい訳で、基礎

医学と最近の検査、治療の患者の疑間にお答え

出来るだけで信頼される度合いも変わるだろう

し、身近な先生になるであろう。整形外科分野

でも考え方、アプローチ法が昔と随分違う。治

療も熟練は必要で、これで良いと云う限界など

は無い。

知?ていて困る知識、身に付けていて困る技
術はない。求める事求められる事は何か。考え

たり、実行して行かなければいけない事は何

南信地区 伊那整骨技術研究会 会 長  Jヒ1け 曲一二

ポーツ特有の外傷、注意の必要な事故など会員

は“転んでもただ起きない。"慰労会でも各自の

治療体験や、保険の困った事、珍しい症例、要

注意症例の検討と情報交換。正に雑談の中にも

ダイヤモンドや真珠が隠れている。会の方針は

“来る者は拒まず、去る者は追わず。"そんな気

楽な楽しい勉強の会、技術、知識の研鑽の場で

ある。

か。自分に足 りないものは何か。“井の中の蛙"

にならない為にも、常に刺激を受け続け、学び

続ける勉強会で有 りたい。

【一例】CTス キャナー、MRI、 はもとより、

診断も著 しい進歩のPET¨CTや RI、 を知って置
くべきである。読影だけでなく、基本理論くら

いは知って患者と話したい。血液検査による癌

のマーカー、遺伝子阻害薬等一般患者の知って

いるごく普通の知識を超える知識や理論を知っ

ている必要が有るのではないだろうか。x線写
真は静止画で読映可能だが、本来超音波映像は

静止画ではなく、動画で判断するもので、静止

画では無理が有る。 (文献としては止むを得な

いのでは有っても)又、正確な診断を導くには
熟練が必要となる。
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私的研究会の紹介

この―年間 私的研究会の報告

八ヶ岳カンファレンスルーム (旧 諏訪地区

私的研究会)は、主に南信地区諏訪ブロック会

員有志によって活動しています。会員による症

例報告や実技などを通して臨床を学んだり、柔

道整復師の現状の問題を取り上げ、問題点の把

握や今後の展望を検討したりしています。

この一年間は研究会を5回開催し、内 1回は

1泊 2日 の夏合宿 (研究報告会)を行いまし

た。以下、活動内容を報告させて頂きます。

第 1回  平成29年 2月 16日 (木 )21:10～
22:00 於 :大森道場 参加者 :6名

矢嶋大輔会員による発表「いわゆる寝違え

の病態の一考察」がありました。日接医学会誌

の柔道整復師による発表文献と、会員の平成28

年 1月 ～12月 までの寝違えと思われる症例を用

いて寝違えの病態についての考察を発表しまし

た。発表を通して寝違えの負傷原因、症状、治

癒期間、治療法などを会員で検討しました。

第 2回  平成29年 4月 2日 (日 )19:00～
20:40 於 :フ ルハウス (茅野市)参加者 :5

名

会員で食事をしながら、平成28年度の活動報

告をもとに平成29年度活動内容の検討を行いま

した。研究会で取 り上げたいテーマや内容を検

討し、夏合宿の日時と場所を決定しました。

第 3回  平成29年 6月 15日 (木 )21:15～
21:55 於 :大森道場 参加者 :9名

「胸郭出口症候群の臨床知識の確認」と題し

て、伊藤篤会員より胸郭出口症候群の発症メカ

ニズム (①斜角筋症候群 ②肋鎖症候群 ③過外

転症候群)、 症状や検査法、他疾患との鑑別の

南信地区 矢嶋 大輔

ポイント、治療法など実技を踏まえ講義して頂

きました。

第 4回  平成29年 7月 20日 (木 )20:50～
22:00 於 :大森道場 参加者 :6名

前回に引き続き、胸郭出口症候群をテーマに

症例などを通して会員同士で意見交換を行いま

した。また、ベテランの先生から包帯固定の注

意点や頚部の治療法など臨床のお話しをご教授

頂きました。

第 5回 (研究報告会)平成29年 9月 2日 (土 )・

3日 (日 )

於 :伊那市 大芝高原オートキャンプ場 コテ

ージ 参加者 :11名

発表内容 :

① `鳥部史音さん (帝京大学大学院生 )

「脳障害による四肢麻痺患者に対する乗馬療

法の効能について :携帯型歩行解析系 (見守

リゲイトLSIメ デイエンス製)を用いた解析」

②若林幹太さん 。菊池貴矢さん (帝京大学

生 )

「足底内側ウェッジが歩行時の足底圧と足部

アライメントに及ぼす影響について 第 2報」

③川又和恵さん (帝京大学生)

「多方向肩関節力計測装置を用いた力発生標

準モデルの開発 第 2報」

④佐藤光洋先生 (上伊那ブロック)

「日常遭遇する骨軟部組織腫瘍」 (超音波観察

装置による症例報告)

⑤佐藤史人先生 (信州医療福祉専門学校教

員)

「救護四方山話」 (ト レーナー活動報告)

今回の合宿でも、諏訪ブロック会員に加え帝
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私的研究会の紹介

京大学学生や伊那整研会の佐藤先生にもご参加

頂きました。学生の方が大学で日々研究してい

る基礎医学の発表や、先生方の臨床現場での症

例、活動報告を拝聴しました。

佐藤光洋先生より、専門医に紹介すべき骨軟

部組織腫瘍のラインとして 1)大きさが 3 cmを

超えるもの、 2)周 囲に血管が豊富なもの、
3)周囲の境界線が不明瞭なもの、との説明が

ありました。また、超音波観察装置による骨肉

腫、軟部腫瘍、異物迷入、滑液包の腫脹、ベー

カー嚢腫、ガングリオン嚢腫などの症例報告を

して頂きました。

教員の佐藤史人先生からは、ラグビーや柔道

の トレーナー活動の報告がありました。柔道大

会の救護の際に、肘関節後方脱自を起こした学

生に徒手整復した経験談をお話し頂きました。

臨床に役立つ内容で、大変勉強になりました。

夜には恒例のバーベキューを行い、お酒を交

えて、炭火で焼いた肉厚のステーキや先生方が

畑で収穫 した新鮮な野菜などを皆で堪能しなが

ら親睦を深めました。 1泊 2日 、しっかりと柔

道整復学の学びを深めることができたと思いま

す。

以上が一年間の報告 となります。お忙 しい

中、今年もご参加、ご発表頂いた方々に心より

感謝申し上げます。本会の活動や合宿 (研究報

告会)に興味、ご関心がありましたら下記の連

絡先までお気軽にご連絡下さい。宜しくお願い

いたします。

事務局 :矢嶋 大輔 (矢島接骨院)
TEL:0266-72-7766

FAX:0266…78-6334

E―nlall:yaJlma― sekkotuin@eos.ocn.neJp
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辟会員のひろばり

自他共生

ヘ

この時期は、「お陰様で畑作業が出来るよう

になったから、うちの胡瓜を食ってくれ」と治

った患者さんが野菜を届けて下さる機会が多

く、八百屋にて胡瓜を買うことがないです。先

日、施術所の玄関のドアが開くと同時に「せん

せい～、せんせい～」と呼ぶ小さな声が聞こえ

てきました。私の接骨院は、小学校に近いこと

もあり、「子供を守る安心の家」に登録されて

いるため、不審者から逃げてきたのかと思い、

私は慌てて玄関に駆け寄りました。 ドアの前

に、以前リスフラン関節捻挫で来院した小学一

年生が、学校帰りに顔を出してくれました。そ

の子は片手に掴んでいた紙を三枚、私に手渡

し、「はい、これあげる。バイバイ～」と言い

ながら、恥かしそうにランドセルを揺らしなが

ら走って帰っていきました。その紙の一枚は絵

が描いてあり、もう一枚は手紙が書いてありま

した。手紙には、「いつもけがをなおしてあり

がとう。いのちのおんじんです。」と、クレヨ

ンで書いたひらがなが並んでいました。「いの

ちのおんじん」って、大袈裟だなと一瞬笑って

しまったが、10か月前に幼稚園の園庭で走って

いて、突然脚がつけなくなってしまったこと、

軽視されがちな捻挫だったが、この男の子には

よほど恐怖だったのかと理解しました。たまに

頂くご褒美に笑みがこぼれます。日々けがを手

当てする中で、患者さんにはそれぞれ生活や日

標があり、それらを互いに支え合っているこ

と、柔道整復師がこれからも必要とされ、技

術・知識 。人間力を身に着け、患者さんの生活

を守る仕事だと改めて実感しました。

毎年6月 の週末は、中学体育連盟などの救護

ボランティアや北信越ブロック接骨学術大会が

あり、私たち柔道整復師は、休日に一緒に出か

東信地区 廣川 喜博

けることが出来ない家族の不満に耐える精神力

と体力との勝負の月です。今週末が快晴なら、

息子たちを連れ海水浴に出かけることを約束

し、暑さを冷やし胡瓜をかじりながら、毎日白

衣を着ています。    「

今考えていることは、我々は行政機関などと

協力して、高齢者 ドライバーの事故予防や免許

返納後の ドライバーを対象とした運動支援で役

に立てることがあるのではないかと模索中で

す。ご意見ご教授頂ければ幸いです。会員の皆

様には、北信越ブロック接骨学術大会の折には

大変お世話になり、感謝申し上げます。お互い

に体調管理に気をつけて、この夏を乗 り切 りま

しょう。
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会員のひろば

〃鵜卜後立山連峰縦走

昨年、鹿島槍ヶ岳を登った際に分岐点の種池

山荘にて左回りのルートがあるのを知った。下

山後に調べてみると、扇沢駅から針ノ木岳を経

由し赤沢岳、鳴沢岳を通過して種池山荘へと通

じる。しかも日本三大雪渓の一つ、針ノ木雪渓

を通るルートでもある。平成15年に白馬雪渓を

踏破しているので、これもぜひ踏破 してみたい

との思いから計画を立ててみる。

後立山連峰とは飛騨山脈のうち、黒部川の峡

谷により立山連峰と隔てられ、富山と長野の県

境に連なる連峰のことである。一帯は中部山岳

国立公園に属し、後ろとは富山県倶1から見て立

山の背後に連なるという意味。南から針ノ木

岳、赤沢岳、鳴沢岳、爺ヶ岳、鹿島槍ケ岳、五

竜岳、唐松岳、北端の白馬岳などであるが範囲

は明瞭ではない。

このほとんどのルートは踏破済みなので、今

回は南のルートを辿る。

扇沢駅をスタートして針ノ木雪渓を通り、針

ノ木岳を経由して種池山荘、そして柏原新道を

下山するコース。単純計算しても総時間16時間

30分、このタイムスケジュールは遅めの設定な

ので 3割カットしても10時間超となる。自分の

登山は日帰りが原則、昨年の鹿島槍ヶ岳にして

も白馬三山にしてもすべて日帰りで踏破してい

北信地区 宮本 義豊

る。しかし今回は雪渓ルー トと岳を6越 して、

尚且つ蓮華岳も制覇してみたい…いろいろ検討

した結果、初の山小屋泊の登山に計画を変更す

る事にした。

ちょっと天気が′心配ではあったけれども、延

期すると次回はいつ行けるか分からないので 8

月 5日 に出発する。

扇沢駅の手前の無料駐車場に運よく車を停め

る事ができ (上 り坂歩くのが嫌な場合は駅に有

料駐車場があります)い よいよアタック開始。

登山届けを備える登山道入り口から山道へと入

る。近年は登山届けが義務付けられており、こ

の場で記入するも良し、事前にネットから届け

ることもできる。何度か自動車道を交差し行 く

先にはこれから登る針ノ木雪渓と針ノ木岳が見

える。雪渓を登る際にはアイゼンが必要であ

る。裏に歯がぎっしり付いているのがお勧めで

すが、自分みたいに軽アイゼンといって、土踏

まず周辺部、真ん中のみ歯が付いているタイプ

もある。しかしこの軽アイゼンにしたばっかり

に、途中で滑ってしまい (つ ま先部分に歯が無

いため、この部分でスリップ)自 分史上最悪の

登山事故を起こし (かなり大げさ)、 胸部を強

打した為この後 2ヶ月以上に亘り痛みに悩まさ

《下山直後の登山口にて》

《スタート地点の扇沢駅》
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会員のひろば

れ続けることになってしまった。

雪渓を通過すれば針ノ木小屋まではもうすぐ

そこ。下からも独標が見えるくらい。しかしこ

こからが急登となり、しかも九十九折 り、曲が

り角の度に一体みするはめになってしまう。

扇沢から針ノ木小屋までタイムスケジュール

では4時間20分のところ、何とか 2時間43分で

踏破。しかし、足はがくがくとなっていたので

泊 りに して正解だったとつ くづ く思いまし

た。

初の山小屋経験は思っていたよりも快適でし

た。もちろん普段のホテルとは全 く違います

が、昨今はトイレ事情と水場がかなり改善され

た事。以前耳にした話ではぎゅうぎゅう詰めに

する為顔の両隣は他人の足ということは、今は

もう無いそうだ。

翌 2日 日、荷物をデ

ポ して 450蓮華岳ヘ

のビス トン、往復54分

で踏破。また山小屋に

戻 り、今回の最大の目

的剣岳をバックに黒部

湖の写真の撮影へと向

かう。山小屋の主人に

挨拶を済ませ、 6時に

出発。今 日は針 ノ木

岳、スバ リ岳、赤沢

岳、鳴沢岳、新越乗越、岩小屋沢岳と6つのビ

ーク越え。下から見ると、もう少しで山頂かと

思うと、実は偽ピークで山頂はもう少し先と何

度も裏切られる。それでも一つ一つ乗 り越え着

実に前進する。この達成感はここでしか味わえ

ない醍醐味である。あいにく雲が拡がってしま

い絶景とは言い難いですが、目的の景観はカメ

ラに収める事に成功する。途中休憩に寄った新

越乗越山荘で飲んだ冷たいコーラの味は格別で

した。この頃は霧で真っ自でしたが、 トレラン
で登ってきたというランナーと出会い、上には

上がいるもので今朝扇沢から登ってこられ、こ

こまで 5時間程という驚異的なペースであっ

た。

最後の岩小屋沢岳を越えてからは、なだらか

な稜線が続き歩きやすくなる。それまでは初日

も今日も急登の連続の為、途中で何度も脚が攣

り、また最後の柏原新道も距離が長いので疲れ

果ててしまう。いつも山に行 く度に後悔してし

まうのだが、しかしその苦労以上に頂きに立つ

感動は何にも代え難い。

2日 目の縦走は休憩含めないで 7時間10分で

踏破 してきた。疲労度を考慮すると宿泊して正

解だったのと無理な計画は立てるものではない

と、思い知らされました。しかし今年は難敵戸

隠連峰に挑み、北信五岳を制覇したいと考えて

いる。《針ノ木雪渓》

《スバリ岳と赤沢岳の間から撮影、眼下に拡がる黒部湖》
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為され

南信地区

姿
勢
を
整
え
健
康
に

豊
丘
中
で
伊
藤
さ
ん
講
演

南信州新聞 平成29年 11月 28日 (火曜日)
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自己紹介

初めまして。平成29年 8月 1日 より長野市上

松にて「上松クローバー整骨院」を開業いたし

ました町田雄志といいます。

小学生のころより柔道をやっており多くの怪

我をしてきました。

中学時代、ある日の練習中に背負い投げを掛

けられそのまま肩を巻き込まれ脱臼したことが

ありました。

今までに感じたことのない激痛を覚え立ち上

がれず悶えていると、長野県柔道整復師会会員

である恩師の先生方が私を運び出してくれその

場で整復をしてくれました。

するとさっきまで感じていた激痛が嘘のよう

に治まり落ち着きを取 り戻すことができまし

た。

「この先生たち凄い」

この出来事が柔道整復師を目指すきっかけに

北信地区 上松クローバー整骨院 田I圧]雄 志

なりました。

仙台の整骨院で研修し、あの東北地方太平洋

沖地震を経験 しそれがきっかけで長野に戻って

きてからは6年間「山形中央整骨院」にて更な

る勉強をさせて頂きました。

そしてこの度、地元である長野市にて念願で

あった整骨院を開業することができました。

開業し4か月が経ちましたが未だに軌道に乗

らず焦る気持ちがありますが、初心を忘れず親

切 。丁寧に患者さんと向き合い、地域の皆さま

の健康をサポー トできるよう精進 して参 りま

す。

これからもご指導ご鞭撻のほどよろしくお願

いします。
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新入会員の紹介

自己紹介

⌒

皆様はじめまして。平成29年 4月 1日 より、

公益社団法人長野県柔道整復師会に入会させて

頂いた尾曽友美と申します。

米田柔整専門学校卒業後、愛知県の整形外科

にて 3年間修行させて頂き、現在上伊那地区に

あります嵯峨接骨院にて父の元、修行をさせて

頂いております。

私は、幼少期はダンス、剣道、中学時代はバ

レーボール、高校時代はバ ドミントンとさまざ

まなスポーツに触れてまいりました。そんな

中、一緒にスポーツをしている仲間の中に接骨

院・整骨院にて治療を受け、ケガ e痛みが治っ

ていくにつれ全力でスポーツに打ち込めるよう

になっていく姿をみており、自分自身も高校時

南信地区 尾曽 友美

代にバ ドミントン練習中に外倶1半月板損傷を経

験し、父の施術 。近くの整形外科の先生の治療

を受け3年間続けることができた経験があり、

柔道整復師を志すようになりました。

専門学校、整形外科時代には、経験豊富な先

生方のもと学ばせて頂き、施術方法や固定方法

だけでなく、接遇面 0医接連携の在り方など多

くの事を学ばせて頂きました。

今後も、経験豊富な会員の先生方から御教授

を頂戴しながら、 1人でも多くの患者さんを笑

顔に出来る様に精進してまいりたいと思いま

す。

今後ともご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致し

ます。

ヘ
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平成29年度 第4回事業部会 会議録
東信地区事業部長 JJヽ1跡

日時 :平成29年 12月 16日 (土)午 後 3時～

場所 :(公社)長野県柔道整復師会 会議室
出席者 :安藤恒久・倉科正 。小林毅・桧山治・権藤俊和 。上原哲 。北沢玄

【議 題】
(1)生涯学習講演会 経理決算書報告 反省
出席者が87名でしたが、150名以上の出席者がほしかった。

平成30年度は、 5月 20日 (日 )総会の前 (午前中)に 開催をしたい。

(2)長野D」ATの扱い (日 赤奉仕団に組入れる)

12月 24日 (日 )第 1回長野D」AT研修会 松本市社会福祉センター

(3)介護予防事業冊子完成品披露、精査いたしました。

餡)平成30年度 事業計画
1月 27日 (土 )・ 28日 (日 )第 8回」IMTEF災害医療研修

アドバンコース東京開催

5月 20日 (日 )県総会時に生涯学習講演会を開催予定

6月 9日 (土)第 1回事業部会

7月 7日 (土)日本赤十字社長野県支部との懇談会 メトロポリタン予定
8月 4日 (土)長野びんずる救護予定

8月 18日 (土)第 2回事業部会

8月 26日 (日 )第33回四地区親睦交流会 (中信 )

9月 2日 (日 )安曇野市 。松本市防災訓練
10月 13日 (土)第 3回事業部会 。講師との親睦会

10月 14日 (日 )新入会員研修会予定 本会会館
松本会場10月 21日 (日 )生活習慣病予防健診予定

長野会場10月 28日 (日 )生活習慣病予防健診予定

(5)平成30年度 予算審議
会の運営がスムーズにいくよう精査いたしました。

(6)その他

生活習慣病予防検診参加者 長野会場 39名 松本会場 31名 参加

ハ
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部会報告/学術部

平成29年度第 1回学術部会

参加者

西條賢治 (県学術部長)

宮崎剛 (北信学術部長 )

原隆 (南信学術部長)

1.自 己紹介

2.会長方針の確認
・所信表明の学術分野に関しては、養成校で超音波診断授業が導入されることを踏まえ、本会で

もecho講習を考慮する

3.部長就任挨拶
・部はプロジェクトチームであり、部長は各地区のリーダーである

。プロジェクトの方向性を共有する

。作業分担を理解する事

。自立する事

4.平成29年度事業について

(1)事業計画及び予算書確認
。日接医学会会員の増加・・・認定が保険取 り扱いの一つのツール/ス テージに。

。大阪大会 (11/3、 4)参加を促す

(2)学会の在 り方、方向性、目指すもの 。。・県、北信越それぞれの反省と次回対応

43回県接骨学会

・県学会参加者 (会員122名 一般39名 )が予想以上に少なかった。
・会員が何故出てこないか

一一 収入減少で余裕がない

一一 向上心欠如等
・講師選定に問題有り

。養成校との関係強化、研修施術所指定の件

・西41■学術部長が 6月 10、 11日視察した42回中国接骨学会 `鳥取大会の件

鳥取県は社団会員18名に係わらず充実した学会だつた。

・一般向け特別講演と会員向け基調講演に。

・ランチョンセミナーを挟んで、午後から会員発表にしては如何か。

・基調講演は基幹病院のDoctorにお願いしてみてはどうか。

開催日時 平成29年 7月 22日  15時
開催場所 松本市駅前会館

石坂秀司 (県学術副部長)西 條義明 (県学術副部長)
菊池和哉 (東信学術部長)三 間慎一郎 (中信学術部長)
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・病院の地域連携室に連絡すれば良い

。第44回県接骨学会は 3月 4日東御市サンテラス

。前夜祭は 3月 3日上田市東急REIホテル。

北信越学会長野大会

・北信越学会開会式は200人規模で良かった

。本来が学会なのでアトラクション廃止は正解

。講演会謝辞廃止も良かった

。学校関係に案内状送付も良かった。

・指揮系統は大切

。事業部入れたから混乱した

。北信に任せた方が良い 。・ 。慣れてる、ノウハウ持っている

。開会式料理の試食会は必要 。・ 。今回は地元料理が入っていて良かった。

・養成校は出席必須だった。

(3)解剖学講習について
。12月 に中信地区で予定していた森泉先生の講演は中止

。本年度は予定通り11月 12日 に開催

。来年度以降の継続に関して、磯部先生に折衝をお願いしたい。

・例年通り、午前中部会開催する。

。会員の出席率向上に努める

5。 echo講習について

。会長方針の確認でも触れたが、講習会を検討する。

6.資料について
。過去10年間の研究課題、特別講演の講師・演題を表記した。

。今後の方向性参考に。

7。 その他

。会員からの提案図書があれば、12月 までに挙げて頂きたい。

・地区学会スケジュール 北信 1/21 東信 1/27 中信12/10 南信11/25
。10月 に県学術部会

・ 1月 6日、または20日 に県学術部会を東信で開催する。

平成29年度第2回学術部会

開催日時 平成29年 9月 2日  15時
開催場所 上田市馬場町自治会館

参加者

西條賢治 (県学術部長)石 坂秀司 (県学術副部長)西 條義明 (県学術副部長)
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ヘ

宮崎剛 (北信学術部長)菊 池和哉 (東信学術部長)三 間慎一郎 (中信学術部長)

原隆 (南信学術部長)

1.開会の辞

2.部長挨拶
◆毎年同じ事は続けない、絶えず反省改革する事

・全体で同じ方向を向く事。

・予算も皆で考え、年内に纏め県に。

・県学会予算の協議。

3.議事

(1)平成29年度解剖学実習について (時系列に)
。900-1100 県学術部会は松本歯科医師会館で。

昼食はブエナビスタ

・1300開会 受付各支部 2名 駐車場会場案内 6名
。1310-1440特別講演 森泉先生の退官講演を兼ねて
。会員から徴収したお金 (1人2000円 )の取 り扱い明確化

一一本来は予算に組み込むべき。

(2)平成29年度県学会について

・2本の講演会、ランチョンセミナーを挟んで会員発表

・900開会 920-般向け講演 休憩挟んで11:15会員向け講演
・ランチヨンセミナー (超音波)は大会議室開催でも。

・1240よ り会員発表

。会員向け講演 ―依田窪病院 三沢院長で決定。
。一般向け ¨J3長野 塩沢省吾選手、または国立がんセンター (血液一滴診断)

・講師同様、後援団体も早めに決定を。

・ポスターは年内に配布すべき。

・会場に連絡 一一 時間延長 (1500)と 大会議室予約
・解剖同様、経費の精査

。見直し

(3)各地区学術部の現状について

。各地区の学術部員数と日当の把握

。公益社団移行前に統一すべき事項だった。

・各地区も公益社団に移行すべきではないか。

・県と地区の関係性の検証 (下部組織なのか、協力団体なのか)

(4)その他
。次回部会の日程確認
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平成29年度第3回学術部会

開催日時 平成29年 11月 12日  9:30
開催場所 松本市駅前会館

参加者

西條賢治 (県学術部長)石 坂秀司 (県学術副部長)西 41■義明 (県学術副部長)
宮崎剛 (北信学術部長)菊 池和哉 (東信学術部長)三 間慎一郎 (中信学術部長)
原隆 (南信学術部長)

1.開会の辞
2.部長挨拶
3.議事
(1)平成29年度解剖学実習について
。統括責任者 (三間中信学術部長)よ り説明
一 変更になった進行、謝辞等の担当確認
一 反省会の段取 りについて
。実行委員作業確認

一 受付徴収2000円 の件、
一 昨年度混乱した駐車券取 り扱いの件

(2)平成29年度県学会について
・統括責任者 (菊池東信学術部長)よ り進捗状況の説明

前夜祭 ― 地区学術部員の参加検討
一 他地区実行委員の宿泊検討
― 参加する他部 (事業部・ IT広報)の人数把握

学会  一 実行委員分担表に沿って、備品等の検討
。三澤先生の講演 =基幹病院との連携

一 重要性を認識して頂きたい
一 質疑20分、質問を各地区で纏めてはどうか。

・落合先生の講演 =最先端医療を知る場
一 医学系、及び研究者を志す学生の在籍する高校への案内状送付

・来る来ないは別として動員に向けて最大限努力を。

・各種講演、印刷等は事務所北沢へ。

0年内目標にポスター完成

各地区学会について

。発表と特別講演の把握

。他地区からの学会参加奨励

その他

。次回部会は30年 1月 6日 (土)15時 東御サンテラス
併せて東信部会開催。
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出席者

議題

(1)

平成29年度 第3回IT広報部会会議録
東信地区

「

広報部長 内 堀  泰 明

日 時 :平成29年 11月 18日 15時～18時

場 所 :(公社)長野県柔道整復師会 会館 (会議室 )
:宮下 厚 宮沢康信 内堀泰明 小島弘光 永澤健志 飯塚康弘

平成29年度信州整骨会報ほねつぎ105号の目次について

各項目の挨拶文・行われた行事・報告・地区の記事など細かに選定する。

ゝ (2)原稿の依頼について

各ページの原稿の依頼者を選定する。

(3)信州整骨内報のペーパーレス化について

長年の懸案であるペーパーレス化をどのように進めたらよいか

→平成30年 4月 という日時を目標とする。

→内報においてペーパーレス化のお知らせを通知する。

→ペーパーレス化の質問に対しては個々に対応をし、理解を求める。

→とりあえず進めて行き、落し所を探る。

※フェイスブックのIT広報部 (非公開)ページにおいて活発な意見交換が行われています (12

月現在進行中)。

⌒
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平成29年第2回スポーツ支援部会

出席者

保尊伸昭

市川 敦

平成29年 7月 15日 (土)午後 3時～

本会会館

高原義勝  高原祐樹  伊藤浩兼 (横関康寿 )
伊藤 篤  (ネ申農来栄)出席者 8名

田中健一

山内 明

1.開会の辞 田中健一 副部長
2.部長挨拶 保尊伸昭 部長
3.自 己紹介・部員名簿の確認
4.議事
A スポーッボランティア
(1)公 益活動の一環としてボランティア活動の啓蒙をする
(2)各種スポーッ大会へ救護、 トレーナー派遣 (支援 )
(3)ス ポーツ医科学講習会の開催 (見送り)
(4)ス ポーッ関係団体、競技団体との連携、協力を図る
中体連、:懇談会・派遣要請

国体  :派遣要請
行政    スポーッ医科学サポート会議 9月 [ほ :北信 ]
県体協   トップ指導者ミーティング 7月 [ほ :北信 ]

(5)医 療    スポーッドクター協議会  4/5[ほ :中信]
(6)各 地区開催のテービング講習会
(7)フ ロアーホッケー救護派遣 :総務扱
【活動内容について】

① 活動骨子
・活動推進大綱

・ボランティア会費等の実施要項

・総合福祉団体定期保険

② 派遣依頼
。中体連 担当者からの派遣依頼に合わせ人員派遣
。高体連 トレーナーを確定されたものについては受理派遣
。国体その他  派遣申請書を受けたものに対し、派遣を行う。
③ 実施と報告
。トレーナー活動注意事項の遵守
。トリートメントシートをもとにトレーナーレポート 提出

/
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④ 集計
。半期ごとに各地区の活動報告を機関誌に上げる [ほ :東信]

・通年のトレーナーレポートの取りまとめ [ほ :北信]

・通年の活動報告に基づき 活動支援金の交付 (3月 )
。地区で活動支援金の給付

B 柔道関連
(1)県少年柔道大会の開催 6/25
(2)全国  ク  、日整全国柔道大会に協力 10/8
(3)各種柔道大会協賛、助成
柔道連盟  救護派遣、理事会等
(4)北信越ブロック柔道大会開催  6/17

へ      (5)(公 社)柔道昇段審査開催   (見送り)
【活動内容について】

① 少年柔道
・各地区予選会 5月 ごろ (協賛金5+活動支援金 5)
・県少年柔道大会 (県チヤンピオン大会共催)6/25 上田市 [ほ :東信]
。日整少年柔道大会 10/8 講道館 [ほ :監督]
② 少年柔道形協議会 新潟との申し合わせで 隔年で全国チーム選出。
・県予選会 5月 20日 [ほ :北信]
・全国大会 10月 8日 [ほ :監督]

③ 日整全国柔道大会
・県内予選会 5月 20日 [ほ :中信]
・選手強化練習 6月 10日 東信地区 [ほ :東信]
・北信越ブロック柔道大会 6月 17日 (福井県)[ほ :選手]

へ       ・全国大会 10月 8日 [ほ :選手]
・報告会11月 末 ①②の監督コーチも呼ぶ [ほ :南信]

※協議・報告事項

・北信越柔道大会選手選考会結果について

予選会 5/20 内報、機関誌ほねつぎ原稿 (写真)北信桧山部員
。長野県選手団 6/17(土)長野運動公園にて大会参加

監督 岩下富夫  先鋒 (20代)土屋 樹  次鋒 (30代)村山洸介

中堅 (30代)岩下貴士  副将 (40代)神農来栄 大将 (50代)斉藤公志郎
。日整全国大会代表選手 土屋 樹 村山洸介 岩下貴士 斉藤公志郎

北信越東部代表監督 岩下富夫
内報、ボンラル原稿 ( 山内部員 )

・第26回 (公社)長野県柔道整復師会杯少年柔道大会について
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第21回 長野県少年・少女柔道チャンピオン大会 との抱き合わせ
当日の役員の出席は 正副部長 石坂 市川。
日整大会参加選手及び監督は当会会長が決定し、認定証を授与する。

内報、ボンラル原稿 ( 田中副部長  )

その他協議事項 :地区未加入者の救護活動の取扱い

5.閉会の辞 田中健一副部長

平成29年度第3回スポ…ツ支援部会

平成29年 12月 9日 (土)午後 2時～   ハ
本会会館会議室

出席者

保尊伸昭  田中健一  横関康寿  高原義勝  高原祐樹  (伊藤浩兼 )
市川 敦  山内 明  (神農来栄)伊藤 篤
1.開会の辞 田中健一 副部長

2.部長挨拶 保尊伸昭 部長

3.議事 議事録作成 ( 東信 横関部員 )
(ア )ス ポーッボランティア
① 事業計画案 。予算案・H29事業報告
※気が付いた点は部長まで

② 損害賠償責任保険 前回部会懸案事項
※各院、 トレーナー活動にあたっては 各施術所での賠償責任保険に加入を !

③ 日体協 トレーナー推薦 正副部長で選考する1/9締め切り。
※内報掲載 応募後正副部長で選考する

④ 全柔連連携 オリ・パラに向けて
※回答済

⑤ 機関誌原稿 担当者
※順次対応 重複依頼がないように

⑥ 救護、 トレーナー派遣活動とりまとめ (活動支援金)
本会様式に記入し、提出 本会より各地区部長に入金。
※7月 から12月分 (見込み)⇒高原 (義)⇒保尊

⑦ その他
※支援金支払いにはトレーナーレポート要。
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③

④

ヘ

(イ )柔 道関連
① 日整全国柔道大会報告会 (合同練習 0懇親会)12/9 15:30～ 17:∞
担当 日中副部長
懇親会 ホテル国際21 19:∞～ 兼プロック学会慰労会

② 日整柔道大会関係  チャート参昭
0日整全国少年柔道大会10/7 講道館
地区大会共催する (5/13頃 )協賛
チャンピオン大会共催 (6/24)上田市
・日整全国少年柔道形競技会10/7 予選会 5/19 本会会館
0日整全国柔道大会 10/7講道館
予選会 5/19 本会会館

北信越ブロック6/16福井県
全国少年柔道形競技会予選会

H30/5/19(土)14:∞～ 本会会館
※柔連HP・ 本会HPに掲載
北信越ブロック柔道大会 予選会
H30/5/19(土 )15:30～本会  18:30～壮行会 会場 :

その他 ※日整全国柔道 功労賞は齊藤選手
※北信越ブロック学会慰労会 宿泊に関して情報伝達に不備有った。

4.閉会の辞 田中健一副部長
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会務報告

会 務 幸晨  選野

新入会員 平成29年 12月現在

地区 氏  名 郵便番号 住 所 会員種別 入会年月日 備考

東信 原 真理奈 384-0093 小諸市和田841-7 賛助会員 H29。  7. 1

東信 黒岩 大輝 386-0041 上田市秋和467-1上田市上野425-1
賛助会員 H29。 10。 1

東信 石坂 智毅 386-0041 上田市秋和467-1上田市上野425-1
賛助会員 H29.10。  1

Jヒ布言 太田 英実 380-0816 長野市三輪1313-1 賛助会員 H29。  4. 1

ゴヒ4言 樋口 知行 380-0816 長野市三輪1313-1 賛助会員 H29. 4. 7

ゴヒ布言 轟  哲広 380-0921 長野市栗田339-1 賛助会員 H29. 9。 11

」lヒ 4言 丸山 隼輝 389-1211 上水内郡飯綱町牟礼502-1 賛助会員 H29.10.30

会員の異動

地区 氏  名 郵便番号 住 所 会員種別 入退会年月日 備考

東信 田中 敏浩 384-0093 小諸市和田841-7 正会員 H29。  7. 1 新規開設

ゴヒ4言 柳原光太郎 380-0957 長野市安茂里大門1117-6 正会員 H29。 11.19 死亡

北信 和田 正宏 389-2253 飯山市大字飯山2574 正会員 H29. 8.31 退会

ゴヒ看言 石坂美智子 388-8011 長野市篠ノ井布施五明3139 正会員 H29。 9.30 退会

中信 守田 洋一 399-0011 松本市寿北7丁 目21番8号 正会員 H29. 8.31 退会

中信 本澤  誠 390-0852 松本市島立619-3 正会員 H29.8.14 死亡

中信 丸山 主税 399-8304 安曇野市穂高柏原4632-4 正会員 H29.11. 6 退会

ゴヒ4言 坂井 佑里 380-0822 長野市鶴賀南千歳町984 賛助会員 H29.8。 1 退会

ゴヒ4言 町田 雄志 380-0802 長野市上松4-5-2 賛→正 H29.8。 1 新規開設

Jヒ 4言 関屋 浩介 380-0816 長野市三輪1313-1 賛助会員 H29. 3.31 退会

Jヒ布言 鈴木 博之 380-0816 長野市三輪1313-1 賛助会員 H29。  2.28 退会

Jヒ 4言 米原 浩二 380-0816 長野市三輪1313-1 賛助会員 H29。  3.31 退会

中信 水澤 健人 390-1301 東筑摩郡山形村3907-1 賛助会員 H29。 9。 20 退会

中信 中澤 洸二 399-0021 松本市寿豊丘611-8 賛助会員 H29。 11.30 退会
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f田式チタチタ婦

チクチク療法とは元脳神経外科学会専門医長田裕先生が発案した、その名の通り

チクつとした刺激を与えて病気にアプローチする療法で福田―安保理論の

『いやなモノ反射』を利用し、副交感反応を導き出す現在注目の治療法です。

長田式 デルマトーム人形
人形背面の痛圧刺激ポイントは、ツボではなく、

独自の痛圧刺激ポイントを表示しています。

解説書付

21,000円 +消費税
→18, 000円 ∈見i込み)

チ クチ クバ ンバ ン

手に絶妙にフィットするバランス感覚。
アレルギー軽減のチタン製

金属加エ トップクラスの燕市で作られた価値の

ある製品です。
4, 800円 +消費税
→4, 100円 (税込み)

興雖‐麒浙嚇鰐鷲ゴ角ゴ∬
バイオミニ
=KE錮曖   吉構138■鋼m闊 +翻
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繭讚力周波識 :027～ 田0「 lz
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機
・
―

:HE10-=麟 ι遍置 30～■鴨
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出カレ
～
レ00WNスイッチ

畿
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付ロロ
ー
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C増 1ヽ口
「
子TR3コ□自 雹ワEロアダプターt401秘
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紳発売轟 株式会社■

'■
本  社 :〒226・0002 神藤″』:― 市青濃区姜じ爵霊 ‐17毅

1●471鬱O FAX_  002‐ ●2●2

源 菫‖閣千i TEL_OeⅢ O日35‐3010輌O FAX_00‐ 0035■ 017

…

:TEL 025・ 280‐●521颯3 FAX_023480‐BE¬●
積Д■‖騰千1 TEL●コ■0● 1‐7211輌  FAX 024001‐ 7■21
仙音出― :TEL 022‐ 2日7‐●273輌  FA■p222●7‐●218Eギ籠麟:
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お問い合わせはこちらまで 販売元

■ド 繁駆輩弔 言 ひ w皿 2W輩 認 斃″卸 10冊
超短波株式会社

東京都練馬区豊玉南3… 3… 3

面函TEL.0120-527-366 画面 FAX.0120‐ 109‐373   1     http://www.itolator.co.jp/
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未
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の
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で
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球
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に
貢
献
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る
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と
を
目
的
に

『安
全

・
安
心

・
環
境
改
善
』
の
企
業

理
念
の
も
と
、
松
田
松
二
先
生
（農
学
博
士
・
信
州
大
学
名
誉
教
授
）

ら
産
学
協
同
商
品
開
発
研
究
会
の
協
力
に
よ
り
、
研
究
と
実
験
を
重

ね
バ
イ
オ
の
力
で
汚
れ
を
落
す
だ
け
で
な
く
、
人
に
も
環
境
に
も
や

さ
し
い
画
期
的
な
商
品
の
製
造
に
成
功
し
ま
し
た
．

こ
れ
ま
で
に

「風
呂
用
」
ｏ
「ス
パ
ｏ
モ
イ
ス
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
他
、

計
十
種
類
の
製
品
を
開
発
。

全
身
の
ニ
オ
イ
や
汚
れ
を
取
り
去
り
流
し
た
水
が
、
川
や
土
壌
を

汚
染
し
な
い
と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
よ
る
こ
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

農学博士・

信州大学名昔教授

松田 松二先生

今回環境を汚さず人に

やさしい画期的な酵素洗

浄剤の研究開発にたずさ

わりました。

使い続けるうちに環境に

やさしいものこそ体によ
いことがわかるでしょう。

自然に学びスローライ
フに組するみなさんも酵

素洗浄剤を使用して健康
な美肌と環境を手に入れ

て下さい。

aa a a a a a aa a aa a a a a a a a a a a a a aa a a a aaaa a a a a a a a a a aa aa a a a aaa aaa aa a aaa a aa
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麒 中

時代のニーズにこたえる

株式会社三コエコ

TEL 0268-27-2121
FAX 0268-27-2124
ホームページ htゎ://―・niOocomm
〒386-0033長野県上田市御所 206-19

⌒
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全ての1治療院住
柔整向けレセコン「柔プラス」は、

保険請求に関する機能が充実している
のはもちろんtどうすれば治療院運営
のお役に立てるか|を追及し、レセコン

ソフトの枠にとらわれないシステムに

なつています。

理111警 1拳1缶■燃1式会
‐社

ぐださい!:

鶴磯隋
魏

鍼灸・あんま・マッサージの保険請求決定版

・レセプト、カルテ発行

・ リピー ト率向上機能

・往療診療対応

・複数業務形態対応

保険請求業務や運営補助機能などがあり、
鍼灸・あんま・マッサージ院の日々の業務を
徹底的にアシス トします。

健康的でキレイに見えるアナタ・・ 。しかし :

そんなアナタの
ズ 7メ

月々わずか9,800円で
お店専用スマホアプリが使えます

増客増収のために必要な集

客、効果的な集客に必要な
分析、分析を行うために必

要なデータの収集、スマゾ
ーはその全てを行えます。

WEB予約システム ご予約 ドットネット

顧客側 。管理側共に直感的に操作でき、
初見でも迷う事がありません。
ガントチャート表示での予約一覧は視認
性に優れ、予約の把握が容易にできます。

鮮しくは
ホームベージを
ご覧ください。

http://www.go-yoyaku.neV

「
上
Ｆ

Ｆ
“
ん
日 藁0M ‐ I J iB10EZttEE:LE
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あなたの院で

こんなお悩みを

抱えていませんか !

●患者アンケートの返戻が来たけどその憲者さん
じう来院していないんだよなぁ…

どうやつてその籟の施鶴の証瞬をしよう…

●院長の字が汚くてカルテが読めない 1

さつき指示された内容なんだっけ?

lF_し くて患れちゃった !

・薦∴鷺鷹猿り響奪債家碁ユ暮ぁC)
薇

〒171-0014 東京都豊島区池袋2-24-4 サン池袋 2ビル 5F

ミニッツシステム開発株式会社
丁EL 03-5396-5861
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2.

ほねつぎ第106号 (夏季号)発行予定日と締切予定日
>投稿される方へのお願いく

Wordで作成された原稿 0写真はUSBメ モリーに書 き込みお送 りいただくか、 E一 mailの貼
付ファイルで送信 してください。

原稿にテーマ・タイ トル・地区名 0氏名など記載 していただき、指示書と共に提出してくださ

い 。

3.寄稿者の顔写真も貼付 してください。
4.投稿用写真には必ず説明文を記載 してください。

業界の年鑑となるよう様々な情報・事業報告・ご提言等多くお寄せください。

原 稿 締 切  ◆平成30年 6月 10日◆
宛    先  (公社)長野県柔道整復師会 IT広報部宛
電     言舌  026-224-6800    フ ァ ックス  026-224-7575
Mail address   chousei@orion.ocn.nejp

発 行 予 定 日  平成30年 7月

>編  集 後 言己く

広報「ほねつぎ」 105号 をご覧頂きありがとうございます。
今年の干支は成年ですが、大に関係することわざに「犬も歩けば棒にあたる」というものがあ

ります。本来は、大がうろつき歩いていると、人に棒で叩かれるかもしれないというところから

「でしゃばると災難にあう」という意味があるようですが、現在では、「当たる」という言葉の印

象からか、何かをしているうちに「思いがけない幸運がある」という、反対の意味で使われるこ

とも多くなっているようです。じっとしていないで、何でもいいからやってみれば思わぬ幸運に

出会う可能性があるだけでなく、行動をすることで何かしらの経験も出来るわけですから積極的

に行動をしていく事が大切だと感じます。日々成長するために積極的に行動していく事を心がけ

ていきたいと思います。私達の業界も私達が積極的に行動する事で明るい未来が待っているはず

です。

表 紙 写 真 説 明

「八ケ岳、柚添尾根から富士を観る」

南佐久郡南牧村海の回の八ヶ岳登山口から横岳を目指し山行途中での一枚で

す。この日は、前日に降雪があり深いところでは大腿部までの新雪をかき分け

て登頂しました。
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公益社団法人長野県柔道整復師会機関誌

広報 ほねつぎ (第 105号)冬季号

発 行 所  長野市大字安茂里伊勢宮2167-9

公益社団法人 長野県柔道整復師会

発   行  平成 30年 1月 末日

発 行 人  高    田        保

編集責任者  宮    下        厚

印 刷 所 明 和 印 刷 株 式 会 社




